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    　喰くい神がみはハンバーガーをこよなく愛している。


    『あー……んっ』


    　ミートパティが二枚のダブルバーガー。しゃきしゃきのレタスに真っ赤なトマトまで挟まれた、ボリューム満点のハンバーガーだ。


    　大口開けてかじりつき、ラティメリアは、ぱあっと顔を明るくした。


    『んまあいっ……！』


    　古ふる川かわ七なの日かはその笑顔を、マジックミラー越しに見つめていた。


    　ラティメリアのいる取り調べ室とは、鏡一枚で隔てられた観察室。狭苦しく、飯もなく。七日の肩に回される太い腕は、煙草たばこ臭くさい中年のものである。


    　鬼き怒ぬ川がわ刑事は喋しやべるたび、七日の肩へ体重をかけてきた。


    「見分けなんてつかねえもんだなマガツカミってのは。ありゃどう見たって一四、一五の可愛かわいらしい女の子じゃねえか。あ？」


    「じゃ人間じゃないですかね」


    　ビンタが飛んだ。


    「しらばっくれんなよ、古川。お前の素性は割れてんだ。マガツカミを連れ歩くはぐれ者が、正面から堂々と警察署に乗り込んでくるその度胸だきゃあ褒ほめてやろう。貴様、マガツカミを使って何をするつもりだった？」
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    「……いや、何するつもりもなかったんだけど」


    　言下に逆を叩たたかれた。口を開くたびにビンタが飛ぶ。七なの日かは不機嫌に口を結んだ。


    　七日の両手首は、手錠で繋つながれている。人に会いに警察署を訪れたら、有無を言わさず拘束された。罪状は言い渡されなかったが、思い当たることは多い。


    　目下問い詰められているのは、人間の天敵であるマガツカミを引き連れていたことか。マジックミラーの向こうで、そのマガツカミの一種、喰くい神がみはハンバーガーを喉のどに詰まらせている。


    　取り調べ室のドアが開き、若い女性の刑事が入ってくる。その腕に抱かれたドーナツの箱に、ラティメリアは表情を輝かせた。


    『何それ、食べていいのっ!?』


    　明るく跳ねた声が、スピーカーを通して観察室にも届く。


    　鬼き怒ぬ川がわは、胸ポケットからくしゃくしゃの煙草たばこを取り出した。マッチを擦すって火をつけると、部屋の隅で調書を取っていた若い刑事が「ここ、禁煙です」と声を上げる。


    「うるせえ。文句あんなら出てろ！」


    「……」


    　若い刑事は眼鏡めがねをかけ直し、鬼怒川の横おう柄へいを黙認した。


    　七日はその不満げな仕草を、チラと覗のぞき見る。なるほどこの観察室は、鬼怒川の支配下にあるらしい。鬼怒川は誰に気を遣うこともなく、のびのびと紫煙を吐き散らした。


    「……マガツカミを見つけたら即通報。これはこの国の国民に課せられた義務だ。じきに祈き祷とう士し協会の連中が来る。悪く思うなよ」


    　直後、取り調べ室のドアが乱暴に開いた。現れたのは、背の高い三人の男たち。みな、揃そろいの制服をまとい、腰元にサーベルを携たずさえている。マガツカミ退治の専門家集団、祈祷士である。


    『油断するな』


    『目を離すなよ』


    　ハンバーガーで頬ほおを膨ふくらませたまま、きょとんとしているラティメリアを取り囲む。


    　そして、『抜刀っ』──祈祷士たちは一斉にサーベルを抜いた。


    『おっ、お？』


    　観察室に、ラティメリアの戸惑う声が届いた。


    「……刑事さん。これじゃあまりに悲惨だ。俺に話させてください」


    「はっ。やめさせる気か？　無駄だ。マガツカミを前にした祈祷士は、止まらねえよ」


    「でしょうね」


    　七日は手錠で繋がれたまま、テーブル上のマイクの通話ボタンを押した。


    「聞こえるか。ラティメリア」


    　マジックミラーの向こう側で、ラティメリアがはっと顔を上げる。


    『お、ナノ？　どこ？』


    「その人たちな、お前を斬きりたいんだそうだ」


    『おぉ……？』


    　ラティメリアは怪け訝げんに眉まゆを寄せ、自分を取り囲む祈き祷とう士したちを見渡した。


    　視線に当てられ、祈祷士たちが後あと退ずさる。


    「喰くうなよ？」


    『……いや、喰うし』


    「お前な。俺に弱点握られてること忘れんな。すり潰つぶされたいのか？」


    『あんたどっかで見てんの？　出てきなさいよ、卑ひ怯きようものっ！』


    　ラティメリアはきょろきょろと部屋を見渡すが、鏡の裏から覗のぞかれてるとは気づかない。


    「もう一度言うぞ。喰うなよ」


    『……ちっ』


    　舌を弾くラティメリア。残りのハンバーガーを平らげて、指先についたケチャップソースを舐なめ取った。


    『……命令すんな』


    　膨ふくれあがったラティメリアの殺気に気づき、祈祷士たちは目配せを交わした。


    『かかれぇぇっ！』


    　彼らが動きだしたと同時に、ラティメリアは座ったまま、デスクを蹴けり上げた。祈祷士の頭上をデスクが舞う。


    　目を離すなよ──ついさっきそう言った当人がデスクを目で追いかけ、あごを上げた。ラティメリアは笑う。まるで、自ら首を差し出しているかのようじゃないか。


    「難しいんだよね──」ラティメリアは駆けながらつぶやいた。


    　距離を詰め、ガラ空きの首筋へ腕を振るう。その直後──。


    『ごふっ……』


    　男の首筋から、大量の血ち飛沫しぶきが噴き出した。


    　力を失い、膝ひざから崩れ落ちるのを、ラティメリアは許さない。噴き出す血ごと首を絞め、その体を持ち上げる。


    「喰わないようにするには──殺さないようにするには、人間ってのは、あまりにも──」


    　強制的に上を向かされた男の顔面に、デスクが落下する。


    　──ゴスッ。顔の潰れた鈍い音が、取り調べ室に響いた。


    「──もろすぎるんだ」


    　唇くちびるにはねた血を舐め取り、ラティメリアは残り二人を見据えた。


    「なっ……！」


    　マジックミラー越しに、鬼き怒ぬ川がわは驚きよう愕がくの声を上げる。


    　人間と見分けがつかない、などと。さっきの発言は、とんだ誤りだったと気づく。可愛かわいらしく見えた少女は、今まさに本性をさらし、男たちを翻ほん弄ろうしている。


    　少女は確かに、マガツカミだった。


    　途方もなく、残酷だった。


    　ラティメリアは、床に落ちたデスクの足を掴つかんだ。ひょい、と振るった先にいるのは二人目の祈き祷とう士しだ。慌てて剣で受けようとするも、刀身の細いサーベルでは、受け止めることができない。祈祷士はサーベルごと殴打され、マジックミラーへと衝突する。


    　休む間もなく、デスクは振られ続けた。ダン、ダンと衝撃を受けるたびに鏡面が震ふるえ、鬼き怒ぬ川がわは後あと退ずさりした。


    　ずりずりと、マジックミラーをすべり落ちる男。その背中越しに、ラティメリアの顔が見える。ハンバーガーをかじる時と同じ、満面の笑顔である。


    「古ふる川かわ七なの日か……！　やめさせろっ！」


    　鬼怒川が野太い声で叫ぶ。


    「先に剣を向けたのは彼らですよ。正せい当とう防ぼう衛えいでしょ」


    「過剰防衛だ。殺すことはない！」


    「おいおい、祈祷士たちは殺しに来てるんでしょ？　劣勢になったらやめてくれ、なんて都合よすぎでしょ。刑事さんさ、自分中心に世界が回ってると思ってんの？　地ち軸じくか、お前は」


    「この野郎っ……！」


    　激げき昂こうした鬼怒川は、七日の胸ぐらへと腕を伸ばした。


    　七日はその分だけ、上体を反そらす。


    　鬼怒川の拳は空振り、宙を鷲わし掴みにする。その太い手首に、七日は手錠の鎖を引っかけた。


    　腕力で幅を利かせる男とは、直情的で読みやすい。七日は知っている。そういう男は、挑発すれば真っ先に胸ぐらを掴もうとするし、腕を搦からめ捕られれば、力任せに引き抜こうとする。


    　鬼怒川が腕を引っ張るタイミングに合わせて、七日は跳ねた。


    　引力をそのまま膝ひざ蹴げりに乗せて、鬼怒川のあごを打ち抜く。


    「あんっ……！」と変な声を出して、鬼怒川はあえなく尻しり餅もちをついた。


    　鬼怒川の側そばに屈かがみ、七日は手錠の鍵を探す。


    　するとその背に、「動くな」と声がかけられる。


    　振り返れば部屋の隅に、若い刑事が立っている。調書を取っていた眼鏡めがねの男だ。七日に向かって、銃を向けていた。


    「動くなっ！　動けば──」


    「撃つぞ、か」


    　銃口が、カタカタと震えていた。


    「……ああそうだった。この部屋にはもう一人いたってこと、忘れてたわ」


    　気け怠だるげに立ち上がる七日を、銃口が追いかける。


    「俺の過失だ。あんたを数に入れてなかった。悪かったな。撃てよ」


    　七なの日かはそう言ったが、若い刑事は、少しずつ後あと退ずさりを始めた。


    「おいおい、どこ行くんだ。丸腰どころか、手錠されてんだぞ、俺は」


    「来るな、私は本気だっ！」


    「俺だって本気だ。早く撃てよ。まさか、人を撃ったことがないのか？　警官のくせに？」


    　刑事は自分で壁に背をぶつけて、「ひ」と悲鳴を漏らした。壁に沿って、自ら隅っこに逃げてゆく。


    　七日はゆっくりと距離を詰めた。


    　膝ひざを曲げ、いよいよ座り込んだ刑事に覆おおい被かぶさるように、七日は男の顔を覗のぞき込む。


    　ひどい顔だ。汗をかき、息を乱し、眼鏡めがねを曇らせている。


    「……戦場じゃあな、敵を撃ち殺して初めて男だって認められたもんだ」


    　ぴたりと腹についた銃口。ゼロ距離にあってもまだ、トリガーは引かれない。


    　七日は拳銃を両手で覆い、撃げき鉄てつを起こしてやる。カチリ、と冷たい音がする。


    「ふっ……はっ……」


    「なあ。ここがお前の戦場だろ？　ほら、今だぞ、殺せ。男になるチャンスだ──」


    　と、二人の会話を断ち切るように、野や暮ぼったい声が部屋にとどろいた。


    「そいつから離れろっ！　鰯いわし水みずっ」


    　鬼き怒ぬ川がわがもう体を起こしている。


    「お前じゃ無理だ、さっさと逃げろ！　鰯水！」


    「ふっ、はっ……」


    　七日は溜ため息いきをつき、嘆いた。


    「……名前を呼ぶなよ、バカだな」


    　この若い刑事の名が知れた。より心へ入りやすくなる。


    　七日は立ち上がった鬼怒川を無視して、鰯水の耳元にささやいた。


    「なあ鰯水……あんたが今やんないんなら、俺は逃げるぞ。いいのか？　あんたはこの先ずっと後悔するんだ。あの時止めておけば……。どうして止められなかったんだ……。俺は一体、何のために警察官になったんだ。──何のためだ？　悪を倒すためじゃないのか？」


    「はあっ……はあっ……」


    　鰯水が唾つばを飲み込む。青あお臭くさい緊張感に触れて、七日は少し笑う。


    「堪能しろ。初めて人を撃ち殺す、一生に一度あるかないかの貴重な体験だ」


    　鰯水は歯を食い縛った。


    「……今だ、撃て！　鰯水っ！」


    　七日の声に弾かれるように、鰯水はトリガーを引いた。


    　ズダンッ──。臓ぞう腑ふに響く発砲音のあと、火薬の臭においが部屋に散る。


    　引き金の引かれる寸前。七なの日かは体を捻ひねっていた。同時に鰯いわし水みずの手首を掴つかみ、銃弾の軌道をコントロールしている。銃口の向いた先にいた鬼き怒ぬ川がわは、七日の背後で崩れ落ちた。


    「ひっ……！」


    「おめでとう鰯水。あんたもう、立派な男だ」


    　七日は拳銃を奪い、そのグリップで鰯水を殴り倒した。


    「……なんてな」


    　それから鬼怒川の側そばに歩み寄る。


    　仰あお向むけに倒れた鬼怒川が、血走った目で七日を見上げている。


    「……貴様っ、ただで済むと思うな……！」


    「いいじゃねえか、別に。防弾チョッキ着てんでしょ」


    　銃弾は鬼怒川の肩口で止まっていた。この男の装備は、先ほどの格闘時に確認済みである。はだけたシャツから、防弾チョッキが覗のぞいていた。


    「とは言え、さすがの筋肉バカでも銃弾を受けりゃ、脱臼くらいはするかね」


    　七日は屈かがみ、鬼怒川の腰元にぶら下がる鍵を奪う。ついでに胸ポケットの煙草たばこももらっておいた。と、突然手首を掴まれる。


    　鋭い痛みに顔をしかめながらも、鬼怒川は眼光鋭く、七日を睨にらみつけていた。


    「……古ふる川かわ。俺の名を覚えておけ。貴様、絶対に──」


    「いや、そもそも名前知らねえし……」


    　グリップで殴り、これも気絶させる。しぶとそうだったから、重ねてもう一発。


    　手錠の鍵を外して、調書机に立てかけられていた自分のサーベルを回収した。


    　拳銃を使って、マジックミラーを割る。


    「あれっ！　ナノ、鏡の中にいたの？」


    　返り血で赤くなったラティメリアが、不機嫌な顔をして近づいてくる。


    　七日のいる部屋へ上半身を乗りだし、訝いぶかしげに声を上げた。


    「……何ここ？　隠し部屋？　私のこと覗いてたわけ？」


    　七日は取り調べ室へと飛び移った。


    　三人目の祈き祷とう士しは、壁に背をもたれ意識を失っていた。片方の耳がない。


    「お前……喰くってねえだろうな」


    「喰ってねえし。こいつら、不ま味ずそうだもん」


    　口の先を尖とがらせて、ラティメリアは部屋の隅を指さした。耳はちゃんと、そこに落ちていた。


    「血はちょっと舐なめた」


    「喰ってないならいいよ」


    　取り調べ室は、ひどい有様となっていた。


    　転がるデスクに、割れたマジックミラーの破片。血ち溜だまりに倒れる祈祷士は、ぴくりとも動かない。ドアの前では、女刑事がドーナツの箱を抱いたままへたり込んでいる。


    　刑事が七なの日かに、非難の目を向けた。


    「な……なんてことしてくれるんですか……。ここ、警察署のど真ん中ですよ？」


    「急いでるんだ。宝たからノ島で起きた神隠しの資料が欲しい」


    　この涙目の女刑事こそ、七日が会いに来た相手、亥いの鼻はなちとせだった。彼女は歴れつきとした警察官でありながら、情報屋でもある。


    「感謝しろよ。あんたが約束の時間に現れないから、こっちから出向いてやったんだ」


    「だからって、警察署襲撃なんてする？　ふつう」


    「別に襲撃しに来たわけじゃないって。……逮捕されるとは思わなかったけど」


    「自覚してくださいよっ。あなた、結構顔知られてるんですから。マガツカミを従える、堕おちた闇の祈き祷とう士しだって……！」


    「……だっせえ通り名ながついてんな……」


    　署内に、けたたましく非常ベルが鳴り響いた。


    　廊下に溢あふれる怒ど号ごう。たくさんの足音。それらが近づいてくる。すぐに囲まれるだろう。


    「情報屋。早く情報をくれ。ってか、立てば？」


    「情報はロッカーにあります……けど、腰が抜けて立てません」


    「面倒だな」


    　七日は溜ため息いきをつき、ちとせを引っ張り起こした。


    「あんたを人質に取る。ロッカーを経由して、外に出よう」


    「うそ、本気？」


    　ちとせの手からこぼれたドーナツの箱を、ラティメリアが素速くキャッチした。


    「お、と。これ貰もらうよ？　いいよね」


    「え……あ、はは。お二人で、どうぞ」


    　ドーナツの箱を覗のぞき込み、ラティメリアは「おおっ」と感嘆の声を上げた。


    　取り調べ室を出たところで、三人にいくつもの銃口が向けられる。「動くな！」と先頭の中年刑事が拡声器で叫んだ。いわく「お前たちは完全に包囲されている！」。


    「ひぃぃ」


    　ちとせが声を上げ、人垣へと駆けようとする。その襟えり首くびを、七日がすかさず掴つかんだ。


    　ちとせを盾たてにする七日の側そばで、ラティメリアがドーナツを選んでいた。


    「ナノは食べないよね？」


    「勝手に決めんな。一番チョコのかかったやつだ。──喰くうなよ」


    「ちっ……」


    　向けられた銃口を見据え、喰い神がみはドーナツを噛かみ砕いた。


    「……命令、すんなっ」


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　二〇××年。炎天の空にウミネコは鳴く。


    「にゃあにゃあ」と甘えるような猫ねこ撫なで声が、海辺のゴミ捨て場に響き渡っていた。空に、岩場に、波止場一面に、群れを成すウミネコたちは、みな同じ方向を向いている。


    　その視線の先には、拾った雨あま傘がさを日よけ代わりに差すラティメリアが立っていた。高々と積み上げられたゴミ山のてっぺんで、ぼーっと遠くを眺めている。


    「何か見えるか」


    　スーツの上着を脱ぎ、腕うで捲まくりした七なの日かがゴミ山のふもとから尋ねた。


    「自転車、タンス、土管と鉄骨……錆さびたバス」


    「総じてゴミだな」


    　四方八方すべてゴミ。肌を撫なでる風は涼しいが、いかんせん臭くさい。潮と生ゴミの臭においを擦こすりつけられているようだ。環境は劣悪。空からは鳥の糞ふん、目を伏せた先ではハエが飛ぶ。


    　さんさんと降り注ぐ夏の日差しが、すべてのゴミを熱していた。ただ立っているだけで、とめどなく汗がふき出てくる。


    　世界の最果てのようなこの人口島には、〝宝たからノ島〟という皮肉のような名称がつけられていた。


    　ラティメリアはおもむろにフードを脱いだ。強い潮風が、青い髪をなびかせる。


    「人間ってさ、近いうち滅びそうだよね。でっかい天罰とか下ってさー」


    「滅ばねえよ。滅ぼせるような奴がもういない」


    「マガツカミがいるじゃない」


    　ラティメリアは遠くを見つめたまま、つぶやいた。


    　古来よりこの国に棲すまう禍わざわい、マガツカミ。物を依より代しろに発生するこの神々は、どうしてか好んで人を喰くう。


    　生活のすぐ側そばにあったこの脅きよう威いに、人々は恐れおののいてきた。勇気ある者たちはこれを退治しようと剣を振るい、力無き者たちはせめてその怒りに触れぬよう、崇あがめ奉たてまつった。


    　しかし文明の発展を遂げた今、人々はこの禍を克服しつつある。


    「人ってのは、マガツカミよりもしたたかなんだ。そうでなきゃ、禍であるお前たちを、戦争に利用しようなどと思わねえよ」


    「ふん。でもうまく使えなかった。マガツカミを従えることができた祈き祷とう士しは、たった一人だけだったんでしょ。だから負けちゃったのよ、戦争にもさ」


    　ラティメリアの言う通り、この国は世界を相手にケンカを始め、結局負けてしまった敗戦国である。しかし終戦から数年の月日が流れ、異常とも言える早さで復興を遂げたこの国は、工場の乱立する発展国となっていた。


    「くっくっくっ！」


    　ラティメリアはわざとらしい笑みを浮かべ、ひび割れたブラウン管テレビに腰かける。


    「粋がるな、人間。あんたたちは所しよ詮せん、私たちマガツカミの食料にすぎないってこと、忘れないことね。この喰くい神がみが喰いつくしてくれるわ。ふふふ。その前にこの、可愛かわいらしいドーナツから片づけてやろう」


    　七なの日かは手の平で日差しを遮さえぎり、ゴミ山を見上げた。


    「……おいおい、嘘うそだろ」


    　膝ひざに乗せた箱から、ドーナツを取り出すラティメリア。この炎天下のゴミ溜だめの中、水もなしにドーナツを食べようとしている。幸せそうな笑顔だ。


    「バカかお前は。ここに来る前に食っとけよ」


    「はんっ。甘党が聞いて呆あきれるわ。ドーナツってのは、どこで食べたって甘くて美お味いしいものなのよ」


    　スモッグで濁った空の下、ラティメリアはドーナツの穴から七日を覗のぞく。すると辺りでラティメリアを見つめていたウミネコたちが、バサァ、と一斉に飛び立った。


    「へ？　何、こいつら……！」


    　襲いかかってくるウミネコの群れに抵抗するラティメリア。一羽、また一羽と叩たたき落としたり噛かみついたりしていたが、ウミネコの数が尋常ではなかった。


    　次々と増えてゆく大群に、ラティメリアの姿は呑のみ込まれてゆく。


    「やめろっ、それは、私のドーナッ……やあああああっ」


    　にゃあにゃあ、にゃあにゃあ。空に伸ばした腕だけが一本突き出ていたが、その指先もやがて塊かたまりに呑まれていった。


    　七日がゆっくりゴミ山を登った頃には、ラティメリアはブラウン管テレビの側そばに倒れ、見るも無残な姿となっていた。衣服はボロボロに啄ついばまれ、太ももやへそを露出させている。


    　くしゃくしゃになったドーナツの箱は空っぽだった。欠片かけら一つない。


    「いつだって楽しそうだよな、お前は」


    「……うっさい。私はドーナツを失い、新たなごちそうを手に入れたんだ」


    　体を起こしたラティメリアが抱いていたのは、一羽のウミネコだった。逃げようともがいているのを、ぎゅっと強く抱き締めている。


    「……食うのかよ、それ」


    「食うわ。一羽しか捕まえられなかったのは残念だけど、この子には、一族を代表して死んでもらう。ナノ、今夜はウミネコの丸焼きね。超惨むごたらしく料理して」


    「ウミネコって食えるのか……？」


    　瞳を濡ぬらしたウミネコが、七日の言葉を否定するように「ニャア……」と小さく鳴いた。


    



    　濁った空に轟ごう音おんが響き渡り、二人の頭上に影が掛かった。見上げた空を、巨大な飛行船が横切ってゆく。


    　ゴミ山のてっぺんからはゴミだけでなく、湾岸の向こうの陸地をも見渡せた。飛行船の飛んできた方向は、比較的低い屋根の並ぶ高級住宅街。栄華を象徴するような真っ白い電波塔が、濁った空に馴な染じめずぽつねんと佇たたずんでいる。


    　飛行船の飛んでいった反対側の空は、さらに濁ってよどんでいる。濛もう々もうとスモッグを吐き続ける煙突が立ち並ぶ工場地帯。工場は連なり、一つの巨大な基地を彷ほう彿ふつとさせた。


    　その中間にある入り江に浮かぶ宝たからノ島には、双方から溢あふれたゴミが集まってくる。生活ゴミや産業廃はい棄き物ぶつの捨てられ続ける島を、誰も気に留めようとはしない。


    　よどみを一手に引き受けるこのような場所など、見たくもないし、信じたくもない。


    　そこは「宝の島」という戯ざれ言ごとに覆おおい隠された、ゴミ溜だめだった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　鬼き怒ぬ川がわから奪った煙草たばこに火をつけた瞬間、飛んできた手刀に煙草の先端が弾けた。


    「何すんだ、おい……」


    　短くなった煙草をくわえたまま、七なの日かはラティメリアを睨にらみつける。


    「煙草はだめ。約束したじゃない！　体が毒されるわ」


    「……したっけ？　そんな約束」


    　ラティメリアは小指を立て、七日の鼻先に突き出す。


    「したし。もっかいしとく？　指切り」


    「いらねえよ」


    　七日はぷいと煙草を吐き捨て、歩きだした。


    　その後ろ姿を、ラティメリアが追いかける。


    「どうして人間は自ら進んで毒を摂取するのか、理解に苦しむとこね」


    「うまい毒だってあるんだよ」


    「あれのどこが。ハンバーガーを生み出した種族が作ったものとは、とても思えないわ」


    　二人は宝ノ島の奥に向かって、進んでいった。


    



    　この島の近隣に住む子供たちが消え始めたのは、数か月前からだった。


    　立て続けに五人、六人と同じ場所で消えているのだから、警察はマガツカミ発生の可能性を考え、早いうちに祈き祷とう士しを呼ぶべきだった。


    　警察庁と祈祷士協会は仲が悪い。


    　発生した事変の原因によって、取り扱い方や管轄が変わるからだろう。人間の犯行であれば連続失しつ踪そう、もしくは誘ゆう拐かいとして扱われるこの事件も、マガツカミによって引き起こされた現象であれば、それは事件ではなく、怪異現象となる。


    　管轄も警察庁から、祈き祷とう士し協会へと移る。だから警察は、マガツカミの仕し業わざだという確証がない限り祈祷士を呼ぼうとしない。下へ手たに事件を祈祷士へ回してその犯人が人間だった場合、格好がつかないからだ。


    　今回、警察庁が祈祷士協会に協力を要請したのは、消えた子供が死体となって見つかってからだった。死体の状態を見て初めて、彼らはこの連続失踪が、怪異であると判断した。


    　ゴミ溜だめの中で、子供は発見された。


    　炎天下に晒さらされていたのにもかかわらず、死体は凍っていた。


    



    　島の奥に進むに連れ、辺りに積まれるゴミ山も増えてゆく。捨てられているゴミは多種多様だった。木片や瓦が礫れきなど見るからに廃はい棄き物ぶつのようなものもあれば、ビリヤード台や居酒屋の看板のようなものもある。


    　島の入り口で沸わき立っていたマスコミや警察も、この辺りまではやってきていない。祈祷士たちの到着を待っているのだろう。マガツカミが発生している土地に祈祷士なしで入るのは、それだけ危険が伴う。


    「その消えた人間の子らってのはさ、みんな凍らされちゃったわけ？」


    　七なの日かの後をついて歩くラティメリアが、情報屋から得た資料写真を眺めながら尋ねた。


    「どうかな。今んとこ見つかった死体は一つだけだ。あとは神隠しにあったまま」


    「ならもう喰くわれてるんじゃないの」


    「かもな」


    　七日は振り返り、ラティメリアの手から写真を取り上げた。昨日きのう発見された、男子児童の写真である。前髪や睫まつ毛げには霜が降おり、目を固く閉じた状態で絶命していた。


    「ただこの死体に喰われた痕こん跡せきはない。なぜこの子だけが喰われることなく、凍らされたんだ？」


    　遺体は綺き麗れいな状態で凍っていた。損傷もなく、着衣も失踪時のまま残っている。


    「決まってるじゃない。美う味まそうな子から先に喰って、そいつは後回しにされたのよ」


    　ラティメリアが胸を張る。フードの上では、縄で首を繋つながれたウミネコが羽を休めている。


    「マガツカミにも好き嫌いはあるわ。この私にだってね」


    「嫌いなものなんてあったっけ？」


    「ナットゥー」


    「お前が納豆嫌いなのは腐ってるからだろ。死体は凍らされてるんだから、腐っちゃいない。……ああ。そういうことか」


    「そういうこと。つまり冷凍保存だわ。凍らせておいて、あとで喰おうとしたんじゃないの？　お腹なか空いた時に」


    「凍らせる系のマガツカミなら、喰くいものを貯蓄する習性があってもおかしくないな。……この島のどこかに、他の子供たちも保存されているかもしれない」


    「いいねえ、凍らせる系。涼しそう」


    「『ヤミ、ヤミ』と鳴くそうだ」


    　情報屋のまとめたレポートには、そう記されていた。


    「島の奥から、ヤミ、ヤミと鳴く不気味な声が報告されている」


    　証言はいくつもあった。子供が消えた時、一緒に遊んでいた友人たちが口を揃そろえて訴える。どこからか、低く唸うなるような『ヤミ、ヤミ』という鳴き声が聞こえてきたのだと。


    「ヤミヤミ？　どういう意味？」


    「英語なら〝yummy〟かな。おいしい、の幼児語みたいなもんだ」


    「幼児語のおいしい？　じゃ〝おいちぃ〟？」


    　小首を傾かしげるラティメリアに、七なの日かはかつて見た、外国の子供たちの仕草を教える。


    「ほっぺ指さして『ヤミ、ヤミ』ってするんだ。マガツカミが英語使うとは思えねえけど」


    「ならやっぱ喰ってるのよ。おいちぃ、おいちぃってさ」


    　ラティメリアは頭上に留まるウミネコを掴つかまえ、「お前もヤミーか？」と頬ほおずりする。ミャ、と小さな鳴き声が震ふるえている。

  


  [image: ]


  
    　生きたまま連れて帰るつもりらしい。晩飯にするなら早く殺してやれよ、と七なの日かは言ったが、ラティメリアは新鮮な肉がいいのだと言って聞かなかった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　──ヤア、ミィ。


    　日が西にやや傾き、暑さのピークが過ぎた頃。二人はずんと腹に響くような、低い鳴き声を聞いた。七日は足を止め、声の出所を探さぐって耳を澄ませる。


    「方向、わかるか？」


    「……あっちかな」


    　ラティメリアの指さした方向へ、気配を殺して進んでゆく。


    　二人はだいぶ島の奥まで来ていた。辺りにはビニール袋に包まれた生活ゴミよりも、鉄骨や木材のような大型の産業廃はい棄き物ぶつが増えている。それらが乱雑に積み重ねられた刺とげ々とげしい山は、今にも崩れ落ちてきそうで危あやうい。


    　二人は山のふもとで、のっしのっしと徘はい徊かいする人影を見つけた。


    「ヤァ、ミィ……」


    　三メートル近くあろう巨体は、脇腹からぽってりと贅ぜい肉にくがはみ出ていた。背中から見ても肥満体であることが窺うかがえる。ずいぶんと重そうな体であるのに、その二本の足は不釣り合いに細い。一体どうやってあの体を支えているのか。


    　七日は目を凝こらす。その臀でん部ぶには、ぽってりとしたウサギのようなしっぽが生えていた。


    　肩幅の広い背中は、ウミネコの糞ふんで白く汚れている。神殿だか遺跡だかを護まもる石像が、命を得て動いているかのような印象を受けた。


    　つぶらな二つの瞳の間にぽたりと垂れる鼻があり、それが分厚い唇くちびるを隠している。


    「あれが凍らせる系？」


    　隣のラティメリアが七日に確認する。


    「足元を見てみろ」


    　マガツカミが細い足を踏み出すたび、地面が白く凍りついてゆく。霜が降おり、しかしこの暑さですぐに溶ける。マガツカミの歩いた軌跡には、濡ぬれた跡が点々と続いている。


    　ラティメリアが前に出た。


    「よし、さっさと殺して帰ろ。今夜はごちそうだもの」


    　そのままマガツカミに向かってずんずん歩き出す。しかしすぐに、七日に「ダメだ」と止められる。


    「奴の巣を見つけるまでは手を出すな」


    「はあ？　ターゲットは目の前にいるのに？」


    「確かに今回の依頼はマガツカミ退治だが、他の子供たちが冷凍保存されてるんなら、ついでに見つけておきたい」


    「もう喰くわれてるって！　早く殺して帰ろうよ。お腹なか空すいた」


    「うるせえな。声を上げるなよ。いいから戻ってこい」


    「……戻ってこいとか。私は犬じゃないんだけど」


    「知ってるよ。マガツカミだろ」


    「……何？　命令？」


    　ラティメリアは七なの日かを見据え、顔を顰しかめる。


    「二回目だわ。今日は、二回も、あんたは私に〝喰うな〟って命令した。また命令するの？　三回目？　これも約束してたよね。私に命令しないって。知ってるでしょ。私は、命令されるのが嫌いなの。ナットーよりも嫌いなんだから……！」


    「人を喰わないとも約束したろ。今朝のは〝確認〟だよ」


    　ラティメリアは、遠くに歩くマガツカミを指さした。


    「あれ人じゃないよね。じゃ喰うよ、今」


    「ダメだと言った」


    「だから、私に命令を──」


    「命令じゃねえよ。これは〝お願い〟だ」


    「……。喰い神がみに〝お願い、喰わないで〟なんて。舐なめてんの？」


    　ラティメリアは七日の言葉を無視して、マガツカミの方向へ駆けた。


    　しかしすぐに、胸を押さえてすっ転ぶ。


    「ひゃう……！」


    　振り返るラティメリア。七日が山やま吹ぶき色いろの小さな巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出し、中の物を指先で押さえている。


    「おいおい。よくもまあ、弱点握られてる相手に歯向かえるもんだな。すり潰つぶされたいのか？」


    「ふざけんなっ……！」


    　山のふもとのマガツカミが振り返った。ゴミ山が陰になり二人の姿は見つかってはいないが、ゆっくりとこちらへと近づいてくる。


    「奴が来る。隠れろ」


    「……くたばれ」


    　べえと舌を出すラティメリアだが、七日は動じない。つまんだ巾着を口元に持っていき、カリ、と歯を立てた。


    「くうぅうっ……！」


    　巾着の中の物への攻撃が、そのままラティメリアへと伝わる。ラティメリアはのたうち回った。その身み悶もだえる姿を眺めつつ、七日はもう一度繰り返した。


    「隠れろ。……もっと強めに〝お願い〟しないとわかんねえかな」


    「……覚えてろよ……」


    　ラティメリアはよたよたと体を起こし、ゴミ山の裏へ身を潜ひそめる。


    　それを見届けてから、七なの日かもまた、姿を隠した。


    　愚ぐ鈍どんなマガツカミは二人のいた場所を徘はい徊かいし、辺りを見渡した。


    「ヤァ、ミィ……？」


    　やがてのっそりと歩き去る後ろ姿を、七日とラティメリアは尾行する。


    　マガツカミの歩みは遅かった。よちよち歩く先に障害があっても避よけない。転ぶか、手で触れて確認し丁てい寧ねいに迂う回かいする。


    　前方にやせ細った野良猫を発見し、口先から息吹いぶきを吐いて凍らせていた。


    　あれは辺りを凍いてつかせるマガツカミ。──〝冷ひやし神がみ〟だ。


    　冷やし神は動けなくした猫をつまみ上げたが、それをすぐに喰くおうとはしなかった。まるでコレクションでも眺めるように、凍らせた猫をうっとりと見つめている。


    「ヤァミィッ、ヤアミィッ」


    　それを大事そうに手の中に握り、のっしのっしと歩いてゆく。


    　七日は眉まゆをひそめた。冷凍保存して、巣に持ち帰るつもりなのか。やはりラティメリアの言った通り、巣には多くの死体が隠されているのかもしれない。


    



    「……ナノ」


    　ずっと黙っていたラティメリアが、七日の側そばで声を上げた。


    「人間がいるわ」


    　七日はラティメリアの視線を追いかけた。


    　二人が息を潜ひそめる場所から、冷やし神を挟んだ道の斜はす向むかいに、一人の少女がいる。身を屈かがめて、七日やラティメリアと同じように、闊かつ歩ぽする冷やし神を物陰から窺うかがっていた。


    　夏の陽気に不釣り合いな、耳まで覆おおう飛行帽。少女は腕に[image: ]とうのバスケットを提さげていた。


    「……何してんだ、あれは」


    　少女は打ち捨てられている仏壇の陰に身を隠し、胸に手を当て深呼吸をしている。


    　充分に息を整えてから、冷やし神の背後に飛び出して声をかけた。


    「待って、ハナタレさんっ」


    　七日とラティメリアは身を隠したまま、その無謀な行動の意図が読めずにいる。


    「喰われるよ、あの子。けど助けたりはしないんでしょ？　尾行がバレちゃうもんねえ」


    　ラティメリアがにやにやと七日を見上げる。


    「喰われたいんなら勝手にしろ、ってとこだが……」


    　おずおずとバスケットを差し出す少女は、自殺志願者のようには見えなかった。


    「あの……チーズ、持ってきたんだ」


    　まん丸い瞳で少女を見つめていた冷ひやし神がみが、突然、雄お叫たけびを上げた。


    「イィエエアアアアアアアアッ」


    　大きな手ですくい上げるようにして、少女を掴つかまえる。落下したバスケットには見向きもしない。マガツカミにとっての喰くいものとは、人間そのものだ。


    　──ズォォォオオオッ。


    　大きく息を吸い込む冷やし神。その頬ほおがへこみ、胸部は膨ふくれあがってゆく。〝凍いてつく息吹いぶき〟。少女を冷凍保存するつもりである。


    　自ら進んで捕まった少女は、驚きよう愕がくして冷やし神を見返していた。こんなことをされるのが意外だというふうに、びっくりして目を見開いていた。


    「……まあ、訳ありだろうな。話してみよう」


    「え」


    　七なの日かはベルトのナイフに手をかけて、抜き取りざま投とう擲てきした。同時に前へと足を踏み出す。


    　ナイフの切きっ先は、冷やし神の瞳へと突き刺さった。


    「オァアアアアアアアアッ」


    「……ったく、うっせえな」


    　悲鳴とともに吐き出された息吹が、そこかしこを見境いなく凍てつかせ始めた。


    　七日は息吹を避よけ、冷やし神の視線を潜くぐる。


    　そのまま、冷やし神の腕から落下してきた少女をキャッチした。


    　辺りは凍るように冷たい。自然界では、まず考えられないほどの急激な気温低下だ。


    　七日は打ち捨てられた仏壇の陰に身を隠し、少女を降ろした。


    「……な、誰っ？」


    「ちょっと黙ってろ」


    　戸惑う少女の背後から手を回し、口を塞ふさぐ。七日は仏壇の陰から顔だけ出して、様子を窺うかがった。


    　冷やし神は、消えた少女を捜して辺りを見渡している。いかにものろまなトロールである。きょろきょろ見渡すさまには、愛あい敬きようさえ覚えた。しかしこちらへ近づいてくる。


    　道を挟んだ向こう側に、依然としてラティメリアの姿があった。


    　七日はナイフを構え、ラティメリアの背後に刺さった捨てられた標識に向かって投げた。


    　バイーン──。ナイフがぶつかり、〝お静かに〟と書かれた標識が振動する。


    　反応した冷やし神が、音のしたほうへ振り返った。


    　ぶるぶると震ふるえる標識。それを見上げるラティメリアを発見し、雄叫びを上げる。


    「ンガアアアアアアアアッ！」


    　気温低下がさらに著いちじるしくなり、ミシミシ、と七日の背後の仏壇がきしんだ。吐く息が白く空気に滲にじむ。腕の中の少女がカチカチと歯を鳴らし始める。


    「……これは、想像以上だな」


    　冷ひやし神がみは拳を地面に垂らし、ラティメリアに向かって、ぐぐ、と前傾姿勢を取る。スタートダッシュの構えだ。


    　その正面でラティメリアが胸を張り、高らかに笑っていた。


    「楽しませてくれるなら、いいわ。喰くってあげるっ」


    　戦う気満々である。


    　七なの日かはポケットから巾きん着ちやくを取り出した。巣を見つけることを、まだ諦あきらめてはいない。巾着をぶらぶらとさせて、ラティメリアに「喰うなよ」と今一度脅しをかける。


    　それを見たラティメリアは声を上げた。


    「はあ？　じゃ、どうしろってのよ！」


    　七日はしっしっ、と野良犬を追いやるジェスチャーを見せた。そいつを連れて、どこかへ行ってろ、と言うのだ。


    「ふっざけんなあっ！」


    　叫ぶラティメリアに向かって、冷やし神が地面を蹴けって走り出した。


    「はっ……!?　速っ！」


    　今までの愚ぐ鈍どんさが嘘うそであったかのように、フォン、と凍いてつく風を切り、冷やし神は猛スピードで駆ける。足元の瓦が礫れきが跳ね上がり、ジェット機でも飛び立ったかのような軌跡を作る。


    　ラティメリアはウミネコを引き摺ずったまま、一目散に逃げ出した。


    「覚えてろ、ナノぉぉっ！」


    　冷やし神の巨体がゴミ山を削り、鉄骨や鉄てつ屑くずが、赤くなり始めた空に舞い上がる。


    　やがて悲鳴は冷やし神の咆ほう哮こうを引き連れて、ゴミ山の向こうへと消えていった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　辺りが静寂を取り戻してから、七日は少女を解放した。


    　気温低下の元凶である冷やし神が去ってしまえば、辺りはまた蒸し暑さを取り戻す。震ふるえるほど寒かったり、うだるほど暑かったり。体が混乱して、嫌な汗が出てくる。


    　冷やし神の立っていた場所は、ダッシュの踏み込みによって赤土が抉えぐれていた。


    　落ちていたネジを拾ってみると、キンキンに冷たい。


    「……一体、何のつもりかしら？」


    　背中に少女の怨えん嗟さを聞き、七日は立ち上がった。


    　少女が敵てき愾がい心しんたっぷりの視線を向けている。しかしその顔に血の気はなく、真っ青だ。


    　そのシューズは泥や油で汚れてはいるが、さらわれていたにしては綺き麗れいすぎる。


    「助けたつもり、だったんだがな。あんた、さらわれた子供じゃないな」


    「答える義務があって？」


    「まあ、ないかな」


    　少女は、中学生にも届いていないように見えた。飛行帽のせいで一見少年に見えるが、スカートは短い。レギンスを穿はき素肌は隠していたが、ゴミ山散策の格好に向いているとも思えない。


    「……ふん」


    　少女は七なの日かの側そばを通り過ぎ、落としたバスケットの元へ歩いた。しゃがみ込んで、こぼれた中身を一つ一つバスケットに戻す。リンゴやハム、ワインなどである。


    「あなたたちこそ、何を……。ハナタレさんを退治しに来たの……？」


    　少女はまた、冷ひやし神がみを名前で呼んだ。


    「あのマガツカミを知っているのか？」


    「ええ。知っていますが何か？」


    　立ち上がった少女は、七日が腰に帯たい刀とうしているサーベルを見つめる。


    「その剣……。あなた、祈き祷とう士しなんでしょ！　やっぱりあの子を退治しに来たんだわ」


    「俺の目的を話す義務はあるのか？」


    「……ない、ですわ」


    　少女は眉まゆ根ねを寄せて、さらなる敵意を持って七日を睨にらみつけた。


    「斬きってほしくないんだな、あのマガツカミを」


    「……」


    　少女は唇くちびるを噛かみ、黙ってしまう。


    　七日は溜ため息いきをつき、力を抜いた。


    「じゃあ交換条件でどうだ。あのマガツカミについて教えてくれたら、こっちの目的も言おう。あれは、あんたの何なんだ」


    　少しの間があって、少女は顔を上げた。


    「……ハナタレさんは……お友だちです」


    　お友だち。可愛かわいらしい単語に、七日は眉をひそめる。


    　少女は、とつとつと語り始めた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　少女の名前は、エイミといった。年は一一。小学校の高学年である。


    　彼女は財ざい閥ばつの娘だった。生まれながらに金があり、権力があり、未来があった。しかしお嬢さまには、お嬢さまなりの苦悩があるようだ。


    　エイミが宝たからノ島を訪れるようになったのは、子供たちが消え始める一年ほど前のこと。幼い頃から義務的に通っていたピアノ教室を抜け出して、一人で海を見に来たのが始まりだった。


    　宝ノ島の入り口付近で遊ぶ子供たちを、卑いやしい貧乏人と侮ぶ蔑べつしていた。しかし毎週顔を合わせるうち顔見知りになり、遊びに誘われ、彼らの秘密基地へ案内されるまでになったという。


    「エイミだ！　おーい、エイミー！」


    　エイミが土手の上に姿を現すと、子供たちは手を振って寄ってくる。エイミよりも少し年下の彼らは、この辺りに住む貧困層の子供たちだった。


    　エイミが訪れるたびに、子供たちは「今日のおやつは何？」と目を輝かせた。


    　宝ノ島を訪れる際、エイミはポケットに、お菓子を忍ばせていた。


    　英字のフィルムで包まれたキャンディーや、輸入品の色鮮やかなチョコレート。子供たちは、エイミの持ってくるお菓子を毎回楽しみにしていた。


    　エイミもまた、進んで子供たちにお菓子を振る舞う。ありがとうと言われるたびに、恵んでやる優越感に浸っていた。


    　もっともっとの声に応え、つい「次はもっと甘いものを」と約束してしまう。


    



    「エイミ！　今日のおやつは？」


    「今日はとても、珍しいものよ」


    　その日エイミはいつも通り、期待の眼まな差ざしを受けながら、ポケットに手を入れた。取り出したのは、一口大に包装されたチーズだった。


    「うっわ、何それ!?」


    　透明なビニールに包まれたそれは、一見して一口キャンディーのようであったし、エイミもまた、そのつもりで持ってきていた。一口食べれば、まろやかな甘みにほっぺたがとろける高級キャンディー。家から持ち出したそれは、完かん璧ぺきなおやつであるはずだった。


    　しかし。


    「げ。腐ってる」


    　誰かが言って、チーズを吐き出した。


    　まず、にが、と口々に言って、子供たちはチーズを捨てる。


    「腐ってるの持ってくるなよ」と一人がエイミを責めた。エイミは慌てて、「そんなはずは」と弁明する。


    　自分で一口かじってみる。そこで初めて、チーズだと気づいた。腐ってはいない。甘くないのは当然のことだ。これはキャンディーではないのだから。


    　しかしここの貧しい子供たちは、チーズというものを知らなかった。甘味だと思って口に放った子供たちにとっては、腐った食べ物のように感じられたのだろう。


    　誰かが「おえぇ」と大おお袈げ裟さにリアクションを取り、仲間たちから笑いを買った。


    　今日のエイミはハズレ。また別の誰かが、そう評価した。


    　間違ってしまった。


    　やってしまった。


    　エイミは動揺を隠して、一緒に笑った。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「怒るとこじゃねえの、そこ」


    　七なの日かはエイミに尋ねた。


    「エイミは怒ど鳴なったりなどしません。清く、正しく、美しく。由緒ある大おお淀よど家の女子として生まれたからには、その名に恥じぬよう、大和やまと撫なで子しこたる振る舞いをしなくてはならないのです」


    「……咲かねえよ。こんなゴミ溜だめに、大和撫子は」


    　エイミは石油缶のはじっこに、背筋をぴんと正して座っていた。


    　飛行帽を脱いだ少女は、なるほど確かにお嬢さま然としている。切り揃そろえられた前髪に、よく手入れのいき届いた黒髪。泥と油に塗まみれてもなお、まとうオーラには気品が漂う。


    　いかにも美人に育ちそうなご令嬢である。


    　大淀家とはエリートの家柄だ。戦後、石油の輸入業で国の復興をリードした大企業を経営している一族。


    　このような場所に、雑草みたいに咲いていい花ではない。


    「家の人も心配してるだろう」


    「あの方々が、エイミの心配などするものですかっ」


    　ぷい、とエイミは鼻を高く上げる。なかなかに生意気な花である。


    「父や母やおじいさまは、エイミのことが嫌いなのです」


    「どうして」


    「エイミが〝大淀の面つら汚よごし〟だからです」


    　小学生らしからぬ単語を使い、エイミは不満を口にした。


    「おじいさまが心配しているのは、大淀の名前です。エイミが大淀の名に泥を塗るのが怖いんです。これが何の跡か、わかって？」


    　言ってエイミは両手を差し出した。


    　色の白い手首には、縛られたような跡が赤く残っていた。


    「あの人たちは、エイミが逃げ出さないよう、見張っているのです。言うことを聞かなかったらお仕置きしたり、成績が下がったら一日中、勉強！　しかも間違えるたびに物差しで叩たたいたりするのです。『大淀の女子たるもの』って」


    「へえ」


    　エイミは独り言を言うようにうつむいた。


    「頑張ってるけど、うまくいきません。エイミは間違ってばっかで、おじいさまは怒ってばっかです。おじいさまはエイミを、どうしたいのでしょう」


    「あんたはどうしたいんだ」


    「……わかりません、ただ」


    　エイミはキュッと、膝ひざの上で握り拳を作る。


    「怒られると──エイミは、申し訳ない気分になります」


    「だから逃げてきたんだな」


    「きっとエイミは、大おお淀よどの女子に向いていないのです。だってここで遊ぶほうが、つらくないもの」


    　エイミは宝たからノ島を楽しい、ではなくつらくない、と言い表した。娯楽を求めて来ているわけじゃなく、逃げ場所として選んだのがここだったのだ。


    　マガツカミと遭遇したのは、そんなある日のことだった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    「いーち、にぃ、さーん、し──」


    　かくれんぼが始まって、子供たちが散開してゆく。


    　鬼役の声から逃げるように、エイミもまた駆けだした。


    　みな、思い思いの場所に身を潜ひそめる。ゴミ捨て場とは、どこもかしこも格好の隠れ場所である。バスの下や、立て看板の裏、クローゼットの中に収まった子は、仲間に扉を閉めてもらう。


    　エイミは誰も知らない新たな隠れ場所を探して、瓦が礫れきの中を進んでいった。


    　地平線に添って並び立つ電柱が、夕焼けの逆光を受けて佇たたずんでいる。近くの工場で打ち鳴らされる金属音が、コーン、コーンと独りぼっちで歩くエイミの頭上に響いていた。


    　エイミは、電柱の根元に打ち捨てられた冷蔵庫を見つけた。


    　手をかけると、扉は難なく開く。中には何も入っていない。エイミの体一つ分くらい、容易に入るように思われた。


    　ただ、湿った嫌な臭においがする。


    「もういいかい」と遠くから声が聞こえ、躊ちゆう躇ちよしていたエイミは慌てて「まーだだよ」と声を上げた。


    　冷蔵庫の中に入り膝ひざを曲げ、扉を閉めると、中は真っ暗闇に包まれた。


    　遠くに微かすかな金属音が響いているのが聞こえるだけで、外の様子はわからない。


    「……もういいよ」


    　エイミはつぶやいた。一〇秒、二〇秒。待って今度はやや大きめに、声を張る。


    「もういーよっ」


    　暗闇の中、エイミはじっと待ち続けた。


    　しかしいつまで経たっても、冷蔵庫の扉が開けられることはない。いよいよ不安になってきたエイミは、ちょっと外の様子を見てみようと扉を押した。しかし内側から押したその扉は重く、びくともしなかった。


    「え。どうして」


    　どんなに蹴けっても叩たたいても、扉が開くことはなかった。


    　エイミは焦あせり、だんだんと声を大きくしていく。誰か、開けて、わたしを見つけて。


    　狭い空間で膝ひざは伸びきらない。暗闇に包まれた冷蔵庫の中は暑く、汗がふき出してくる。


    　何も見えない。聞こえない。息が、苦しくなってくる。


    「みんな、帰っちゃったの？　誰か！」


    　自分を見つけてくれるものは誰もいない。このまま忘れ去られて、干からびて死ぬのかもしれない。そう考えると胸が詰まった。


    　冷蔵庫になんて隠れるべきじゃなかった。


    　また間違った。懲こりずにまた、失敗してしまった。大おお淀よどの面つら汚よごしだと、祖父は幻滅するだろう。完かん璧ぺきでなくてはならない大淀の女子が、こんなまぬけな死に方をするなんて！


    　エイミは涙をこらえ、唇くちびるを強く噛かんだ。


    　その時だった。


    　ドゥン──。


    　不意に冷蔵庫からモーター音がして、エイミは暗闇を見渡した。首筋辺りに冷風を感じた。徐々に下がってゆく冷蔵庫内の温度に、汗がひいてゆく。


    　ふと、外から足音が聞こえた。瓦が礫れきを踏み分けて、近づいてくる気配。


    　自分を捜さがしに来た誰かだろうか？　しかしそれはどうも違うようだと思い直す。足音はそろりそろりと焦じれったく、まるで辺りを警戒しているようにも感じられる。


    　子供たちでないのなら、こんなゴミ捨て場に誰がいるというのか。わからないが、このまま干からびて死ぬよりは何だってマシだ。エイミは扉を叩たたいた。


    「誰か！　そこの人！　冷蔵庫を開けてくださいませんか！」


    　かくして扉は開かれた。


    「……っ！」


    　エイミは息を呑のんだ。


    　扉の隙間から覗のぞき込む小さな顔は、人間のものではなかった。


    　つるりと丸みを帯びた輪郭に、二つの点を打ったようなつぶらな瞳。ぬめりを帯びた体は夕日を浴びてテカテカしており、顔の中央には、ぶらりと垂れる大きな鼻があった。


    　身長は高くない。せいぜいエイミの腰元くらいである。


    　鼻の下の口が耳元に向かって、上下に裂けてゆく。唇くちびるの両端がゆっくりと吊つり上がって、この奇妙な生き物が笑っているのだと気づいた。


    　──マガツカミだ。


    　その存在は知っていた。


    　昔からこの国に生息し、人に禍わざわいを与える存在。〝マガツカミを見つけたら、すぐに近くの大人に知らせましょう〟。学校でも定期的に教えられる。見てはいけない。触れてはいけない。あれは人を喰くうのだから、と。


    「やっ」


    　冷蔵庫の隙間に鼻を押しつけて、マガツカミは扉を開ききった。


    　エイミは膝ひざを目一杯縮めて、冷蔵庫の奥に背中をつける。しかしいくら身を引いても、狭い冷蔵庫内に逃げ場はない。


    　すんすん、すんすんと鼻を鳴らして近づくマガツカミはすっころび、エイミの膝の上に覆おおい被かぶさってくる。


    「きゃ」


    　大きな鼻をぐりぐり押しつけて、エイミの腹に、ぺたんと倒れた。


    「な、何なの……？」


    　こうして見ると、そのマガツカミは小さな子供のようだった。


    　すんすん、とマガツカミは鼻を鳴らして、エイミの体を嗅かいだ。エイミの首筋を、胸元を、指先を、マガツカミはなぞるように嗅ぎ回った。そして辿たどり着いた先は、ポケットだった。


    「……チーズが、欲しいの？」


    　エイミが手の平に乗せたチーズを、マガツカミは注意深く嗅ぐ。


    　エイミは包みを開けて、チーズを差し出した。つまんだ指先に、マガツカミは鼻を押しつけてくる。カチ、カチと前歯を鳴らしてはいるが、チーズには届いていない。


    「鼻が、邪魔なのね……？」


    　エイミは恐る恐る人差し指を伸ばし、爪の先でぽってりと垂れた鼻を持ち上げた。口は裂けるほど大きいのに、並ぶ前歯は不釣り合いに小さかった。


    　チーズをその口の中へと放った。マガツカミは細かくあごを動かし、にちゃ、にちゃとチーズを噛かむ。


    　やがてごくりと喉のどを鳴らしたマガツカミはエイミを見上げ、ニタァと口の端はを吊つり上げた。


    



    　エイミとマガツカミは、海の見える海岸に腰を下ろした。


    　あれから夕日はすぐに沈んでしまった。寂せき寞ばくの闇夜を、電柱に吊されたカンテラが頼りなく照らしている。


    　スモッグで汚れた夜空に星は見えない。せいぜい一つ二つが弱々しく煌きらめく程度だ。


    　波の音の中にあるゴミの島は、ひっそりと息を潜ひそめているようだった。海を見下ろすと暗がりがどこまでも続いていて、終わりが見えない。


    「夜の海って、冷蔵庫の中と似てるわ。真っ暗で、何も見えないの。こういうの、何て言うのかご存じ？　〝シンエン〟って言うのよ」


    　エイミが大人びたことをつぶやき、隣に座るマガツカミが顔を上げる。


    「シンエンはね、ぜんぶ呑のみ込んじゃうの。どんなに大きな声で叫んでも、手を伸ばしても、ぜんぶぜんぶ呑み込んで、消してしまうの。……怖かったわ。そういう時ってね、誰かが側そばでぎゅっと手を握っててくれなきゃいけないのよ」


    　うつむいたエイミの横顔を、マガツカミはじっと見つめている。


    「……あなた、笑っているの？　本当に怖かったんだから」


    　マガツカミの緩ゆるい顔が、エイミには自分を笑ったように思えたのだ。


    　丸めた膝ひざを抱き締めて、自分に言い聞かせるようにつぶやく。


    「……エイミはもう二度と、冷蔵庫の中には入らないわ」


    　海を挟んだ向こう岸は工場地帯だった。夜も休まず稼働し続ける工場の上空は、今もぼんやりと明るく照らされている。灯あかりの乏しいこちら側が、取り残されているみたいだ。


    　吹き抜ける潮風に、エイミは髪を押さえた。


    「あなたは、ずっとこんなところに住んでいるの？」
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    　尋ねても返事はない。


    　声に反応してエイミを見るが、このマガツカミは、お喋しやべりではないようだ。


    「……あなたも、独りぼっちなのね。寂しくないの？」


    　エイミはチーズを土くれの上に転がした。


    　マガツカミは、待ってましたとばかりに手を伸ばす。


    　包み紙を破こうと奮闘する姿を見ていられず、エイミも一つチーズをつまんだ。そして、キャンディーのように包まれたビニールの両端を引っ張り、解いてみせた。


    「こうよ」


    　マガツカミは、見よう見み真ま似ねで包装を解く。うまくいくと、ニタァと笑ってチーズを口に運ぶ。


    「わたしはエイミ。あなたの名前は？」


    　マガツカミは顔を上げる。つぶらな瞳に厚い唇くちびる。それから、ぷるんと垂れた鼻。まるできょとん、と呆ほうけているようだ。


    「……まあ。お名前さえないなんて。エイミはあなたをどう呼べばよくて？」


    　エイミはマガツカミの返答を想像し、一人だけで会話を続ける。


    「そうね。お鼻がとってもチャーミングだから〝ハナタレさん〟と呼ぶわ」


    　マガツカミは二個目のチーズへと手を伸ばしている。体を動かすたび、ぽよぽよとその鼻は愉快に揺れる。


    「……いいえ、お礼を言うのはエイミのほうよ。だって、ハナタレさんは命の恩人ですもの。チーズだって、好きなだけ食べていいのよ」


    　エイミは抱えた膝ひざの上に頬ほおを重ねた。


    　そうしてぼんやりと、ハナタレの揺れる鼻を見つめる。


    「ハナタレさんは優しいのね。エイミのお友だちは、誰も食べてくれなかったわ」


    　月のない静かな夜に、エイミは一人つぶやいた。


    「……エイミが、間違ってしまったから」


    　カンテラの灯あかりが、ハナタレの影を赤土に映している。


    　聞いているのか、いないのか。放射状に伸びる影はチーズを求めて手を伸ばし続ける。


    「エイミは何でもできるのよ。ピアノなんて、関東大会で二位だったわ。お花も活けられるし、こう見えて空手だって上手なんだから。……けど、それでもまだ、足りないの」


    　大おお淀よどの女子に生まれたからには、それだけでは。


    「大淀の女子はね？　完かん璧ぺきでなくてはいけないの。粗そ相そうをしちゃダメ。ホントはこうやって地ベタに座って、お喋りなんてのもいけないの。わかって？」


    　ピンと人差し指を立て、まるでマガツカミに説教するように言う。日頃自分が、そうされているように。


    「……でもエイミは、そうできないの。みんなの期待に応えられないの。だから捜しに来てくれるお友だちもいないの。……独りぼっちだわ」


    　エイミの声は小さくなる。


    　誰にも言えない秘密を打ち明けるように、そっとマガツカミにささやいた。


    「……きっとエイミは、いないほうがいいのね」


    　すると膝ひざを抱える手の甲に、ひんやりと冷たいものが触れた。エイミは驚いて手を引く。


    　いつの間にか隣に立つハナタレが、エイミの手に触ったのだ。


    「何……？　びっくりした……」


    　戸惑うエイミの隣に、ハナタレはぺたんと座り直す。


    　黙々とチーズをかじるハナタレが、こんなことを言ったような気がした。


    　──そうだ、いい考えがあるよ。


    「いい考え？　何かしら」


    　──僕とお友だちになればいいんだ。


    「あなたと……？　でも、あなた……マガツカミじゃない」


    　──関係ある？　そんなこと。


    　ハナタレは手を止めて、エイミを見上げた。


    　──お友だちになるのに、マガツカミか人間かなんて、関係ある？


    　そうか、とエイミは気づいた。さっきこのマガツカミは、自分の手を握ろうとしてくれたのだ。消えてしまいそうだと弱音を吐いた自分の側そばに、いてくれようとしていたのだ。


    「……ありがと、ハナタレさん」


    　エイミは恐る恐る、手を伸ばした。今度は自分から、ハナタレの冷たい手に触れる。


    「……確かにあなたの言う通り。エイミたちは……お友だちになれる。そうよ。独りぼっち同士だもの。きっといいお友だちになれるわ」


    　このマガツカミもきっと、寂しいのだとエイミは思った。冷蔵庫の中に取り残された自分と同じだ。月のない夜は真っ暗で何も見えない。こんな夜はきっと、誰かに手を握っていてもらわなくては、消えてしまうのだ。


    　エイミはハナタレの小さな手を握りしめた。


    「あなたはもう独りぼっちじゃないのよ。エイミがあなたの手を握っていてあげる」


    　ハナタレは答えない。


    　ただエイミの顔を見返しながら、片手間にチーズを口に放るだけ。


    「……おいしい？」


    　尋ねるとハナタレは鼻を揺らし、「やみぃ」と初めて鳴いてみせた。


    　蒸し暑い夏の夜に触れたハナタレの手は、ひんやりとして心ここ地ちよかった。


    



    　エイミはハナタレにご飯を用意するため、以前よりも増して宝たからノ島を訪れるようになった。


    　しかし頻ひん度どが増えたことによって、その行動は家族の者に知れることとなった。


    　マガツカミの存在は隠せたが、エイミは軟禁状態になってしまった。


    　ドアを強く叩たたいても、声を上げて謝罪しても、厳格な祖父はエイミを解放しなかった。外へ出せばゴミ捨て場へと走る孫娘を、どうして世に放てよう。


    　エイミは焦あせった。


    　このままでは大切な友だちが飢え死にしてしまう。何が何でも宝たからノ島へ行かなくてはいけない。そしてとうとうある雨の夜。食料を入れたバスケットを携たずさえて、エイミは二階の窓から屋敷を抜け出した。


    



    　降り続く雨の中、宝ノ島はより一層ひっそりと静まり返っていた。


    　ぬかるんだゴミの道を、エイミは小走りに進んだ。泥がはねて靴くつを汚した。雨がスカートの裾すそを濡ぬらした。しかしエイミにはもう、そんなことに注意できるほどの余裕はなくなっていた。


    　胸を占めていたのは、早く行ってあげなきゃという使命感である。早く行って、ご飯を食べさせてあげなくては。独りぼっちじゃないよと手を握り、名前を呼んであげなくては。


    「あれ……？」


    　かつてエイミが身を隠した、大きな冷蔵庫がなくなっていた。電柱にぶら下がるカンテラが、冷蔵庫が引き摺ずられた跡を照らしている。


    　わだちのように続くその跡をなぞって、エイミはさらに島の奥へと進んでいった。


    　足元を確認しながら歩くエイミの脳裏に、ふと疑問がよぎった。冷蔵庫は大きく、重たい。体の小さなハナタレでは難しいだろう。ではあれだけのものを、一体誰が引っ張っていったのか……？


    　わふっ、わふっ。雨音に混じる犬の声を聞き、エイミは顔を上げた。


    　打ち捨てられたバスの、開きっぱなしのドアのステップに、やせこけた犬が座っていた。


    「まあ。雨宿りをしているのね」


    　お座りをしてなおエイミの胸ほどもある大きな犬だが、頬ほお肉にくは垂れ、あばらが浮いている。老犬なのかもしれない。過酷な生活が窺うかがえた。


    　エイミが近づくと、老犬はバスケットに興味を示して鼻をひくひくとさせる。


    「お腹なかを空すかせているのかしら？」


    　ハナタレのために持ってきたものだが、弱った犬を放ってはおけない。エイミはバスケットからパンを取り出し、一切れちぎって犬にあげた。


    「エイミも少し、雨宿りさせてもらおうかしら」


    　傘かさをたたんで、老犬の側そばに腰を下ろす。


    「ねえあなた、マガツカミを見なかった？　これくらいの小さな子なんだけど」


    　老犬は答えない。パンを飲み込んだあとに、もっともっととエイミのバスケットへ顔を近づける。鼻をひくひくさせる仕草は、チーズをねだるハナタレと似ていた。


    「あと一つだけよ？　これはハナタレさんのものなんだから」


    　エイミは再びパンをちぎった。


    　その時、ふと異様な臭においが鼻先をかすめた。肉が腐ったような悪臭。こんな刺激の強い臭い、このゴミ捨て場でさえ今まで嗅かいだことがない。


    　臭いは、バス車内から漂ってくる。


    「……ねえ、この臭い、何かしら。あなたご存じ？」


    　エイミは立ち上がり、ステップを上がって車内を覗のぞき込んだ。


    　バスの奥のシートに誰かが横たわっている。しかし暗くて、シルエットしか確認できない。


    「あの。誰か……いらっしゃるの？」


    　躊躇ためらう気持ちはあったが、好奇心が勝まさった。エイミは恐る恐る足を踏み出す。


    　真っ暗なバスの中はひんやりとしていた。濡ぬれた体が僅わずかに震ふるえる。


    　ザーザーと天板を叩たたく雨音が耳に障さわった。


    　触れた座席のシートの余りの冷たさに「きゃ」と手を引っ込める。車内であるハズなのに、シートはびっしょりと濡れている。


    　エイミは目を細め、奥の席の影を見つめる。


    「おやすみになられているのかしら……。ここがあなたのお家、ということはありませんでしょう？　もしそうなら──」


    　ピカッと車窓が瞬またたいて、雷が車内を照らした。


    　その一瞬の間に、エイミは影の正体を見た。


    「……！」


    　エイミが懸命に話しかけていた相手は、シートに寝かされた犬や猫の死体だった。内臓をかじられ、骨を剥むき出しにされた残ざん骸がい。その多くは首の骨を折られ、あちこちがちぎれていた。


    　エイミは、自分がとんでもない場所に立っていることに気づく。


    　つり革からは肉片がぶら下がり、床には猫の頭が転がっている。さっきシートに触れた手は、真っ黒な血で濡れていた。


    　ここはまるで、冷蔵庫の中だ。


    　少し遅れて、空を割るような轟ごう音おんが鳴り響く。


    　エイミは悲鳴を上げて、尻しり餅もちをついた。逃げなくては。早くここから出なくては。と、その時になって初めて、昇降口にいる老犬が激しくと吠ほえていることに気づく。


    　ステップを上がった犬は、車内から外に向かって吠えている。明らかな威い嚇かく。恐怖におののくような、尋常ではない吠え方である。


    　エイミは、巨大な男が車内へ入って来るのを見た。ぐらりと車内が揺れる。


    　エイミは這はいつくばったまま座席の下に身を隠した。席の足の間から様子を覗く。


    　男は腕を伸ばし、吠ほえる老犬を捕まえた。


    　嫌な予感がした。


    　しかし幼いエイミに、あの老犬を助ける術すべなどあるはずがない。


    　きゃうん、と犬の声が、威い嚇かくから悲痛なものへと変わる。巨体は、犬の首と尻しりを掴つかんだ。そしてその両方を引っ張って──ゴキッ。


    　首の骨が折られ、鳴き声がやむ。


    「っ……」


    　エイミは震ふるえる手で口を押さえ、必死に悲鳴を呑のみ込んだ。


    　男は腰を屈かがめ、死んだ老犬の腹部にかじりついた。


    　むちゃ、むちゃと咀そ嚼しやくする音が、車内に響き渡る。


    　エイミはガタガタと震え続ける。自然と歯が打ち鳴らされて、手で強くあごを押さえる。


    　息を殺し、男が出て行くのを待った。


    　しかし食事を終えた男は立ち上がると、バスの奥へ──こちら側へと歩いてくるではないか。


    　男が足を踏み出すたびに、バスはギシギシと揺れ動く。


    　エイミのすぐ目の前に、男の足が踏み下ろされる。引き摺ずられる老犬と目が合った。口元から垂れた舌。意志をなくした剥むき出しの瞳。


    　両手で口を押さえつけたまま、エイミは固く目をつぶり、呼吸さえ止めた。


    　巨体はシートの下に隠れるエイミに気づくことなく、バスの奥へと歩いてゆく。


    　後部座席の手前に、バスケットが落ちていた。エイミが落としたものだ。バスケットをつまみ上げ、男はすんすんと中身を嗅かぎ始めた。


    　その時、再び稲いな光びかりが走った。男の体が照らされる。ヌメヌメとした肌に丸みを帯びたシルエット。顔の真ん中には、ぽたりと垂れる鼻がついていた。


    　体は大きく膨ふくらんでいたが、エイミはこの怪物が、かつての可愛かわいいお友だち──ハナタレさんであると理解した。すんすん、すんすんとバスケットを嗅ぐその仕草には、きちんとあの頃の面影があった。


    　犬を殺す際、首根っこを引っ張ったのは、エイミにチーズの包みの開け方を教えてもらった時の名な残ごりだったのだ。


    「ヤアミィ……」


    　低く、野太い声でハナタレは鳴いた。それから、ニタァと歪いびつな笑みを浮かべる。


    　エイミの隠れる座席下から、開け放たれたバスの出入り口までは一直線。逃げるなら、今しかない。エイミは決意する。ハナタレがバスケットに夢中になっている、今しか──！


    　勇気を振り絞って、座席から這はい出た。


    　決して後ろは振り向かず、震える膝ひざに力を込めて、ただただ真っ直すぐに駆けて、転げ落ちるようにバスのステップを降りる。


    「ヤァァァアミィ……？」


    　背中に、声を聞いたような気がした。


    



    　雷が鳴った。足がもつれ、何度も転びそうになった。そのたびに歯を食い縛って、ただ前へ前へと走った。バスを背に、元来た道を真っ直すぐに。


    　心臓の鼓動で胸が苦しかった。


    　見てはいけない。触れてはいけない。言い聞かされていた決まりごとを、今さらになって思い出す。あれは禍わざわいを振りまくマガツカミ。あれは人を喰くうのだから──。


    　ぬかるみに足を取られ、派手に転んだ。


    　怖おぞ気けを感じて振り返る。ゴミ山とゴミ山の間に生まれた細い泥道。暗い夜道には、カンテラが点々と連なっている。その果ては見えない。


    　闇が、どこまでもどこまでも続いている。月のない夜の海のような。息苦しい冷蔵庫の中のような。途方もない深しん淵えんから、独りぼっちの声を聞く。


    



    　──ヤァァァアミィ……。


    



    「いやっ……」


    　エイミは力を振り絞って立ち上がった。そしてまた、一いつ心しん不ふ乱らんに逃げ続ける。安心などできなかった。振り返れば闇の中。あのマガツカミが、今も自分を追いかけて来ているようで。


    　あの声が、自分を捜しているようで。


    　耳から、離れなかった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　七なの日かの視線を受けながら、エイミは毅き然ぜんとして話し続ける。


    「昨日きのうの夜、父の読んでいた新聞で、宝たからノ島の神隠しのことを知りました」


    　宝ノ島で遊ぶ子供たちが消え始めたのは、エイミが逃げ帰ってからすぐのことだった。そのことが大きく報道されたのは、遺体が発見された昨日である。


    「犬や猫だけじゃ物足りなくなって……ハナタレさんは、子供たちを襲い始めたんだと思います。体がとても、大きくなっていたから」


    「危険も大きくなってることくらいわかるだろ。どうしてまたやって来た？」


    「やめさせなきゃと、思ったから……」


    　エイミはおずおずと答えた。それが無謀なことだと、わかってるような言い方である。自分の小さなこの声が、巨大に成長したマガツカミに届くはずがないと。ついさっき殺されかけたのを、思い出したのかもしれない。


    「あれは〝冷ひやし神がみ〟だ。依より代しろはたぶん、冷蔵庫だな」


    「依り代……？」


    「マガツカミを生み出す代物のことさ。言うなればやつらの正体みたいなもんだ」


    「……ハナタレさんは、冷蔵庫の神さまだったのですね」


    「あんなものに〝さま〟なんてつけるな。冷蔵庫は、テレビや洗濯機と並んで〝三種の神器〟なんて言われて拝おがまれてたしな。神だ、神だなんて崇あがめるから、本当に神が発生しちまうんだ」


    　折を見て立ち上がると、七なの日かは約束通り、自分の目的を伝えた。


    「俺がここに来たのは、この島に巣くうマガツカミを斬きるためだ」


    「……ハナタレさんを、ですよね」


    「ああ。依頼があってな。それが俺の請け負った仕事」


    　エイミもまた立ち上がり、食い下がるように前へ出る。


    「でも話せばきっと、子供たちを襲わなくなります。ちゃんとわかってくれると思う。だってエイミたちはお友だちだったから。あの子まだ、エイミのこと捜してる」


    「片想いだよ。現にさっき襲われてたろ」


    「けどあれは、突然だったから、ハナタレさんもびっくりしたんだと思うし……」


    　エイミは言うが、その言葉尻じりはどんどん弱くなる。


    「だとしても関係ない。俺は〝殺せ〟という依頼を遂すい行こうするだけだ。それにたとえ俺が斬らなくったって、あいつはいずれ退治される運命だよ。マガツカミは人間じゃない。災害を引き起こす猛獣みたいなもんだ。猛獣に裁判や懲役を科すなんて馬ば鹿かげてるだろ」


    　どんなに危険はありませんと説明されたところで、人間は、街を歩く猛獣を放ってはおかない。共存などできない。殺すしかない。


    「わかりました……」


    　エイミは意外にも素直にうなずいた。しかしすぐに顔を上げる。


    「じゃあ、エイミも一緒に行きます！」


    「おいおい、何でそうなるんだよ。邪魔だ。俺はあんたを護まもらないぞ」


    「自分のことは自分で護ります。エイミだって戦えるんですから。ピアノがあるから辞めちゃったけど、小っちゃい頃は空手も少しかじっていたんです。そうだ、型を見て」


    　エイミは去ろうとする七日の前まで回り込み、「ターニャッ！」と正拳突きをしてみせる。


    「……誰だよ、ターニャって。ダメだ。空手が通用する相手じゃねえよ。一人で来たんだから、一人で帰れるな」


    「帰りませんし。……けちんぼ」


    「お前の命をケチってんだ。ありがとうだぞ、そこは」


    　しばらく「帰れ」「嫌だ」の応酬を続けていたが、七日がやれやれと溜ため息いきをつく。


    「クソガキめ。こりゃあの爺じいさんが手を焼くのもわかる」


    「あの爺さん？」


    　エイミが小首を傾かしげたその時、七なの日かがふと、あらぬ方向を見遣る。瞬間、腰元のサーベルを手た繰ぐり寄せ、親指で鍔つばを押し上げた。


    　チィン──。飛んできたナイフを、根元だけ覗のぞかせた刀身で弾いた。


    　先ほど冷ひやし神がみに放った、七日のナイフだ。


    「な、何ですか!?」


    「どいてろ」


    　エイミを下がらせて、七日はサーベルを鞘さやに入れたまま構える。


    　直後、ゴミ山のてっぺんから人影が飛びかかってきた。


    　夕日を背に、どこからか抜き取った標識を槍やりのように振り回す──ラティメリアだ。


    「ナノっ！　よくも……！」


    　頭上に振り下ろされた標識を、七日はサーベルの鞘で受け止める。


    　三角の標識の先端が、七日の眼前で止まった。黄色地に怪物のような顔が描かれている。マガツカミのよく発生する場所に設置される〝マガツカミ注意〟の標識だった。


    「よくも、よくもっ……！　このラティメリアを囮おとりに使ったなっ！」


    「無事で何より。心配してたんだ、すごく」


    「しらじらじらしいっ！」


    「いや、〝じら〟多くね」


    　ラティメリアは豪快に標識を振り回し、七日に迫った。


    　七日はそのすべての太刀筋を、鞘で一つ一つ冷静にいなす。


    「一旦落ち着けよ。パンツ見えてるぞ」


    　ラティメリアの露出度は、ずいぶんと増していた。パーカーはちぎれて吹き飛び、スカートなどすでに穿はいていない。それでもフードだけはきちんと被かぶるという、頭隠して尻しり隠さず状態である。


    「パンツどころじゃないわ！　こっちは何度、首引っこ抜かれそうになったことか。何なのあいつ!?　何で執しつ拗ように首狙ねらってくんの」


    「はは。チーズだと思ったんじゃね」


    「チーズ!?　意味わかんないけど、バカにされてることだけはわかるわ！」


    　足払いが功を奏し、七日がバランスを崩す。瞬時に三角の標識をフック代わりにして、七日の手からサーベルを掻かき落とした。


    「うそ！　やったっ！」


    　思わぬ成果にラティメリアは声を上げた。七日の脅きよう威いの八割はサーベルにあると言っていい。


    　ラティメリアは七日を突き飛ばし、倒れた七日の上に馬乗りとなった。こんなチャンスそうは生まれない。標識を短く持って、七なの日かの首筋に嬉き々きとして突き立てる。


    「くふっ。今日があんたの命日ね！　今度こそあんたを喰くってや──」


    　しかしラティメリアは言葉を切った。七日の手によって、太ももに、ナイフが突き立てられていた。


    「──いだいっ……！」


    　怯ひるんだラティメリアの胸ぐらを掴つかみ、七日は反転した。ラティメリアが下となり、立場もまた逆転する。


    　標識を手放し、両手で顔を覆おおうラティメリアに、もはや攻撃する気概はなかった。


    　七日は立ち上がり、落としたサーベルを回収する。


    　仰あお向むけのまま動かないラティメリアの側そばには、同じようにぐったりと横たわるウミネコがいた。首から伸びる縄は、しっかりとラティメリアの手首に結ばれている。


    「……お前、服は失っても、そのウミネコは頑かたくなに離さないんだな」


    「……大変だったんだから。ウミネコ護まもりながら逃げるの、大変だったんだから……！」


    　ラティメリアは顔を隠したまま、僅わずかに肩を震ふるわせている。


    「……泣くほどかよ」


    「泣いてなんかないわ！」


    　二人の突然の攻防を、エイミはおろおろと不安げに見つめていた。


    「あ、あの、ケンカは、よくないと……」


    「ケンカじゃ──」


    　答えた直後、七日が辺りを警戒する。ラティメリアも口を閉じ、体を起こした。


    　ピリ、と張り詰めた空気が流れていた。辺りがどんどん冷えてゆく。


    　吐息が白く滲にじみ、エイミは二人に遅れて、気温の異常低下に気づいた。


    「……ハナタレさん……？」


    　と、次の瞬間。冷ひやし神がみは、エイミの背後にあるゴミ山を吹き飛ばして登場した。


    　茜あかね色いろの空に瓦が礫れきが舞う。鉄てつ屑くずが、木片が、廃車となった乗用車が宙に浮かぶ中、逆光を浴びて黒ずむ巨体が雄お叫たけびを上げた。


    「オオォォォォォオォオオオッ!!」


    　ラティメリアはバックステップで後ろに跳ね、七日は前へと踏み込んだ。


    「……嗚あ呼あ、うるせえっ」


    　エイミが目を丸くして固まっている。見上げる顔にかかる影。


    　七日はエイミの襟えり首くびを掴んだ。引き寄せた直後、エイミの立っていた位置に乗用車が落下し、破は砕さい音おんを上げてバウンドする。大きく跳ねた車の向こう側で、冷やし神が折れた電信柱を振りかぶっている。


    「……マジかよ」


    　体勢が崩れているため避よけられない。七なの日かはエイミを胸に抱き寄せると同時に、サーベルを盾たてに構える。逆手に握り左腕に添えて、電信柱による打撃に備える。


    　息が詰まるほどの衝撃が、左腕に走った。


    　七日はエイミを抱いたまま、殴り飛ばされる。ラティメリアの頭上を通り越し、ゴミ山の中腹に背を打ちつけた。


    「うはっ！　冷ひやし神がみのくせにやるじゃん」


    　ラティメリアが手を叩たたいて喜んでいた。


    「あいつに一撃食らわせるだけでも見どころあるよ。見直したわ、あんた。そうだ、私と組まない？　二人で協力すれば、あいつを──」


    　ぎゃふん、と話の途中で平手打ちを食らい、ラティメリアもまた、冷やし神によって殴り飛ばされる。


    　七日が左腕に添えたサーベルは、鞘さやに亀き裂れつが入っていた。衝撃を受けた左腕が微かすかに震ふるえている。指先を開閉するだけで、痛烈な刺激が走った。


    「ああ。だりぃ……」


    　胸に抱いたエイミが、目を閉じたまま「うぅ」と唸うなっている。


    　土つち埃ぼこりが散り、視界が開けてゆく。


    　腕を垂らした前傾姿勢が、あのマガツカミの戦闘態勢なのだろう。剥むき出した歯の隙間から吐き出された息が、低下した気温に触れて白く滲にじみ、まるで蒸気のように棚引いていた。


    　ガラガラ、と廃材をどけて、ラティメリアが復活する。


    「……あったまきた。巣なんてもう、知ったこっちゃないわ」


    「ズゥゥウウウウウッ！」


    　冷やし神は息を吸い、胸部を膨ふくらませる。〝凍いてつく息吹いぶき〟だ。


    「ひゃあ、やばい」


    　吹き出される冷風を恐れ、ラティメリアは手近なゴミの山を駆け上がった。その姿を、凍てつく息吹が追いかける。


    　夏の夕日を受けて煌きらめく氷の結晶は見るからに涼しげだが、直撃すれば凍傷は免まぬかれない。逃げ惑うラティメリアの背後で、瓦が礫れきが次々と凍ってゆく。


    　七日から受けた太ももの傷が、ラティメリアの機動力を奪っていた。攻撃に転じることができずにいる。逃げ惑うのに必死なラティメリアに首を引き摺ずられ、ウミネコが鳴いていた。


    「……ん、うう」


    　七日の腕の中でエイミが意識を取り戻した。上体を起こし、護まもられたことに気づいて顔を青くする。


    「ほら見ろ。お前が帰らないから、俺がケガをする」


    「ご、ごめ……」


    　エイミは目に涙を浮かべたが、慌てて堪こらえる。泣きはしない。大おお淀よどの女子であることが、泣くことを許さない。だから我慢して、涙を堪えて、また黙ってしまう。唇くちびるを結んで、眉まゆ根ねを寄せて、顔をくしゃくしゃにして。


    　一体何と戦っているのか。七なの日かは溜ため息いきをついた。


    「お前にはまだあれが、お友だちなんてものに見えるのか」


    　太い腕に、身も凍る咆ほう哮こう。その体は、エイミが逃げ出したあの雨の日よりも、一回り以上大きく成長していた。


    「やああっ。寒いっ！」


    　半裸のラティメリアが、息吹いぶきを避よけながら叫んでいる。


    　冷ひやし神がみが動いた。その手に掴つかんだのは、車体のあちこちがボコボコにへこんだ乗用車だった。一トンもあろうそれを何の苦もなく持ち上げて、跳び回るラティメリアを虫でも潰つぶすように、はたく。


    「ぐふっ！」


    　痛々しい衝突音に、エイミが肩を跳ねさせた。


    　弾かれたラティメリアは地面に叩たたきつけられ、ごろごろと土の上を転がる。縄で繋つながれたウミネコもまた、その隣で力尽きる。


    　エイミは七日の腕から飛び降り、ゴミ山を駆け降りた。


    「ハナタレさん！　待ってっ。もうやめて」


    　必死に声を張り上げて。かつての友に訴える。


    「ごめんなさいっ。もう独りにはさせないから！　だからもう、こんなこと──」


    　そのすぐ目の前で、冷やし神は乗用車を振り下ろし、ラティメリアを潰した。


    　砕け散る乗用車と、舞い上がる粉ふん塵じん。エイミの髪全体が風圧にそよぎ、それからふわりと舞い戻る。余韻があって、悲鳴が上がった。


    「きゃああああっ！」


    　乗用車がどかされたあとには、赤土にめり込んだラティメリアの姿があった。うつぶせに倒れたまま、ぴくりとも動かない。


    　エイミは、冷やし神を睨にらみつける。


    「どうして話を聞いてくれないの？　エイミたちは、お友だちじゃなかったの!?」


    　エイミの声は届かない。冷やし神はラティメリアを見下ろしたまま。さらに追い打ちをかけようと、乗用車を振り上げる。


    　エイミはラティメリアを庇かばうように、その前に立ち両腕を広げた。


    「やめて、もうやめてよ！」


    　冷やし神のつぶらな瞳は、確かにエイミを見つめていた。しかしその表情に、変化はない。


    「嫌いだ！　ハナタレさんなんか、もう大嫌いだっ！」


    　エイミは叫んで、腕に提さげていたバスケットを投げつける。


    　バスケットは冷ひやし神がみの腹でバウンドし、地面に転がった。リンゴやパンやワインなど、エイミが仲直りのために持って来た食料が、赤土の上に散らばる。


    　冷やし神は足元に落ちたバスケットを見て、その体からすればとても小さな一口チーズを、指先につまむ。


    「……ヤァミィ？」


    　くんくん、とチーズの臭においを嗅かいでから、その瞳がもう一度エイミを見つめた。


    「隙あり……！」


    　背後から聞こえた声に、エイミがはっとして振り返る。


    　ラティメリアがエイミのすぐ横を走り抜けて、冷やし神へと突進してゆく。


    「……え？」


    　その姿は、満まん身しん創そう痍いだった。もはやフードもちぎれかけ、髪は激しく乱れていた。肌はすり切れ、いたるところに血が滲にじんでいる。それでもラティメリアは生きていた。


    　冷やし神の股下へスライディングし、背後に回る。それからラティメリアは、冷やし神のぽってりとしたしっぽをぎゅうっと鷲わし掴づかみにし、そして、もぎった。


    「ンアアアアアアアアアッ」


    　咆ほう哮こう、と言うより、悲鳴だった。白い息吹いぶきが夕焼け空に散る。


    　冷やし神は乗用車を振り回し、ラティメリアを押し潰つぶすべく地面に叩たたきつける。


    　ラティメリアは砂さ塵じんの舞う中を逃げ回り、エイミの前に着地した。


    　その背中に、エイミがつぶやく。


    「どうして……あんなにケガしてたのに……？」


    「ん？」


    　振り返ったラティメリアは、八重歯を覗のぞかせ無む邪じや気きに笑った。


    「あんなんじゃ死なない。私は喰くい神だもの」


    「喰い神……？」


    　もぎり取った冷やし神のしっぽを、ラティメリアは大口開けてつまみ上げた。


    「あー、んむっ」としっぽをぺろりと丸呑のみし、ほっぺたへと人差し指を立てる。


    「んふぅー。ヤミ、ヤミッ」


    「ンガアアアアアアアアァァアッ」


    　しっぽを失った冷やし神が、絶叫した。


    　エイミはさらなる気温低下に、ぶるりと身を震ふるわせる。靴くつの底が冷気に触れて、地面に張りついている。足を持ち上げると、パリ、と氷の欠片かけらが跳ねた。


    「え……」


    　辺りが、凍り始めている。しかしこれは、冷やし神によるものではなかった。


    　この気温低下は、冷ひやし神がみの一部を喰くった、ラティメリアの仕し業わざである。


    　どこからか発生した霧が、ラティメリアの全身を覆おおうように渦巻き、その手足、胸元、腰回りに氷を形成してゆく。


    　全身氷漬けとなるラティメリア。目ま映ばゆい光と共にそれらが弾け、砕け散った。斜陽を受けてキラキラと煌きらめく氷の欠片の向こうに、姿を一変させたラティメリアが立っていた。


    　肩を露出したカクテルドレスに、頭を飾る一輪の華。くびれた腰元からボリュームたっぷりに広がるスカートは地面を擦すり、その立ち姿は白銀に輝いている。


    　なびく髪や睫まつ毛げに、白く霜が降りていた。


    　みすぼらしい半裸姿から一転、唇くちびるには紅を引く。


    　喰い神特有の能力〝ドレスアップ〟は、喰った相手の生態や能力を取り込むことができる。


    　ラティメリアは、青みがかった瞳で冷やし神を見つめたまま、七なの日かに向かって声を上げた。


    「ナノっ！　名前をつけさせてあげるわ」


    　七日は適当に名づけた。


    「〝ヒヤメリア〟」


    「……ヒヤメリアっ。悪くないっ」


    　もらった名前の響きを確かめるように繰り返す。


    　吐息を白く滲にじませて、喰い神は笑った。
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    「さあ、反撃開始ね」


    　大きく息を吸い込んだラティメリアは、一気にそれを吐き出した。


    　ラティメリアによる〝凍いてつく息吹いぶき〟だ。


    　──ミシミシ。冷ひやし神がみの体が凍り始め、足を止める。


    　ラティメリアは左手でスカートをたくし上げ、右手には鉄パイプを握った。いかにも凶暴な貴婦人である。鉄パイプを振り回し、動きの鈍くなった冷やし神の腹に、突き刺した。


    「ゴォォォオッォォ……！」


    　ラティメリアのやり方は、いつだって残酷だ。


    　鉄パイプは冷やし神の腹の皮を突き破り、体内の奥深くへと差し込まれる。ラティメリアはパイプの先端に口をつけ、息を吐いた。冷気を直接、冷やし神の体内に。


    　野太い悲鳴が夕空にとどろいた。


    「きししっ」


    　ラティメリアは笑顔を浮かべたまま、鉄パイプを力任せに引き抜く。冷やし神の腹部が外に向かって弾かれ、真っ赤な氷の結晶が飛び散った。


    　鉄パイプの先には赤い氷の塊かたまり。血液なのか、内臓なのか。まるで鉄球のようになったそれをラティメリアは振り回し、冷やし神の額ひたいへと叩たたきつける。


    　──ゴッ。


    　激しい衝突音とともに赤い塊が弾け、夕焼け空に煌きらめいた。


    「……ハナ、タレさん……」


    　七なの日かの側そばで、エイミが膝ひざをついた。


    　冷やし神の一部を喰くうことで氷の属性を得たラティメリアには、気温低下も〝凍てつく息吹〟も通用しない。体中を破壊された冷やし神に、もう勝ち目は見えない。


    　冷やし神もそれを悟ったのか、倒れると同時に腕を地面に突き立て、スタートダッシュの態勢を取った。向かう先は、七日とエイミの並んで立つ方向。


    　巨体に似合わない瞬発力をもって、冷やし神は駆ける。


    「ナノっ！　そっち行った」


    　七日は一歩エイミの前に出て、抜刀した。


    　接触は一瞬。


    　パチン、と鍔つばを鳴らした後に空から落ちてきたのは、すれ違いざまに切り落とされた太い腕。


    　勢いを殺しきれず、冷やし神は自らゴミ山へと突っ込んでゆく。


    「ヤァアミィィイ……」


    　体を起こした冷やし神は鳴いた。切々と何度も鳴いた。呆ぼう然ぜんとするエイミに向かって、残された手を伸ばす。濡ぬれた瞳は、エイミだけを見つめている。


    　エイミは顔を歪ゆがめ、それでも涙を堪こらえながら、じっと冷やし神を見返していた。


    「ヤァアミィ、ヤアミィ……！」


    「終わらせよう」


    　再び柄えへ手を添える七なの日かを、エイミが止めた。


    「ハナタレさんに、もう戦う気はありませんっ……！　もうやめてあげて」


    「ダメだ。あいつはマガツカミだ。何人もの子供を殺した、猛獣だぞ」


    「違うの！　ハナタレさんは、ただ、エイミを捜しているの。エイミがいれば、もう殺すことはなくなる……！」


    「何な故ぜわかる」


    「呼んでるから……！　今でもエイミを、呼んでいるから！」


    「ヤァァァアアアアアアアアアアァアアミィィィイイッ！」


    「……呼んでる？」


    　七日は、崩れ落ちる冷ひやし神がみを見た。


    　腹ばいになってなお、「ヤミー、ヤミー」と鳴き続ける冷やし神を。


    「……〝エイミー〟ってか」


    「ヤミー」という鳴き声を、この少女は、「エイミ」と呼んでいるのだという。冷やし神はずっと、自分の名前を呼んでいるのだと。この島を訪れなくなったエイミを、ずっと捜し続けているのだと。


    「違う」、とエイミの縋すがるような願いを、七日は即座に否定する。


    「それはお前の思い違いだ。ただの願望、信じたいだけ」


    「そんなことありませんっ！」


    「マガツカミを甘く見るなっ！」


    　七日の怒声に、エイミは驚いて唇くちびるを結んだ。


    「……いいか。マガツカミにとって人間ってのは、喰くいもんだ。女、子どもなんてのは飛びきりのご馳ち走そうだぜ。見ろ。あいつはお前を喰いたがってる」


    　冷やし神が体を起こし始めていた。ぐぐ、と前屈かがみになり、懲こりもせず突進してくるつもりである。エイミを七日から、奪うために。


    　七日は冷やし神を牽制したまま、尋ねた。


    「それでもまだ、あんなものを友だちと呼ぶのか？」


    「ハナタレさんは……」


    　微かすかな声を聞く。エイミは確かに、言い切った。


    「……お友だちです」


    「そうかい」七日はサーベルから手を離し、一歩下がった。


    　迫る冷やし神は七日へは目もくれず、残った腕ですくい上げるように、エイミを抱き上げた。そのままゴミ山の向こうへと逃げてゆく。


    「ナノっ!?」


    　冷ひやし神がみをスルーした七なの日かへ、ラティメリアが非難の声を浴びせた。スカートを持ち上げ近づいて来るさまは、どこぞの貴族のようだ。


    　ラティメリアは、人差し指を突きつける。


    「なんで逃がしちゃうのよ。あとちょっとだったのにっ！」


    「ラティメリア。この腕を冷や──」


    「ヒヤメリアなんですけど」


    「……ヒヤメリア。息吹いぶきでこの腕を冷やせ」


    　七日は、腫はれてしまった左腕をラティメリアに差し出す。


    「余計に凍らせようとすんなよ。変な動きしたら速攻斬きるからな」


    「ふん、やだね。それ命令でしょ？　あんたさ、私を冷却スプレーか何かだと──」


    「命令じゃない。〝お願い〟だ」


    　七日は、巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出して見せる。


    「くっ……シネっ」


    　それを見せられると、抵抗できない。


    　ぶつくさ言いながらも、ラティメリアは素直に口をすぼめた。ふぅ、と微かすかな吐息で、七日の腫はれた患部だけを凍らせる。


    「……さて、尾行再開だ」


    　腕が動くのを確認してから、七日は冷やし神の逃げていった方向を見やる。


    　冷やし神の体内からこぼれた赤い結晶が、煌きらめく筋となってゴミ山の向こうへ続いていた。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　そこはまるで、冷蔵庫の墓場のようだった。


    　潮風の吹きつける開けた広場。その中心に幾つもの冷蔵庫が積み重ねられ、山となっていた。


    　銀色の大きな業務用冷蔵庫や、独り暮らし用の小さい冷蔵庫。色や形など様々である。ただしそのどれもが古びていて、歪ゆがんでいた。


    　壊れていたそれらのすべてが今、再び稼働し始めている。


    　──ヴーン──。機械の稼働音は、さながら心音のように鳴り続ける。高く積み上げられた冷蔵庫の塊かたまりは、一つの大きな命のようにそびえ立っていた。


    　夕日を受けて佇たたずむそれは、威圧感のある奇妙なオブジェのようでもあったし、ゴミ山に君臨する王の玉座のようでもあった。山のてっぺんには、西洋の洒落しやれた椅い子すが乗せられている。


    　冷やし神は、冷蔵庫の山を登っていた。片方の目は潰つぶれ、しっぽはちぎれ、体中に傷を負いながらも、一つ残された腕にはしっかりとエイミを抱いている。そのスピードはひどく遅い。足場を確かめながらゆっくりと、てっぺんの椅い子すに向かって登ってゆく。


    　エイミはおとなしく、なすがままに身を任せていた。


    　積まれた営業用冷蔵庫の透明ガラス越しに、また、ちょうつがいの外れた扉の向こうに、エイミは数々の死体を見た。冷凍保存された、神隠しにあった子供たち。


    　赤い服を来た小さな女の子や、エイミにお菓子をねだっていた男の子。誰も彼もが腕や足を曲げたまま硬直し、口は大きく開かれていた。霜の降ふった白い肌に、生の鼓こ動どうは感じられない。


    　てっぺんへ辿たどり着いた冷ひやし神がみは、飾り付けるようにそっと、エイミを椅子に座らせる。椅子に座ったエイミからは、冷やし神を見下ろす形となる。


    「もう……大丈夫だよ、ハナタレさん」


    　エイミはその顔を見つめた。真っ暗な冷蔵庫の中から、助け出してくれたマガツカミ。


    　一年前、消えてしまいそうだった自分の手を握ってくれた小さな神さま。あの日と同じように、エイミはその冷たい指先に触れる。ぎゅっと強く握り締め、自分の存在を訴える。


    「エイミはここにいるよ。ちゃんとハナタレさんの側そばにいる。だからもう、こんなひどいこと、しなくてもいいんだよ……？」


    　涙を堪こらえて、無理やりにエイミは笑った。あの日よりも大きく成長し、より醜みにくい顔をしたこのマガツカミをそれでも、少女はまだ、お友だちと呼ぶ。


    　その笑顔をつぶらな瞳に映して、冷やし神は鳴いた。


    「……エイ、ミィ」


    　ぐにゃりと顔面が歪ゆがみ、口の端を吊り上げて笑う。


    　心の通じた瞬間。二人の友情関係が、歪ながらも実を結んだと思われた次の瞬間──。


    　冷やし神は唇くちびるをすぼめ、大きく息を吸い込んだ。その胸部が、凍いてつく息吹いぶきを吐かんとして膨ふくれあがる。やっと手に入れたご馳ち走そう。エイミを今こそ、氷漬けにするべく──。


    「……え？」


    　エイミは素すっ頓とん狂きような声を上げた。


    　ミシミシ──。空気が凍てつき、急激な気温低下で冷蔵庫がきしみ始める。


    「やっ……やめて、ハナタレさん。やめて……！」


    　エイミの全身へと、息が吹きかけられようとしたその時──。


    「……バカだよねえ、ニンゲンって」


    　エイミの座る椅子の裏で、膝ひざを抱えて姿を隠していたラティメリアが、そんなことをつぶやいた。


    　突如振るわれたサーベルが、冷やし神のうなじへと食い込む。


    　背中へと着地した七なの日かはサーベルを刺したまま刃を寝かせ、首の片側をかっ斬きる。それからまた刃をひるがえし、残った首の半分も薙なぎ払った。


    　太い首は完全に体から離れ、夕焼け空に飛んでゆく。


    　なくなった首の根元から、真っ赤な血ち飛沫しぶきが上がった。


    　冷気に当てられ凍結した赤い結晶が、海風に舞う。


    　やがて力を失った冷ひやし神がみの体は、ずず、と仰あお向むけに倒れゆく。


    　七なの日かはその背中から、山のてっぺんへ一歩踏み出した。


    　巨体は、冷蔵庫の山を転げ落ちてゆく。ずしん、と地が震ふるえ、山が揺れる。


    　冷やし神が死んだことで、冷蔵庫が次々と停止していった。一台、また一台と稼働を止めて、土つち埃ぼこりが落ち着いた頃には、辺りは静寂を取り戻していた。


    　夕空に飛ぶウミネコの群れが、にゃあにゃあと海の上を飛んでいる。


    　エイミの座る玉座からは、沈む夕日に煌きらめく水面が見渡せた。


    　椅い子すの裏で膝ひざを曲げていたラティメリアが、突然「あ」と声を上げ、立ち上がった。


    「ウミネコが逃げてる！」


    　ここへ来た時、山のふもとに繋つないでおいたウミネコが、よちよちと歩いていた。その縄はほどけてしまっている。


    「夕ご飯が逃げちゃうわ！」


    　ラティメリアはスカートを持ち上げ、氷の結晶を散らしながら山を駆け下りていった。


    　七日も山を下りようとエイミを見るが、エイミは呆ぼう然ぜんと椅子に座ったまま、動こうとしない。


    「ほら、な。お前が想像してるほど、この世界は綺き麗れいじゃねえんだ」


    　七日は静かに訴える。だから言ったろう、と。


    　冷やし神はエイミを〝お友だち〟とは見ていなかった。幼い頃に見つけた、しかし逃げられてしまった、とびきりのご馳ち走そうだとでも思っていたのかもしれない。


    　エイミは呆然と海を見つめながら、声をわななかせた。


    「……さっきはわざと、見逃したんですね……」


    「言ってわかんねえんだから、もういっかい襲わせるしかねえだろ」


    「……ひどい人です」


    「いい人だとでも思ったのか」


    　エイミはうつむいた。その指先が、微かすかに震えている。


    「また、間違っちゃった……」


    　手の平を目元に押しつけて、必死に嗚お咽えつを噛かみ殺して、エイミは涙を我慢する。


    「海を見たいなんて、思わなきゃよかった。冷蔵庫なんかに隠れなきゃよかった。お友だちが欲しいなんて、願わなければよかった……！」


    　そうしてまた、独りぼっちで自分を責めるのだ。


    　七日は溜ため息いきをついた。そんな少女の側そばにいるのは、少々、しんどい。


    「いいんじゃねえの、別に」


    　つい言葉が口をつく。


    「人間ってのは間違えるんだ。見ろよ、この国を。戦争に負けてボロボロんなって、散々泣いて何もないとっから立ち上がって、こうしてでっかい街になったんだ」


    　今も工場の稼働音は空に鳴り響く。夕日が沈み、辺りが闇に呑のまれても、工場のある空だけはぼんやりと明かりを灯ともし続ける。


    「泣いちまえ。弱さとか痛みとか人に見せたくないもの全部、ここに捨てていけばいい。お前の涙くらい許してくれるさ。この島はこの国一の、バカでっかいゴミ捨て場だぜ」


    　エイミの潤うるんだ瞳が、夕日を受けて揺れる。


    　七なの日かはその頭に手を触れた。よく撫なでつけられた、上品な髪に。


    「泣いても笑っても、どうしたってお前は大おお淀よど英えい海みだ。歴れつきとした〝大淀の女子〟だよ」


    「……ぐっ、う……ん」


    　ボロボロと大粒の涙をこぼすエイミに、七日は背を向けた。


    　蒸し暑さを取り戻した夏の夜、潮風は肌に心ここ地ちよかった。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　宝たからノ島入り口の広場を駐車場にして、無数のパトカーが回転灯を回していた。眩まぶしく発光する照明に、やかましい発電機の音。まるで祭り会場のような喧けん騒そうである。


    　七日は車を別の場所に停とめてあったが、エイミを送るため、一旦宝ノ島の入り口付近まで戻って来た。ラティメリアは疲れたとぐずりだしたので、後方で待機させてある。


    　赤土の土手の上から、二人は広場を見下ろした。警官隊の集団とはまた別の所に、〝祈き祷とう士し協会〟と書かれたテントが並んでいる。


    　七日は隣に立つエイミに確認した。


    「祈祷士のとこには行くなよ。いろいろ訊きかれて面倒だぞ。俺のこととか」


    「わかりました」


    　エイミは素直に返事をする。冷ひやし神がみが死んでからは、やけにおとなしい。


    「警察のとこへ行くんだ。名前を明かせば、大淀さんの部下たちを呼んでくれるだろう。近くにいるはずだ。爺じいさんだってすぐそこまで来てるかもしれない」


    「どうしてわかるんですか？」


    「俺にマガツカミ退治を依頼したのが、あんたの爺さんだからだ」


    「え？　おじいさまが」


    「昨夜あんたが家にいないことに気づいてから、大淀の爺さんはすぐに俺に連絡したんだ。協会の連中は組織化されてる分、動きが鈍いからな。個人で動く俺の方が速い」


    「じゃあなたは、エイミのことも最初っから知っていたのですか……」


    「ああ。だが受けた依頼は、マガツカミを斬きること。あんたを救い出すことじゃない。救うのは無理だと言ったんだ。マガツカミの元へ向かった子供なんて、普通に考えれば助からない。爺じいさんは頑かたくなに否定してたけどな。えらい取り乱し様だったよ」


    「おじいさまが……」


    「お前はこれからしこたま叱しかられるんだろうが、自分があの爺さんの泣き所だってこと、覚えておくといい」


    「……はい」


    「爺さんに会ったらよろしく言っといてくれ。あとで事務所に報告に寄るよ」


    「ここでお別れですか……？」


    「警察とは、反そりが合わなくてね」


    　踵きびすを返した七なの日かを引き留めるように、エイミは声を上げた。


    「あのっ……。最後に一つだけ、訊きいてもいいですか……？」


    「……？」


    「あの喰くい神がみさまも、マガツカミなんですよね……？　なのにどうして、一緒にいられるんですか。あの方はどうして、人間の味方をしてくれるの？」


    「……あいつは別に、人間の味方をしてるわけじゃねえよ」


    「聞いたことがありますっ。人を喰うはずのマガツカミと、お友だちになった祈き祷とう士しの話──」


    　とある戦場で生まれたお伽とぎ話を、エイミは口にする。


    「その人は戦争でマガツカミと協力して、多くの敵を倒したって。戦争には負けてしまったけど……その人は多くの仲間を助けて、英雄になったって。あなたが、もしかして──」


    「違う」


    　七日は即座に否定する。七日に向けられた眼まな差ざしには、そうであってほしいという願いが込められている。ほんの一握りでもいい。最後までマガツカミとの共存を信じたいという、一いち抹まつの願いが。


    　そんな想いを打ち砕くべく、七日はポケットから山やま吹ぶき色いろの巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出して、エイミの前にぶら下げた。


    「この中には、あいつの依より代しろが入ってる」


    「喰い神さまの、ですか……？」


    「ああ。これを質しちに取って、従わせているんだ。無理やり、な」


    「……あなたは、やっぱり、ひどい人なの？」


    「俺はその英雄を、背中から斬きった祈祷士だよ」


    「……」


    　エイミは一度口をつぐみ、少し考えてから顔を上げた。


    「エイミは、決めました。エイミは、祈祷士になりますっ」


    「……おいおい。何でそうなるんだ」


    「エイミも強くなります。今度はもう、間違わないように……。子どもたちを護まもれるように。ちゃんとマガツカミを倒せるように、祈き祷とう士しになります」


    「お嬢さまが輝かしい未来を捨てて祈祷士になるなんて、修しゆ羅らの道だぜそりゃあ。誰にでもなれるもんじゃない。適正があるんだ」


    「頑張ります。エイミはこう見えて優秀なのです。──ターニャ！」


    　言って正拳突きをしてみせる。


    　そのポーズのまま、エイミは自分に言い聞かせるように、続けた。


    「……大丈夫。だってエイミは今日、いっぱい泣いたから。……たぶん、また泣いちゃいます。けどその分、強くなります。いっぱい泣いて、強くなります」


    　その瞳が、潤うるみ始める。エイミは唇くちびるを強く結んで、洟はなをすすった。


    「……だから。だから、ありがとう。私を助けてくれて、ありがとうございましたっ」


    　エイミは七なの日かに向かって、深々とお辞儀をした。たっぷり二秒頭を垂れて、居住まいを正した時には、少女は過去を毅き然ぜんと語った時のような、お嬢さま然とした佇たたずまいに戻っている。


    「……では、また会う日までっ」


    　背筋を伸ばしてそう言って、エイミは土手を駆け降りた。警察の集つどう駐車場へ走ってゆく。


    　走る後ろ姿を見れば、まるっきり子供だ。しかしあの大人びた仕草を見れば、口振りを見れば、幼いながらに大おお淀よどの女子たろうという努力が窺うかがえる。


    　案外、本当に優秀なのかもしれない。


    　七日は溜ため息いきをつき、小さな背中を見送った。


    



    　　　×　　　×　　　×


    



    　エイミを見送った七日は、来た道を戻る。


    　カンテラの照らす電柱の下で、ラティメリアが声を上げて泣いていた。


    「ぅわぁぁぁああん！」


    　喰くった冷ひやし神がみのしっぽを消化し終えたのか、その格好は見慣れたフード姿に戻っている。


    「……何でお前が泣いてんだよ」


    　ラティメリアは七日に気づき、慌てて両手で顔を覆おおい声を殺した。


    「……泣いてませんけど」


    「今めちゃくちゃ泣いてただろうが」


    　へたり込むラティメリアの膝ひざの前には、目を閉じたウミネコがぐったりと項うな垂だれていた。


    「うぅ……。ウミネコが、死んじゃったあ……」


    　気を緩ゆるませたら涙が出てくるのか、ラティメリアはしゃっくりを我慢しているような、細い声で言う。


    「振り回しすぎだよ。今まで生きてたのが不思議なくらいだ。ってか、何で泣いてんだ。どうせ食べるんだろ？　それ」


    「食べるけど……それじゃあ私は、一体何のために頑張って護まもっていたのか……」


    「……護ってたんだな、あれで」


    　二人は、車を停とめてある駐車場に向かって歩きだした。


    　前を行く七なの日かから少し距離を空あけて、ラティメリアが死んだウミネコを抱き、とぼとぼととついて歩く。


    　七日は手持ち無ぶ沙さ汰たに煙草たばこをくわえたが、マッチを擦すろうとして手を止めた。


    　──ああそういや、約束してたか。


    　吸わないと約束した煙草を、たとえば隠れてでも吸おうものなら、ラティメリアが七日の目を盗んで人を喰くった時、責められなくなる。


    　七日は深い溜ため息いきをついた。


    　マガツカミにとって、人間は喰いものだ。


    　そして人間にとって、マガツカミとは禍わざわいである。


    　それは揺るぎない現実。〝お友だち〟などという可愛かわいらしい言葉で覆おおい隠せるものではない。


    　ラティメリアが煙草を許さないのは、何も七日の健康を気遣っているわけではなかった。いつか喰う予定の七日の体が毒されないように、味が落ちないようにするためだ。


    　後ろをついて歩く喰い神がみは、いつだってこの人間を喰いたがっている。


    　ぼんやり灯ともる月明かりの下、七日は喰い神を引き連れて、瓦が礫れきばかりの道を行く。繋つながれているのはどちらのほうか。


    　煙草は袋ごとくしゃくしゃに丸め、ゴミの島に放り捨てた。
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    　ちりん。生なま温ぬるい夏の夜風に風ふう鈴りんが鳴った。蚊取り線香の煙が揺れる。


    　都心からだいぶ離れた農村。その外れに、七なの日かとラティメリアの住む日本家屋は建っていた。戦後長らく荒あばら屋やであったのを七日が買い取ったもので、小高い丘の上にあるこの屋敷は、集落から孤立していた。


    　ただし七日はそれを気に入っている。長い砂じや利りの坂道を上らなくては辿たどり着けないこの屋敷の周りに、雑多な喧けん騒そうや難なん儀ぎな人付き合いなどはない。


    　夜のしじまに虫の声。木々に囲まれた屋敷は、ひっそりとしている。


    　七日は浴衣ゆかたのまま縁側に近い自室の柱に背をもたれ、うたた寝をしていた。


    　電気をつけたまま。だらりと垂れた手からは文庫本がこぼれ落ちている。


    　ラティメリアはその真上──天井裏にいた。


    　──くくく……。さすがに自分の部屋じゃ隙だらけね、ナノ。


    　天井に空いた覗のぞき穴から七日の姿を見下ろし、ラティメリアは歪いびつな笑みを浮かべる。今までにも寝込みを襲ったことは何度もあったが、襖ふすまを開けたり、床が軋きしんだり、ほんのわずかな音を立てただけで、七日は気づいて目を覚ましてしまう。


    　ラティメリアはそのたび、サーベルで斬きられてきた。


    　サーベルは今も七日の側そばにあるが、不意に真上から落下してくる刺客に対して、どのような抵抗ができようか。落下の速度は、剣を抜く速さを凌りよう駕がする。


    　準備は万全だった。しかも今日の〝武器〟は、趣向を凝こらしている。


    　並の刃物では敵かなわなかった。武器の使用に関しては、向こうが一枚上うわ手て。多くの場合七日に奪われ、逆に使用されてしまう。だから今回の武器は奪われ難いもの。


    　やかんだ。中にたっぷりと熱湯が入っているため、取っ手以外に掴つかむ所はない。まずは奇襲で一撃食らわせる。その隙にサーベルを遠くへやる。丸腰となった七日ならば、充分に勝算はある。


    　息を殺して天井の板を外し、ラティメリアがひょっこり顔を出す。


    　やかんを構えて、七日の頭上に飛び降りた。


    「茹ゆだって死ねっ……！」


    　しかし七日はその一瞬のうちに、目を覚ました。


    「はっ……!?」


    　振り下ろされたやかんは避よけられ、柱にぶつかって熱湯を散らす。


    「……あっつ！」


    「あちっ……！」


    　飛び散った飛沫しぶきに、二人とも顔をしかめる。


    　七日は側に寝かせていたサーベルへと手を伸ばした。しかし不意を突いたラティメリアのほうが、立ち直りは早い。


    「させるか！　そりゃっ」


    　足で踏んだサーベルを、七なの日かの手の届かないところへと滑らせる。


    「ちっ……」


    　立ち上がろうとした七日の頭上に、やかんを今一度振り降ろした。


    　七日はラティメリアの手首を受け止め、熱湯による強襲を防ぐ。


    「いやいや、何でやかん!?」


    「ただのやかんじゃないわ。たっぷりの熱湯入りなんだからっ……！」


    　ラティメリアは手首を捻ひねり、ぐぐ、と差し口を傾けてゆく。


    「もうこれ、ただの嫌がらせだろ……！」


    　こぼれた熱湯を体を捻ってよけ、七日は立ち上がりざま蹴けりを放った。


    　後ろに飛んで蹴しゆう撃げきを避さけたラティメリアは、着地と同時にやかんを投とう擲てきする。


    「食らえっ！　どこ触っても熱いやかんだ、受け止めることなんて──」


    　七日は前に出て、やかんの取っ手を指先に引っ掛け、意図も簡単に受け止めた。


    「なっ──!?」


    　そのままラティメリアに向かって、足蹴りを繰り出す。


    「ぐふ」と腹に衝撃を受けたラティメリアは縁側の外へと飛ばされ、地面の上に転がった。


    　縁側まで出た七日は、やかんの取っ手を軸にくるくる回し、その勢いを殺していた。
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    「お前にできるか？」


    　言って七なの日かはやかんを放る。


    「舐なめてんのっ？　あんたにできて私にできないことなんて……！」


    　やかんの取っ手をじっと凝視し、ラティメリアは受け止めるタイミングを計る。と、回転するやかんに、投とう擲てきされたナイフが突き刺さった。


    「へ……？」


    　空いた穴から熱湯がこぼれ、ラティメリアの頭上に降り注ぐ。


    「きゃああああっ、熱ッ、あっづうぅういっ」


    「茹ゆだって死ね、バカたれ」


    「卑ひ怯きようだわ！　あんたっていつもそう！　卑怯っ」


    「寝込みを襲う奴の台詞せりふかよ……。お前、朝飯抜きだからな」


    　月明かりの下で喚わめき散らすラティメリアへ言い捨てて、踵きびすを返した七日は部屋に入り、ぴしゃんと障子を閉め切った。


    



    　　　×　　　×　　　


    



    　ラティメリアが暗殺を仕掛けるたびに、七日は食事を作らなくなる。〝返り討ちに遭う〟のとセットで負わなくてはならないリスクである。


    　朝食のない朝を迎え、ラティメリアは台所のテーブルに頬ほおを押しつけていた。


    　乱れた髪に、下はパンツ一丁のまま。大きめのＴシャツをスカート代わりにした、寝間着姿である。猫のイラストプリントがされたＴシャツはお気に入りのものだったが、だからと言って、ラティメリアの空腹が満たされることはない。


    「はあ……。喰くい神がみが朝食抜きだなんてさ、じゃあ私は一体何神なのって感じじゃない？　ねえ、ウミネコ」


    　空腹に耐えながら小鉢にスプーンを突っ込み、緩かん慢まんにかき混ぜる。ただしこれは自身のものではなかった。テーブルで丸くなる、ウミネコのものである。


    　包帯の巻かれたウミネコは、「みゃう……」と力なく答えた。ラティメリアが食べるために捕まえた、猫のように鳴く鳥だ。


    　一度死んだはずだったこのウミネコ。その実、〝ドレスアップ〟したラティメリアの冷気に当たり凍っただけの仮死状態だったようで、七日がいざ捌さばこうとまな板の上に寝かした途端、息を吹き返したのだ。


    　生き返ったのだから新鮮だ、とラティメリアは大いに喜び、「早く殺して！」と七日に調理を促した。しかし再び包丁が振り上げられたその時、今度は「ちょっと待って!?」と叫んだのだった。


    「……よく考えたら、これ今までずっと死んでたんだよね？　それって本当に新鮮なの？」


    「死んでたんだから、死にたて、じゃないか……？　知らんけど」


    　せっかく生き返ったのだから最高の状態で食べたい。ラティメリアは散々迷った挙げ句、きちんと新鮮な状態になるまで、看護することにしたのだ。


    　ウミネコはまだ飛べない。羽には深い傷があり、立つことさえままならない。首は、手作りの襟えり巻まきで固定されているような有様だった。


    　ラティメリアは献身的に、ウミネコの口元へスプーンを運ぶ。想像する未来は羽を広げて飛び回るウミネコの姿ではなく、皿の上で丸焼きになった香ばしい姿ではあったが。


    「丸々太って美お味いしくなるのよ？　ウミネコ」


    　ウミネコの小さな額ひたいを、指先でつつく。


    「ウミネコ、って呼ぶのも何か可愛かわいくないね……。名前つけたげたほうがいいかな」


    　しかしラティメリアは、誰かに名前をつけたことなど一度もなかった。一体どうやって名付ければいいのだろうか。もぐもぐとクチバシを動かすウミネコを見つめて考える。


    　ぐう、とお腹なかが鳴った。


    「……そんなに美味しいの？　これ」


    　ラティメリアは、七なの日かに用意させた小鉢を見下ろす。粟あわと稗ひえをすり潰つぶした、いかにも不ま味ずそうなエサではあるが、ウミネコはあまりによく食べる。


    　そっとスプーンを自分の口へ運ぶラティメリア。しかしすぐに、ぷっと吐き出した。


    「何これ、まずっ！　ダメよ、ウミネコ。あんたはちゃんと美味しいもの食べなきゃ。ゆくゆくは私が食べるんだから」


    　ラティメリアは席を立ち、冷蔵庫を開けた。


    　先ほど確認した時と同じで、野菜はあるが、肉や魚などはない。


    「ウミネコ、キャベツ食べるー……？」


    　ラティメリアは、野菜が好きではなかった。しかし鳥は好きかもしれない。あのような不味いエサを食べさせるくらいなら、キャベツを食べさせたほうが美う味まくなりそうではある。


    　半分に切られたキャベツを取り出すラティメリア。直後に「おひょ」と声を上げた。冷蔵庫の奥に、プリンを見つけたのだ。


    　手の平に納まるほどの小さなプリン。目の高さまで持ち上げて、矯ためつ眇すがめつ観察する。


    　フタに、『濃厚カラメルプリン』と書かれていた。ガラス製の容器に黄みがかった滑らかなボディ。てっぺんに敷かれたカラメルソースが光沢を放ち、その色はいかにも甘そうである。


    「……あいつ、隠れて食っていやがったな」


    　自然とにやにや頬ほおが緩ゆるむ。見るからに気品のあるプリンである。きっと高価な品に違いない。しかし喰くい神がみに見つかってしまったからには、食べられる運命にあるのだ。


    　フタのはじを指先でつまんだその時、ふと、脳裏にサーベルの白刃が過よぎった。


    　もしも勝手に食べたことがバレたなら、果たしてどんな仕打ちが待っているか……。


    「……うぅ。喰くい神がみが食うのを我慢するの？　それって自己否定じゃない……？　これは哲学の問題だわ」


    　くうくう鳴るお腹なかをさすり、ラティメリアはつぶやく。いっそひどい仕打ちを覚悟して食べてしまおうか。このプリン、果たしてそこまでして食べる価値があるものか。美お味いしくなかった場合、やられ損になってはしまわないか。


    「あんまぁい！」


    　悩みながら食べていた。


    「はっ」とラティメリアは我に返る。恐るべし濃厚カラメルプリン。舌の上でとろけるプリンの甘さは奥ゆかしく、慎つつましいのに、そこにほろ苦カラメルソースを絡めると、一気にゴージャスで濃厚な甘さへと変へん貌ぼうする。


    「はあんっ。あんまあいっ」


    　ラティメリアは、こぼれ落ちそうな頬ほおに手を添える。それからもスプーンを動かし続けた。最後の少し大きめの一ひと欠片かけらを、底に溜たまったカラメルソースごといただくことにする。カップを持ち上げ、口を大きく開けたと同時に、ガラッと台所の扉も開いた。


    「仕事だ、ラティメリア」


    「あ」


    　ぷるりん、とプリンがラティメリアの口内に落ちる。七なの日かの顔を見つめたまま、最後まで濃厚な甘味を堪能し、ラティメリアは空からになった容器を捨てた。


    「……ふう。はい、いいよ」


    　さあ来いとばかりに両手を広げるラティメリア。


    「依より代しろぐりぐりでも、剣突き刺しでもさ、すれば？　ま、今日は自由にさせてあげるわ」


    「……」


    　七日は黙ったまま、そっとサーベルの柄えに手を添えた。ラティメリアは気づく。その視線が、テーブルの上に落ちている。テーブルの上で丸くなっている、ウミネコに。


    　サーベルが抜かれたと同時に、ラティメリアは床を蹴けった。


    「きゃあ！　待ってウミネコ!?」


    　白刃が触れる間一髪でウミネコを抱き上げ、抗議するラティメリア。


    「ウミネコを食べる気？　それはダメよ、あまりに非道だわ！」


    「黙れ。お前は俺の大切なものを食べたんだ。俺もお前の大切なものを食べる」


    　七日は山やま吹ぶき色いろの巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出し、キュッとつまんだ。


    「ひやぁああっ」


    　ラティメリアは悶もだえ、膝ひざから崩れ落ちる。


    　きょとんとしたウミネコを廊下へと滑らせ、必死になって逃がすラティメリア。


    　ウミネコを追って廊下へと出た七なの日かの足首を掴つかむ。


    「ごめんなさい、反省してます。もうプリン食べないからあ！　うわぁぁあん」


    　柄えの先端でラティメリアの頭をゴツゴツ殴りながら、七日は言い捨てた。


    「お前、昼飯も抜きだからな」


    



    　このままでは飢え死にしてしまう。命の危険を感じたラティメリアは、最後の手段に打って出た。こっそりと、七日の部屋の襖ふすまを開ける。


    　甘い物好きのあの男が、引き出しにおやつ箱を隠し持っていることを、ラティメリアは知っている。底の深い桐きり箱ばこには、チョコレートやキャンディーなどの菓子類が収められていた。


    「おひょっ」


    　しかしバレるのを恐れ、盗み出すのは、比較的数の把握し難い棒付きキャンディーロリポップ四本にとどめておく。さっそく一本を口に含み、頬ほおを膨ふくらませたまま溜ため息いきをついた。


    「はぁ……」


    　喰くい神がみともあろう自分が、人目を忍んで盗み食いとは。


    　ロリポップを舐なめるだけでは、腹は膨れない。今回の仕事でマガツカミでも喰えばいいか、とラティメリアはロリポップを噛かみ砕いた。


    



    　　　×　　　×　　　


    



    　──こいつ、喰うなら今じゃないかしら。


    　ラティメリアは車の後部座席に寝転びながら、運転席の七日を睨にらみつける。後ろからその喉のど元もとを切り裂いてしまえばいい。しかし、朝昼とご飯を食べていない状態で、果たして勝てるだろうか。何より、次失敗すれば、最悪夕食も抜きになる。


    　──夕ご飯作らせたあとに殺すべきか……。ああ……ハンバーガー食べたいな……。


    　だらだらと、逆さになった窓の外を見上げる。電信柱がビュンビュン後ろに流れてゆく。


    　街に出ると空は濁る。吐き出され続けるスモッグのせいだと、かつて七日は言った。七日が子供の頃は、この国の空はもっと高く、広かったのだと。


    　工場ばかりの風景に飽きて、ラティメリアは深くフードを被かぶった。


    「ねえナノ。相談に乗せてあげてもいいけど」


    「ほう。相談を持ちかけるほうが上からなんだな」


    　七日は、前を向いたまま答えた。


    「ウミネコの名前、何がいいと思う？」


    「名前？　食べるんじゃなかったのか？」


    「もちろん食べるわ」


    「食べるんならいらないだろう」


    「いるし。それまでの間どう呼べばいいのか、わかんないんだもん」


    　最近のラティメリアは、ウミネコのことばかり考えている。仕事へ向かう最中の今でさえも、家で留守番をしているウミネコのことを気にしてしまう。


    「うーん……。名前つけるのって難しいんだよね。つけたことないから」


    　組んだ足をぶらぶらと揺らし、ラティメリアは唸うなった。


    　今朝からずっと考えてはいるが、これといったものが思い浮かばない。


    「今んとこ一番有力なのが〝鳥ちゃん〟なの。でもそれじゃウミネコ、って呼ぶのとあんま変わんないじゃない？」


    「適当でいいだろ。どんな名前だって、呼び続ければ馴な染じむもんだ」


    「ホント？　〝くたばれナノカ〟とかでも？」


    「馴染んでたまるかそんなもの。追い出すからな、そんな鳥」


    「ええ……？　じゃあもうわかんないんだけど」


    「お前の引き出しには悪口しか入ってねえのか。好きなものならいっぱいあるだろ。食べ物とか料理とか」


    「食べ物でもいいの？　うーん……」


    　それであれば逆に、たくさんありすぎて困る。両手の指では数え切れない。


    「じゃ……〝サキちゃん〟にしようかな」


    「それ食べ物じゃなくね。食うんだったら食べ物の名前がいいと思うぞ。情が移る」


    「苗みよう字じがテバなの」


    「おお。食べる気満々だったな……」


    「サキちゃん。ねぇ、変じゃない？　どう思う？」


    　体を起こしたラティメリアは、フロントガラス越しに見える風景に驚いた。


    　車はさっきまで工場地帯を走っていたはずなのに、いつの間にか見慣れない街並みが広がっている。


    　とんがり帽子の三角屋根が、まっすぐ延びた道路の両脇に並んでいた。レンガ作りの背の高い屋敷には、窓ガラスがいくつも嵌はめ込まれている。どれもこれもが、ラティメリアの住む村では見たこともない形をしていた。


    　並木道には、木こ漏もれ日が落ちてる。ゆったりと流れる時間の中で、妊婦とベビーカーを押す婦人が談笑をしていた。ラティメリアにとっては、街並み以上に不思議な光景だった。彼女たちは肌が白く、木漏れ日に輝く髪の色は金であったからだ。


    　後部座席の窓に額ひたいをつけて、ラティメリアが困惑する。


    「ナノ！　ここどこ？　外国!?」


    「車で海が越えられるかよ。外国人の多く住む高級住宅街だ」


    　七なの日かは説明した。欧州をモデルとしたこの瀟しよう洒しやな町には、外資系企業の役員や、大使館で働く外交官などが多く住んでいる。車窓から町並みを眺めれば、日本人たちに混じって、ちらほらと異人の姿を見かけることができた。


    「ナノ、変な鳥がいるわ」


    　とんがり屋根のてっぺんで、鶏の形をした飾りが風に揺れている。


    「風かざ見み鶏どりだな。風向きを見るためのものだ。あと、悪魔祓ばらいの意味もある」


    「悪魔祓い……？　それ、マガツカミにも効果あるの？」


    「あれ見てどうだ。苦しいか？」


    「全然。ちょっと欲しいくらいだわ」


    「じゃ効かないんだろう」


    　ラティメリアは、後ろに流れてゆく鶏を目で追いかけながら尋ねた。


    「今日の仕事はここで？」


    「この町にある屋敷で、だ。マガツカミが棲すみ着いてるかもしれないんだと」


    「かも、なの？」


    「かも、だな。歌が聞こえるそうだ。売り家となって誰もいなくなったはずのその屋敷から」


    　ラティメリアは小首を傾かしげる。


    「歌？　それ、幽霊じゃないの？」


    「まあ、近所じゃ有名な幽霊屋敷らしい。その歌を聞くと死ぬんだとさ」


    「ええ……。幽霊なら、喰くえないじゃん」


    　シートに背を預け、ラティメリアは眉まゆ根ねを寄せた。喰えないのなら、空腹は満たせない。


    「実際、この町には自殺者が多い。屋敷から聞こえる陰いん鬱うつな歌のせいだって噂うわさもある。歌に生気を奪われ、あまりの悲しさに、自ら首を吊つるんだそうだ」


    　対向車線を走る霊れい柩きゆう車しやと擦すれ違う。


    　ラティメリアは、走り去る霊柩車の荘厳な飾りを目で追いながら尋ねた。


    「……何その歌。死にたくなるくらいオンチなの？」


    「オンチかどうかは知らんが、幽霊じゃないと思うぞ。マガツカミの仕し業わざだよ」


    「何でわかんのさ。自殺なんだったら、喰われてるわけじゃないんでしょ？」


    「人間にこんなに迷惑かけてるんだ。マガツカミだろ」


    「ひどい決めつけだわ！」


    　前方に問題の屋敷が見えてきた。大きな家々の並ぶこの町でも、ひときわ大きなとんがり屋根の棟が二つ並んでいる。反そり返る屋根は夜空のような色をしていた。壁一面に張りついた蔦つた、手入れのされていない庭、確かに一見して幽霊屋敷である。この綺き麗れいな町では、余計に目立ってしまっている。


    「見てるだけでテンション下がる家ね……」


    　門の前には献花台があり、缶ジュースやスナック菓子、花束などが大量に置かれてある。


    「ナノ。あれ何？」


    「ここに住んでた家族への供く物もつだろう」


    「死んだの？　家族」


    「ああ。夫婦と娘、それから家政婦な。殺されたんだと」


    「……へえ……」


    　びっしり蔦つたに覆おおわれた二階の窓で、影が揺れた気がした。ラティメリアは顔を上げる。


    　誰も住んでいないはずの屋敷の窓辺から、女の子がこちらを見下ろしていた。


    



    　　　×　　　×　　　


    



    「あれは幽霊だったわ。今回私意味ないね。喰くえないもの。車で待っていよっかな」


    「怖いのか、お前」


    「は？　怖いわけないでしょ？　私を誰だと思ってるの？　喰い神がみよ？　喰い神は何でも喰っちゃうのよ？」


    「幽霊以外はな」


    「じゃどうして連れて来たのさ！」


    「幽霊じゃないと思うからだ。人間ってのはな、ラティメリア。実はそう簡単には死なない。聞こえてくる歌に心揺れたりしないし、ましてやその歌が原因で自殺するなどありえない。ありえないことが実際に起こってるんだとしたら、それはマガツカミによる怪異現象だ。まあ、幽霊なら幽霊で楽なんだけどな。祓はらえばいいんだから」


    　七なの日かは、屋敷の側そばに停とまっていた黒塗りの車のところへ歩いてゆく。待ち合わせをしている、今回の依頼主の乗っている車である。ラティメリアは、渋々七日のあとに続く。


    　車のドアが開き、ずんぐりむっくりとした中年の男性が出てきた。降りてすぐに扇せん子すを開き、酸っぱいものでも食べたかのように顔をしかめる。


    「いや、暑いな、外は」


    　緑の柄シャツに日に焼けたその姿は、水辺に生息するゲンゴロウを思わせた。ならば次いで登場したスーツ姿の男は、アメンボである。ひょろりと長く、手足も長い。


    　ゲンゴロウは扇子をパタパタと扇あおぎ、七日へと近づいてきた。


    「じゃ元・祈き祷とう士しのセンセ。ちゃちゃっと駆除してくれよ。こんなアメリカかぶれした町は、どうも好きになれん」


    　七日は軽く会釈して答える。


    「どちらかと言うとヨーロッパ風ですけどね」


    「どっちだっていいんだよ！　大事なのは、この土地は儲もうかるってこった。こんなおんぼろ屋敷さっさと取り壊して、もっと金の回せる施設を作らなきゃならん」


    「では、祈き祷とう士しさま。よろしくお願いします」


    　アメンボが作り笑顔を浮かべ、七なの日かに鍵を渡す。


    「ただ先にお話しした通り、あのお屋敷はまだ私たちのものではありませんから……」


    「不法侵入になりますね。承知しています」


    　この二人は、売り家である屋敷を買い取ろうとしていた。しかしどういうわけか、屋敷の幽霊を庇かばって、ある団体が対抗馬として名乗りを上げたのだ。二組は、屋敷を巡って競り合っていた。だからゲンゴロウは、その団体が屋敷を守る理由をなくすべく、幽霊退治を依頼したのだ。秘密裏に、どこにも属さないもぐりの祈祷士を使って。


    　ゲンゴロウはたたんだ扇せん子すで、乱暴に七日を差した。


    「しっかり退治してくれよ、元・祈祷士のセンセ。マガツカミってのはホント！　害虫みたいなもんだよなあ。いや、人喰くうだけ、害虫よりたち悪いか」


    　ムッとラティメリアが唇くちびるを結び、前へ出る。それを諫いさめるように、七日が手を横に出した。


    　と、その時。屋敷から歌が流れてきて、ゲンゴロウは息を呑のむ。


    　アカペラの、スローなテンポのひっそりとした歌だった。若い女の声。物悲しく、おどろおどろしく、屋敷に入ってくるなと歌っているようだ。ラティメリアは窓際を見上げる。先ほど見た女の子はいないが、歌はあの部屋から聞こえてくる。


    　七日がぽつりと、歌への感想を述べた。


    「結構はっきり聞こえるもんだな」


    「……いけねっ、やべやべっ、死ぬわっ」


    　ゲンゴロウが耳を塞ふさいで、車内へと避難していく。


    　アメンボもまた青ざめ、早口となっている。


    「ではよろしくお願いします。我々は近くで待機しておりますから」


    「はいはい」


    　いそいそと車へ駆けていくアメンボ。黒光りする高級車は排気ガスを巻き散らし、逃げるように去っていった。


    「……不ま味ずそうな人間たちだね」


    「悪徳不動産のお偉いさんだ。金は持ってる。払いはいいぞ」


    　七日は言い捨てて、歌の流れる屋敷へと歩いていった。


    



    　二人は門もん扉ぴを潜くぐった先の階段を上っていく。


    　響き続ける歌声は、不気味な洋館によく馴な染じむ。


    　塀へいを取り囲む樹木が日の光を遮さえぎり、地面の草木は無造作に生い茂っていた。中庭に置かれたモザイク柄のガーデンテーブルには、家の壁と同じように、蔦つたが絡まっている。


    　ブランコのぶら下がる枝の先で、カラスが一声、カアと鳴いた。


    　七なの日かが玄関の鍵を開け、中に入る。こもった熱気と、古めかしい家の臭においにラティメリアは顔をしかめる。歌声は、一層大きく聞こえた。


    　玄関を抜けた先には、洋館らしいだだっ広いフロアがあった。見上げればシャンデリア。一角にはソファーが並べてあり、壁にはレンガの暖炉が組み込まれている。


    　暖炉の側そばには、鹿の剥はく製せいが飾られてあった。


    「ねえナノ。あの鹿、頭だけ壁を貫通してるわ。お尻しりの部分は隣の部屋？　あの高さじゃ、すごい体勢になってるんじゃ……」


    「尻なんてねえよ。首だけ斬きられて飾られてるんだ。立派なツノを持ったばかりにな」


    「え、あれ首だけなの？　へえ」


    　どこか物もの憂うげな表情の鹿のアゴを、ラティメリアは背伸びして撫なでる。


    「綺き麗れいな首だけ切り取って飾るなんて。花みたいなことするのね。鹿なのに」


    「金持ちにとっちゃ同じなんだろう」


    　鹿の視線を追って振り返ると、全身を映せるような大きな姿見があった。ラティメリアの頭上に、鹿の姿も映っている。


    「首だけになった自分の姿をずっと見せられ続けてるの？　人間って残酷だわ」


    「弱者から見ればどんな世界だって残酷に映るさ。逆に鹿のほうが強ければ、首だけ斬られて飾られてんのは、人間のほうだよ。そんなもんだ」


    「飾らないわ。人間の首なんて綺麗じゃないもの」


    「……そりゃそうか」


    　七日は歌声の主を捜し、階段を上がっていく。ラティメリアもあとに続いた。壁に沿った階段から、フロア全体が見渡せた。


    　絨じゆう毯たんの敷かれたそのフロアは、どこを歩いても静かだった。広すぎる空間が音をすべて呑のみ込み、ひっそりと静まり返っている。


    　この家全体が、聞こえてくる悲しい歌に耳を澄ませているかのようだ。


    「ねえ、ナノ。この歌、英語？　何て歌ってるの？」


    「仏フランス語だろうな。聞き取れる限りじゃ〝早く日曜日になればいいのに〟……そう嘆いてる」


    「日曜日？　どうして？」


    　七日は聞こえてくる歌に合わせ、ぽつりぽつりと訳して聞かせた。


    「〝早く日曜日になればいいのに〟〝あの子が私と遊んでくれる〟〝追いかけっこをして。お花を摘んで。一緒に並んで歌を歌って〟」


    〝お昼寝から目を覚ますたび、お日さまに尋ねるの。今日は日曜日？〟


    〝お昼寝から目を覚ますたび、がっかりする〟〝日曜日はまだ遠い〟


    　待ちに待った日曜日が訪れると、歌い手は〝あの子〟と仲良く遊ぶ。しかしその日が終わるとまた、日曜日はまだか、とさめざめ歌う。


    「〝早く日曜日になればいいのに。あの子が私の名前を忘れてしまう前に〟」


    　そういったフレーズが何度か繰り返されたあと、歌詞の雰囲気が変わった。


    「〝日曜日は消えてしまった。ある日突然。永遠に〟」


    「どうして？」


    「さあね。理由はわからん。聞き取れる範囲内じゃな」


    〝私を見つけて、名前を呼んで〟。屋敷内に流れる歌声は、だんだんと大きくなる。歌声の主の元へ、近づいている。


    　その歌声はあまりに物悲しく、ラティメリアは、彼女はきっと一生見つけてもらえないのではないかと思った。深い深い海の底で、ぽつんと独りでいるような歌声。


    　階段を上りきった廊下に歌声は響く。ラティメリアは顔をしかめた。


    「……せめてもっと明るく歌うべきだわ。そんなんだから、幽霊だとか言われんのよ」


    「直接アドバイスしてやれよ」


    　七なの日かはとある部屋の前に立ち、ドアノブに手をかける。


    「フランス生まれだったらどうしよ。……私、仏フランス語できないんだけど」


    「歌は心だ。お前も歌えば？」


    「あーかるぅく、うーたえーって？　何？　バカにしてんの？」


    　ドアが開かれた瞬間、歌はぴたりと止やんだ。


    　ラティメリアは部屋を見渡す。


    「誰もいないじゃない……。やっぱり、幽霊……？」


    「いや、いる」


    　七日の手は、サーベルの柄えに触れている。しん、と静まり返る部屋の中の気配を探った。


    　窓台では、灰色の猫が眠っていた。美しい毛並みに日の光が輝き、すやすやと呼吸に合わせて腹部が上下している。


    　綺き麗れいな猫が大きな窓辺で日向ひなたぼっこをしている様は、まるで一枚の絵のように優雅な光景だった。対照的に部屋は雑然としていて、あまりにも生活感がありすぎる。


    　ベッドはぬいぐるみで溢あふれ、床上には女の子用の衣服が散らばっている。部屋のカドにある勉強机には、ソーサーセットや人形が無造作に置かれていた。


    　ラティメリアは、改めて部屋を見回した。七日の言う通り、探れば何者かの気配を感じる。この部屋の隠れられる場所といえば、大きなクローゼットの中か、シーツのかかったベッドの下か……。


    　垂れたシーツをめくった。ベッドの下の暗がりの中、エメラルドグリーンの瞳が、じっとこちらを見つめていた。


    「うぇえっ!?」


    「……ひっ……!?」


    　ラティメリアが叫ぶと同時に、ベッドの下からも悲鳴が上がる。


    「ナノ、いた！　なんかいた！」


    　ラティメリアはベッド下を指さした。


    　這はい出てきたのは、小柄な少女である。スカートを静かにはたいてから、二人を交互に睨にらみつける。


    「……。何……？」


    　鈴を転がすような声で、少女は尋ねた。


    　その少女は、中世ヨーロッパの貴族の娘のような格好をしていた。スカートはふっくらと裾すそが広がっている。


    　頭を覆おおうヘッドドレスからは、猫の毛並みと同じくらいに艶つややかな灰色の髪が覗のぞいていた。


    　まるでヨーロッパの屋敷に飾られた人形のよう。


    「……でも、日本語なのね……」


    　ラティメリアは肩の力を抜いた。安心したような。がっかりしたような。


    　少女はおどおどと、落ち着かない様子で尋ねる。


    「……何の用？　……私にとって、不都合なものでなければよいのだけれど……」


    「あんたがマガツカミなら、不都合なものだろうよ」

  


  [image: ]


  
    　七なの日かが答える。


    　少女は七日の携たずさえるサーベルに視線を落とし、わずかに頬ほおを引き攣つらせた。


    「……その剣で斬きるの？　私を」


    「ああ。それが俺の仕事だからな」


    「……野や蛮ばん」


    　少女は吐き捨てた。平板な口調に、七日に対する嫌悪感が見え隠れする。


    「ナノ。……あの子、本当にマガツカミ？」


    「まだ言ってんのか。あんなにくっきりと見える幽霊がいるかよ。斬るぞ」


    　七日が一歩前に出ると、少女は警戒して窓辺に下がった。


    「待って……！」


    　慌てて灰色猫を胸に抱き上げる。


    「どうして斬られなくてはいけないの。私は、ただ歌を歌っていただけなのに……！」


    「それが迷惑なんだよ〝歌うたい神がみ〟。あんたの歌で、死ぬ人間がいる」


    「弱いのが、悪いんじゃなくて？」


    「ああ。弱いから死ぬ。あんたもな」


    　七日は駆けたと同時に抜刀した。


    「野蛮っ……！」


    　歌い神はすぐ側そばの椅い子すに手をかけ、放り投げた。


    　七日はサーベルを引き、腕を盾たて代わりに椅子を受ける。


    　七日の視線が外れた、その一瞬の隙をついて、歌い神は七日の背後に回っていた。


    「わ。あの子、超速い……」


    　ラティメリアは一歩後ろへ下がり、二人の攻防を眺める。


    　レースのスカートがひらめき、七日の頭上に影がかかった。鋭い爪を立て振りかぶる歌い神。


    　しかしその動きを、七日は読んでいた。頭を下げ、引っ掻かきをかわした次の動作で、サーベルの切きっ先を歌い神の腹部へ突き入れる。


    「……っ！」


    　ほんの数秒の接触で決着がついた。ダメージを負ったのは、歌い神だけだった。


    「ん、ふぅ……！」


    　灰色猫を腕に抱き、サーベルを腹部に突き入れられたまま、歌い神は膝ひざをつく。


    　その口の端から、つつ、と赤い血が垂れた。


    「……ひどい。歌っていただけなのに。人を喰くってもいないのに……！」


    「……」


    　七日は無表情のまま、崩れ落ちる少女を見下ろしていた。


    　歌い神が、腹部に刺さった刀身を握り締める。よろよろと立ち上がり、大きく息を吸った。そして──。


    「──ィヤァアアアアアアアアアアアアアアアッ！」


    「っ……！」


    　耳をつんざく悲鳴に、部屋全体が震ふるえる。机の人形が倒れ、三面鏡が振動し、窓ガラスがヒビ割れる。ラティメリアは両手で耳を押さえ、七なの日かもまた、顔をしかめた。


    　歌うたい神がみはその隙に、サーベルから体を抜いて窓辺へ飛び跳ねていた。


    「今のが、奥の手……。もういい。私の負け。斬きりたいのなら、斬ればいい……」


    　力を使い果たしたのか、一杯食わせたはずの歌い神のほうが、息も絶え絶えに負けを宣言した。


    「けれどその前に。……一つだけお願いを聞いて。この子の名前、教えてほしい」


    　言って前に差し出したのは、灰色猫だった。絶叫のど真ん中にいたのにもかかわらず、小さな寝息を立てて、静かに抱えられている。


    　未だ絶叫が頭に響いているのか、七日が額ひたいに手を添えながら聞き返した。


    「……名前？」


    「この子はずっとこの家にすんでいる。私が生まれる前からずっと……。だからこのお屋敷を調べればきっと──」


    「嫌だね。俺の仕事は、あんたを斬ることだ」


    「……名前を調べてくれたら、斬られてあげるって、言ってるの……！　あなたの野や蛮ばんを、許してあげるって、言ってるのっ！」


    　重傷を負い、グリーンの瞳は潤うるんでさえいるのに、歌い神の言葉には凄すごみがあった。


    「……早く見つけて。そうじゃないと、私……死んでしまうわ……」


    　言うが早いか、歌い神は窓の向こうへ真っ逆さまに身を投げる。


    　七日が窓辺へ駆け寄り外を見下ろすが、歌い神はすでに姿を眩くらましていた。


    　窓枠には、べっとりと赤い血の跡が残っている。


    「逃げられたか」とつぶやき、七日はサーベルを鞘さやに納めた。


    



    　　　×　　　×　　　


    



    「あの子はずっと、この家に住んでるのかしら」


    「さあな。マガツカミの多くは、生まれた場所から離れない。あいつもそうなんじゃないのか」


    　二人は一階の廊下を歩いていた。七日の少し後ろを、ラティメリアがとぼとぼとついて歩く。


    「いつからなんだろ。ずっとかな」


    「猫の名前を知らないんだから、この家の家族が殺されたあとに生まれたんだろうよ」


    　七日は廊下の置物などに目を配りながら、ついでのように答える。


    「人は喰くってないって、言ってたな、あいつ」


    「うん。言ってたね」


    「じゃあ何を喰くってたんだ？」


    「虫じゃない？」


    　マガツカミもまた人間と同じように、何かを喰わなければ消滅してしまう。しかしそれは人間の肉とは限らない。虫や草木を主食にしているマガツカミもいる。ラティメリアにとっては、信じられないことではあったが。


    「庭とかに一杯いそうだったじゃん。虫」


    「あの人型のマガツカミが、虫を喰うように見えるか？」


    「……見えないわ。じゃあ、犬とか猫とか」


    「猫は……。喰わないだろうな」


    「どうして？」


    「抱いてたろ。腕に」


    「抱いてた」


    　この屋敷の元飼い猫。灰色の美しい猫は、確かに生きていた。眠ってはいたが、喰われていたわけではない。あの猫は食料ではないのだろうか。


    「どうしてあの子は、あの猫を大事にしてるんだろ」


    　ラティメリアは言って、ウミネコを思い出した。歌うたい神がみが猫を抱く姿と、自分がウミネコを可愛かわいがる姿が重なる。


    「……たぶん、育ててるのね。美お味いしくなるように。いつかきっと食べるつもりなんだわ。確かに、名前がないと不便だもの」


    　ラティメリアがウミネコをどう呼べばいいのか迷っていたように、あの歌い神もまた、猫の名前を呼べずに困っているのかもしれない。


    　七日はとある部屋の前で立ち止まった。ドアが半分ほど開いている。


    「ここが書斎だな」


    「ここにあるの？　猫の名前」


    「さあ。俺が探してるのは名前じゃない。あいつの依より代しろだよ」


    　七なの日かは言ってドアを開け、ずんずん部屋に入ってゆく。


    「姿を隠されちまったんなら、依り代を壊せばいい」


    　依り代への攻撃は、そのままマガツカミへと伝わる。依り代とは、マガツカミの正体であり、弱点でもあるのだ。それが破壊されるということは、マガツカミにとっての死を意味する。


    「なんだ、そうなの。てっきり名前を探してあげてるのかと思った」


    「何で俺がそんなことしなきゃならないんだ」


    「あの悲しい歌に心揺れて、とか」


    「バカ言え。お前は心揺れたのか？」


    「はっ、喰くい神がみを舐なめてもらっては困るわ。喰えないものに興味はないの」


    　胸を張って否定して、ラティメリアは改めて考えた。果たして、歌うたい神の依より代しろとは。


    「歌を歌うんだから、やっぱり音楽系かな」


    「何だと思う？」


    「うーん……。フエ？　あ、やっぱ今のなし。ラジオ」


    「ラジオはあり得そうだが、笛はないだろ。笛が依り代なら、十中八九、笛吹いてる」


    「今のなしって言ったじゃないっ」


    「レコード、マイク、スピーカー、蓄音機……。あの格好を見ると、歌を歌うオモチャや人形があってもおかしくはないが──」


    　七なの日かは書斎を見回す。その部屋はさほど大きくはなかった。壁際に所狭しと本棚が並んでいて、むしろ狭く感じられた。天窓からの光は木こ漏もれ日のよう。いかにも大人の隠れ家である。頭上には、プロペラのようなシーリングファンが取り付けられている。


    　置いてあった蓄音機やレコード盤を調べて、七日は首を振った。


    「どれも違うな」


    「……これ、血？」


    　ラティメリアは足元にシミを発見していた。一歩下がって全体を眺める。絨じゆう毯たんに一部だけ、黒く大きなシミがついている。


    「ここが殺害された現場なんだ。屋敷の主人のな」


    　書斎机の引き出しを漁あさりながら、七日はラティメリアに言った。不動産屋から事前に得た、屋敷に関する情報だ。


    「恐らく、そこの部屋の窓を割って、犯人は侵入したんだろう」


    　視線で示した窓にガラスはなく、代わりに板が宛あてがわれている。


    「犯人は物陰で息を殺し、主人が来るのを待っていたそうだ」


    　資料として渡された当時の新聞には、そう書かれていた。


    「へえ」


    「そうして、やって来た主人へナイフを振るった。頸けい動どう脈みやくを一撃。主人は声を上げる間もなく、そこに倒れ、大量出血で絶命した」


    「おお」


    　七日は引き出しで見つけた手帳を捲めくりながら、椅子に座った。


    「主人を殺した犯人は書斎を物色することなく、忍び足で廊下へ出た。その目的は窃せつ盗とうでも、強盗でもなかったから」


    「じゃ何？」


    「復ふく讐しゆうだよ。戦争に負けた腹いせ。目的は夫人のほうにあった。この辺りは戦前から、外国人が居住してたらしいからな。捕まった犯人いわく、誰でもよかったんだと──」


    　七なの日かは机の上の写真立ての埃ほこりを指先で拭き取り、ラティメリアのほうへ向ける。


    「──敵国だった人間であれば、誰でもな」


    　写真には、かつて屋敷に住んでいた家族が写っていた。日本人である丸眼鏡めがねの主人と、灰色猫を抱く少女。中央で椅い子すに腰かけている母親は、西洋人だった。金髪に青い瞳をしている。


    「この人たち、みんな死んだの？」


    「死んだよ。屋敷に入る前にそう言ったろ」


    　不意に歌が聞こえてくる。歌うたい神がみの声だ。腹部をサーベルが貫通していたはずなのに、彼女はまだ、歌い続けている。


    　物悲しい歌声。くるおしい歌声。マガツカミによる攻撃だ。


    　ラティメリアは眉まゆをひそめた。不ふ愉ゆ快かいだ。この歌は妙に、胸をざわつかせる。


    



    　　　×　　　×　　　


    



    　一階のキッチンを探索していると、いたるところが腐った木製のドアを見つけた。


    　七日が開けると、地下へと続く階段が現れた。仄ほの暗ぐらい穴の底は見えない。


    　カビ臭くささにラティメリアは顔をしかめた。


    　七日は食器棚から燭しよく台だいを見つけ、ロウソクに火をつける。


    「ホントに行くの……？」


    「行くさ」


    「何だか行きたくないんだけど」


    「じゃここで待ってろ」


    「……」


    　ラティメリアは、この屋敷が嫌いになり始めていた。流れ続ける歌のせいだろう。歌を聞いていると気がそぞろになり、理由もなく不安になってくる。


    　ラティメリアは仕方なく、七日の後に続いて階段を下りた。


    「ひんやりする」


    　地下室は真っ暗である。頼りないロウソクの灯あかりだけでは、全体を見渡すことはできない。うっすらと見える範囲では、鋼材やら段ボールやらが山積みにされていた。


    　ラティメリアは頭上から垂れる紐ひもを発見し、引いてみた。傘かさのついた豆電球だ。カチ、カチとむなしい音がするばかりで、当然のように灯りはつかない。


    　段ボールから何やら取り出しながら、七日はつぶやいた。


    「これは……映写機か」


    　テーブルの上に置いたのは、丸い円盤の二つ付いた機械だった。


    「ミシンみたい」と言ったラティメリアに、七日が「フィルムを見るためのものだ」と教える。


    「へえ。……ふぃるむ、ね。なるほどね」


    「フィルムってのは、映像を映して保存するものだ。映画とかな」


    「え!?　じゃこれで映画が観られるの？　観たい！」


    「いや、ここにあるフィルムは、家族を映したものだろうけど」


    　七なの日かは、丸形のクッキー缶に書かれたタイトルを確認して答える。中身は幾重にも巻かれたフィルムである。


    「車に積んでる発電機が必要だな」


    　七日が階段へ向かうのを見て、ラティメリアが慌てた。


    「え、ちょっと。私を置いてく気？　こんな所に一人で？」


    「二人で行くこともないだろ。仲良しか」


    「……うっさい。じゃ私が行く。ちょうど外の空気が吸いたくなってきたとこだわ」


    　ラティメリアは七日を通り越し、階段を駆け上がった。


    



    　　　×　　　×　　　


    



    　夏の太陽は真上にさんさんと輝き、一日で最も暑い時間帯を迎えていた。


    　外は焼けるように暑かった。アスファルトの上で、ゆらゆらと蜃しん気き楼ろうが揺れている。


    　太陽光線を遮さえぎるべく、ラティメリアはフードを深く被かぶり直した。


    「あ……っつい、死ぬぅ」


    　日陰を求めて、梢こずえに覆おおわれた塀へいの側そばを歩いた。枝葉の隙間から、木こ漏もれ日が足元に落ちている。閑静な住宅街は、セミの鳴き声に満ちていた。


    　セミはメスを求めて鳴いているのだという。つまりあのミンミン、ミンミンというセミ語を訳せば、「いい声だろ？」「イケメンだろ？」と歌っているわけだ。


    　歌には歌い手の意志がある。ならば、とラティメリアは考える。あの歌うたい神がみは、何を主張して歌っているのだろう。


    　──〝早く日曜日になればいいのに〟


    　覚えたてのメロディーを口ずさんだ。仏フランス語はわからないから、鼻歌で。


    　──〝あの子が私の名前を忘れてしまう前に〟


    　車のバックドアを開けて、エンジンのような形をした発電機を引っ張り出す。ギュルルルル、と不愉快な機動音のする発電機である。


    「くっ……。何これ重っ」


    　ふき出す汗に不満が募つのる。なぜ自分はこの暑い中、七日の手伝いなどしているのか。


    「ああ、もうっ、やってらんないっ！」


    　発電機を路上に放ったところへ、突然、背後から声をかけられた。


    「あなた、見ない顔ね……？　何をしているの？」


    　ラティメリアの顔を窺うかがうように、腰を曲げて近づいてきたのは、背の高い中年の婦人だった。やせ細った体に、白い肌。化粧でずいぶんと頬ほおを赤く染めている。


    　ラティメリアは息も荒いまま、不審感たっぷりに答える。


    「は、何？　何もしていませんけど？」


    「一人なの？」


    「いいえ？　まだいますけど？」


    　ラティメリアは面倒くさそうに屋敷のほうを指さした。


    　婦人はそんなラティメリアの様子など気にも留めず、質問を連ねた。


    「もしかしてあなた、祈き祷とう士し？」


    「え。違う、けど」


    「あらそう。ならいいの。ごめんなさいね。あの子を悪あく霊りようだなんて言うやからが多くて」


    「歌うたい神がみのこと？」


    　ラティメリアは小首を傾かしげた。住民は、屋敷から聞こえてくる歌声に怯おびえているのではなかったか。その口振りはまるで、歌い神をかばっているように聞こえる。


    　婦人は顔を横に振ってつぶやいた。


    「……あの子は悪霊なんかじゃないわ」


    　あの屋敷に住んでいたのはね……と、尋ねてもいないのに勝手に語り出す。


    　昔を懐かしむように、とんがり屋根に向かって遠い目を送った。


    「とても仲のいいご家族だったわ。ご存じかしら。あんなことがあって……」


    「ん。死んだんでしょ？」


    「そう。誰もいなくなったお屋敷で、猫ちゃんが鳴いていたのよ。にゃあにゃあって」


    　眠っていた灰色猫のことだろう。あの猫だけは殺されず、生き残ったのだ。


    「きっと寂しくて鳴いてたんだわ。聞いた話だと、決して屋敷から出ようとしなかったみたい。ずっと待っていたのね。大好きなご家族のことを……」


    「殺されたのに？」


    「猫ちゃんだからそれがわからないのよ。私たちも心配していたんだけど、ある頃からにゃあにゃあって声が聞こえなくなったの。代わりに聞こえてきたのは、歌。窓辺に女の子が立っていてね」


    　それがあの歌い神だ。ラティメリアが屋敷に入る前、窓辺で見た姿。


    「その子がまた、ご夫婦の娘さんとそっくりなのよ。奥さんに似て綺き麗れいな子でね。この辺りじゃ有名な話よ？　猫ちゃんが寂しいって呼び続けたから、女の子が幽霊となって帰ってきたんだって」


    「幽霊じゃないわ。マガツカミよ」


    「どっちだって同じじゃないの」


    「同じじゃないっ。失敬な人間ね、喰くってやろうか」


    「どっちにしたって、祈き祷とう士しっていうのは問答無用でお祓はらいするんでしょう？　可哀かわい相そうだわ」


    「おばさんは困ってないの？　あの歌を聞くと悲しくて、そわそわするでしょ？」


    「うーん……。まあ確かに悲しくはなるけど……歌が聞けなくなるのは嫌だわ」


    　婦人は赤い頬ほおに手を添えて、しみじみと屋敷を見つめた。


    「……悲しみってね、癖になるのよ」


    　何言ってんだこの人、とラティメリアは思った。酔っているのだろうか。


    



    　　　×　　　×　　　


    



    「──ってことがあったの。やっぱり幽霊だったんだわ、あの子」


    「んな訳あるか。お前も見てたろ。幽霊は斬きれねえよ」


    　上着を脱ぎ、腕うで捲まくりをした七なの日かは映写機にフィルムをセットしながら、片手間に答えた。


    「そのおばさんから、猫の名前は聞いたか？」


    「聞いてない」


    「ああ、そう」


    　ラティメリアは映写機の置かれたテーブルに腰かけ、足をぶらぶらとさせている。


    　映写機が光を放ち、壁に四角い光が投射されると、ラティメリアは興奮してテーブルから飛び降りた。


    「やった、映画だ！」


    　細かな埃ほこりの粒子がキラキラと輝いて見えた。


    　七日が、四角い光の大きさや位置を調整する。


    「さて。見てみよう」


    　カラカラカラ……。光の中に映し出された映像は、ありし日の家族の姿だ。


    「さっきの……写真の女の人」


    　西洋人の夫人が手で顔を隠す。追いかけるカメラから逃げているのだろう。


    　夫人は困ったように、カメラへと手の平を向ける。しかしそれは本気で嫌がっているふうではなくて。指の隙間からは、笑顔が見えた。


    　まるでじゃれ合っているようだ。音はなかったが、笑い声が聞こえてくるようだった。


    　撮影している場所は、この屋敷の庭だった。緑に溢あふれていて。パラソルとテーブルが置かれていて。高くそびえるとんがり屋根が映る。そしてそのてっぺんに立つ風かざ見み鶏どりも。


    　屋敷は今と同じ形をしているのに、不気味な印象を感じなかった。


    　テーブルから灰色猫が飛び降り、映像はそのピンと立ったしっぽを追う。


    　猫を追いかけるカメラは目まぐるしく庭を駆け回り、そこに住む家族を映し出していく。


    　恰かつ幅ぷくのいい家政婦がいて、優しそうな主人がいて。


    　みな、それぞれが、カメラを見下ろし微ほほ笑えんでいた。


    　猫が開けっ放しの窓から屋敷内へと入る。映像もそれを追いかけ、室内を映し出す。


    　姿見の前で動きが止まる。鹿と暖炉のあるフロアの、大きな鏡。


    　カメラが鏡を映して、撮り手の正体が知れた。


    「……歌うたい神がみ……？」


    　フリルの付いたスカートをまとうその姿は、歌い神と似ていた。西洋の血が混じった美しい顔立ち。カメラを持ったまま、スカートの裾すそを持ち上げ、爪つま先さきで絨じゆう毯たんを叩たたいてお辞儀する。


    「……この子、歌い神に似てる」


    「逆だ。歌い神のほうが、この子に似てるんだ」


    　カメラはソファーで毛け繕づくろいをする灰色猫に迫った。


    　猫は緩かん慢まんにしっぽを振り、そっぽを向く。


    　少女はカメラを持ったまま、無理やり猫を抱き締める。


    　ぶつっと、映像が断たれた。あまりに唐突な終わり。ラティメリアはぼんやりと、壁に照らされる、真っ白な四角い光を見つめ続けた。


    「……映画を見た後って、何だか喋しやべれなくなるよね……」


    「映画じゃないけどな、これ」


    「ねえナノ。もう一回見たい」


    「何度見たって内容は変わらんよ」


    「でも見たいの。もう一回」


    　その時、屋敷内に呼び鈴りんが鳴り響いた。


    「……不動産屋か？」


    「あ……おばさんかも。また来るって言ってた。心配だからって」


    「……それ、お前を心配してるわけじゃねえぞ。警戒されてんな」


    　何度もしつこく繰り返される呼び鈴に溜ため息いきをついて、七なの日かは地下室の階段へ向かう。


    「待って、ナノ。これどうやって見るの？」


    　七日が映写機を操作する。キュルル、とリールが回転して、フィルムが巻き取られていく。


    「巻き終わったら、このボタンを押してスタートな」


    「ん、わかった」


    　七日が去ったあと、ラティメリアはテーブルに腰かけ、もう一度初めから映像を見た。


    　不思議な感覚だった。映し出される家族はみな生き生きと笑って動いているのに、今はもういない。その笑顔も、仕草も、撮り手に向けられた慈いつくしみも、すべては終わってしまった物語の中にある。


    　ラティメリアは、かつてこの屋敷にあった光景をじっと見つめ続ける。


    　鳴り続く呼び鈴りんと発電機の音が、いやに耳に障さわった。


    



    「一つ、訊きいてもいい……？」


    　映像に夢中になっていたラティメリアは、突然聞こえた声にびくりと肩を跳ねさせた。


    「おおうっ」


    　振り返るとそこには、歌うたい神がみが立っていた。薄暗い中に浮かぶエメラルドグリーンの瞳。腕に抱く灰色猫は未だ眠り続けている。


    「こ、この私に勘付かせないとは、たいしたものだよ……」


    　動揺を隠し、ラティメリアは不敵に笑う。


    　歌い神はラティメリアを気にする様子もなく、ただじっと映像を見つめていた。


    「この人たち……。どこへ行ったの」


    「死んだのよ。殺されたんだって。この家で」


    「そう……」


    　しばらくの間、ラティメリアと歌い神は、二人並んで映像を眺めていた。


    　ラティメリアはそっと、光の反射する歌い神の横顔を覗のぞき見た。エメラルドグリーンの瞳に、かつてこの屋敷に住んでいた家族の姿が映っている。


    　瞬まばたき一つしない彼女が、何を思って映像を見つめているのか、知ることはできない。


    　マガツカミは、依より代しろを媒体として生まれる。長年使われてきたもの、強い想いの込められたものに魂が宿り、マガツカミが発生すると言われている。なかには、依り代の記憶を引き継いでいるマガツカミもいるが、歌い神の場合はどうなのだろうと、ラティメリアは彼女の横顔を窺うかがっていた。


    　歌い神の依り代はいまだ知れない。


    　映像が終わって、ラティメリアは空回りするフィルムのスイッチを切った。


    　映写機が壁に当てる四角い光が、ぼんやりと地下室内を照らしている。


    　ラティメリアは尋ねてみた。


    「あなたは……覚えているの？　この人たちのこと」


    「……わからない。けど、とても大切な人たちだったのだと思う。私は彼らに会いたかった。ずっと、ずっと。会いたかったのだと、思う……」


    　目元を拭ぬぐう歌い神の仕草を、ラティメリアは側そばでじっと見つめている。


    　歌い神は顔を上げ、灰色猫を抱き寄せた。


    「この子の名前、見つけた……？」


    「あー……。まだ」


    「そう」


    　歌うたい神がみはしょんぼりとうつむいた。


    　ラティメリアはテーブルに腰かけたまま、彼女の腹部を覗のぞき見る。暗くて傷口は確認できないが、腹を貫かれたのだから重傷ではあるはず。よくもまあしゃんと立っていられるものだ。


    「……君さ、どうしてその猫の名前が知りたいの？」


    　歌い神はしばし沈黙したあと、すうっと息を吸った。


    　そして例の物悲しい歌を、ワンフレーズだけ詠唱する。


    　──私を見つけて。名前を呼んで。


    「……この歌は、この子から教えてもらったの」


    　言って灰色猫を、ぎゅっと抱き締めた。


    「え……？　猫から？」


    「……うん。大切だから。だから、この子の名前を呼んであげたい……」


    　歌い神の言葉に、ラティメリアははっとした。


    「その気持ち、わかるわっ。私もね、ウミネコを育ててるの。けど、どう呼んでいいのかわかんないよね。どうせなら、可愛かわいい名前で呼んであげたいんだけど」


    「うみ……ねこ……？」


    　小首を傾かしげる歌い神。ラティメリアは誇らしげに教えてやる。


    「そ、ウミネコ。にゃーにゃーって鳴いてさ、とっても美お味いしそうなの」


    　歌い神は猫を抱き寄せて、怪け訝げんに眉まゆをよせた。


    「……食べるの……？」


    「もちろんよ。あなたも食べるんでしょ、その猫」


    「……食べないわ」


    「どうして？　あなたも私と同じ、マガツカミなんでしょう？」


    　歌い神は目を丸くした。


    「……あなた、マガツカミなの？」


    「わ。マガツカミに決まってるじゃない。人間だと思ってたの？　失礼ねっ」


    「でも、だって……。わからないわ。どうしてキトーシとマガツカミが一緒にいるの」


    「ナノは元、祈き祷とう士しだけどね。好きで一緒にいるわけじゃないわ。あいつは、私のご馳ち走そうなの。いずれ喰くうために側そばにいるだけよ」


    　ラティメリアは地下への入り口を一いち瞥べつする。七なの日かはまだ戻って来てはいないが、気持ち声が小さくなった。


    「……あいつは人間から依頼を受けて、マガツカミを殺して回ってんの。君のことだって斬きっちゃうわ。どうして逃げないの？」


    「……私は、どこにも行かない。ここが居場所だから」


    「ふうん」


    「……」


    　黙ってしまった歌うたい神がみを見つめ、ラティメリアは小首を傾かしげた。


    「……猫、食べないんだよね。じゃあなたって、何を食べるの？」


    「いろいろ……」


    「ふうん」


    　こんな屋敷に引き籠こもったままで、どうやって食料を調達しているのだろうか。もしかして、ひもじい思いを我慢しているのかもしれない。


    「……ね、お腹なか空すいてる？」


    　ラティメリアはこの可哀かわい相そうなマガツカミに、七なの日かのおやつ箱から盗んだロリポップをあげることにした。歌い神は意外にも、このキャンディーを知っていた。


    「それ、よく供そなえられてあるから……。プリン味が好き」


    　ラティメリアは残り三本のロリポップから、プリン味を選んだ。ラティメリアのお気に入りの味でもある。名な残ごり惜しかったが、また盗めばいいかと思って差し出した。


    　テーブルに二人並んで腰かけて、ロリポップを舐なめる。


    　ロリポップで頬ほおを膨ふくらませた歌い神が、モジモジとうつむいていた。ちらとラティメリアの顔をうかがい、目が合うとすぐに逸そらす。


    　まるで小動物のようだ。この少女の仕草には、いちいち庇ひ護ご欲をそそられる。


    「……何？　不ま味ずい？」


    「美お味いしい、けど……ありがとうを言うタイミングを、逃のがした……」


    「バカね。そういうのは、言いたい時に言えばいいんだわ」


    「……あり、がと……」


    　頬を赤く染めて、いじらしくつぶやく歌い神。ラティメリアは思いのほか嬉うれしくなってしまい、返答に困った。にやけそうになるのを隠して「全然ダメね！」と歌い神の頬をつねる。


    「あう」


    「笑顔要素が足りてないのよ。感謝の気持ちを伝えるには、もっと笑顔でなきゃ。見てて」


    　言ってラティメリアは、満面の笑みを浮かべた。


    「ありがとうっ！」


    「……」


    「どう？　ハートとか星とか、見えた？」


    「見えない……」


    「まだまだ修行が足りないのね」


    　ラティメリアは鼻歌を歌った。歌い神の歌っていたスローテンポの歌だ。ひとしきり歌ってから、隣に座る歌い神につぶやく。


    「あなたの歌、何だか胸がちくちくするわ」


    「……それはきっと、独りぼっちだったから。今は違う。二人で歌えば……歌は表情を変える」


    「表情……？　歌に表情なんてあるの？」


    「歌ってみて」


    　歌うたい神がみに促うながされ、ラティメリアは再びあのメロディを口ずさんだ。


    　歌い神は膝ひざに乗せた灰色猫を撫なでながら、そっと歌声を重ねる。


    　二人は歌った。


    　──〝早く日曜日になればいいのに〟〝あの子が私の名前を忘れてしまう前に〟


    　ラティメリアにとって、誰かと一緒に歌うというのは、初めての経験だった。七なの日かと歌うなどということは有り得なかったし、今まで、他にそのような相手もいなかった。


    　歌い神が音階を調和させ、ハーモニーを生み出す。先ほど聞いた悲しい歌と同じメロディ。なのに歌い神に乗せられて、ラティメリアの心が跳ねる。そうすれば歌もまた、軽快なリズムを刻み出す。


    　歌は歌い手の心を映す鏡だ。そして歌い神は、歌を聴いた者の心を強く動かす能力──〝心映しの歌〟を持つ。だからそれがより顕著に表れる。


    　悲しい歌声を聴いた者は憂ゆう鬱うつになり、楽しい歌声を聴いた者は、昂こう揚ようするのだ。


    「すごいわっ、あなたの力。歌でこんなに楽しくなっちゃうなんて」


    「……私の感情が、あなたに移っただけ……」


    「へえ。ってことは、つまりあなた、今、楽しいのね？」


    　ラティメリアはにやにやと、歌い神の顔を覗のぞき込む。


    　茶化すような笑顔に歌い神はむすっとして、視線を逸そらした。


    「……別に。あなたがオンチだったから、笑っただけ」


    　ラティメリアは再び歌い神のほっぺをつねった。


    「あう」


    「そりゃあなたには負けるわ。このラティメリアは喰くい神だもの」


    　涙を滲にじませた歌い神は、頬ほおをさすりながら尋ねた。


    「……〝ラティメリア〟って、何」


    「私の名前。ラティメリア」


    「……名前、あるの？」


    　つぶやきながら歌い神は、テーブルの上に横になる。


    「いいな……。あの方と同じ。あの方にも、名前があった。綺き麗れいな、花の名前」


    「あの方？　誰？」


    「……この国を旅してるマガツカミ。私の歌を聴いて、屋敷に立ち寄ってくれた……」


    　歌い神は横になったまま、どこかぼんやりとした瞳で、虚こ空くうを見つめる。


    「いろいろ教えてもらった……。剣を持つ人間が、キトーシ、というのもあの方から聞いたの。危ないから、近づいてはいけないって……」


    　歌うたい神がみは〝あの方〟と一時期、共に生活したのだと言った。


    　短い間だったが、この屋敷に滞在していたという。


    「けどもう、行ってしまった。だから私はまた……独りで歌うの……」


    「……花の名前って言ったよね。その〝あの方〟ってさ、もしかして女？」


    「うん。知っているの？」


    「それ、ナノの捜しているマガツカミかもしれない。あいつは花の名前を持つマガツカミを斬きるために、いろんな依頼を受けて情報を集めてんの。何て名前？」


    「……言わない」


    「わっ、生意気。いいじゃない、教えてよ」


    「言わない。だって、斬るんでしょう？　あなたたちは、敵……」


    「……そっか。敵だった」


    　ぽたり。歌い神が横になるテーブルの下に、赤い血が垂れていた。歌い神の傷口から流れ出たものだ。やはりまだ塞ふさがってはいない。マガツカミは強い治癒力を持ってはいるが、祈き祷とう士しの持つサーベルは、マガツカミに致命傷を与えるために、特殊な素材で作られている。


    　歌い神の額ひたいには、玉のような汗が浮いていた。息も荒くなっている。


    　ラティメリアはテーブルから飛び降りた。


    「……あの剣で斬られると、すごく痛いんだよね」


    　歌い神の腹に手を触れる。


    「や。何するの……」


    　その傷口は、熱を帯びて温かい。彼女が実体のない幽霊ではなく、マガツカミである証拠だ。


    「触らないで。痛い……」


    「敵、なんだよね」


    「……？」


    　七なの日かの側そばにいる以上、ラティメリアにとっても、この子とは敵対関係になってしまう。


    「初めてだわ。誰かを幽霊だったらいいのに、なんて思ったの」


    　幽霊でないなら、喰くうことができる。ラティメリアは、べっとり血のついた指先を舐なめた。


    「ごめんね」


    　ラティメリアは大口を開けて、歌い神の腹に喰らいついた。


    



    　　　×　　　×　　　


    



    　ラティメリアは一階フロアのソファーの背もたれに腰かけて、七日を待っていた。


    　訪問者と話し終えた七日が歩いてくるのを見計らって、床に降り立つ。


    「じゃーん、見て！　どう？」


    「……喰くったのか」


    「喰ったわ。構わないでしょ？　あの子はマガツカミなんだから」


    　七なの日かの側そばを歩きながら、ラティメリアは〝ドレスアップ〟した衣装を見せつける。


    　歌うたい神がみのものと似た、中世ヨーロッパの貴族風。ふんわり広がるスカートに、ウエストを締めつけるコルセットは少々きついが、これでシルエットが細くなるなら堪たえられる。


    　灰色に染まった長い髪を、ラティメリアは大きく掻かき上げた。


    「名前、つけさせてあげるわ」


    「〝ウタメリア〟」


    　七日はちらと一いち瞥べつするだけで名付けた。おざなりである。歩みを止めようともしない。


    「ちょっと！　ちゃんと見なさいよっ。〝ドレスアップ〟した姿は、今しか見られないんだよ？　消化しちゃったらもう終わりなんだから」


    　ラティメリアは七日の前まで回り込み、袖口を引いて、無理やりソファーに座らせる。


    　埃ほこりが舞って、七日は露骨に嫌な顔をする。


    　ラティメリアは馬乗りになり、その耳元にささやいた。


    「ちゃんと見てってば。……すごい発見があったんだから」
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    　ソファーの前の膝ひざ丈たけテーブルへ飛び移る。衣装お披露目のお立ち台だ。ステップを踏んで、くるりと三六〇度回転した。


    「じゃじゃーん」


    　ラティメリアは耳を立てた。顔の側そばの耳ではなく。頭の上にちょこんとついた、灰色の獣耳である。


    「あの子の依より代しろ、わかったの。なんと、それはね──」


    「猫か。奴の抱いていた灰色の」


    　七なの日かは溜ため息いきをついて、ソファーの肘ひじかけに肘を乗せた。


    　先に言われてむすっとしたが、ラティメリアは頷うなずいた。七日の言う通り。歌うたい神がみの依り代は灰色猫だった。ずっと眠っているように見えたあの猫は、すでに死んでいたのだ。


    　マガツカミを発生させた依り代は、マガツカミが生きている限り、腐敗しない。それが花や草木であれば枯れないし、テレビや冷蔵庫のような機械であればいつまでも稼働し続ける。


    　灰色猫は、確かに歌い神の腕の中で呼吸をしていた。しかしその魂はもう、召めされていた。目を覚ますことは、二度とない。


    　家族を失ったその日から、灰色猫はこの屋敷で鳴き続けた。家族の死を理解していたのか、それはわからない。健けな気げに帰りを待っていたのか、もう会えないと知ってて鳴き続けたのか。


    　やがて力尽き、猫は死んだ。


    　しかし屋敷内に残る強い想いが、猫の死体に宿って、マガツカミが発生した。


    　そうしてマガツカミとなってなお、歌い続ける。悲しみを、切なさを歌に込めて。


    　その歌が、誰に届くのかも知らないまま。


    「しっぽも生はえてるのよ？　ほら」


    　ラティメリアはスカートを持ち上げて、腰から生えた長いしっぽを揺らした。


    　歌い神の体の一部を喰くったラティメリアは、彼女の特徴を取り込んだ姿になっていた。


    　マガツカミの姿や能力は、時に依り代の特徴を引き継いでいる。だから喰い神の〝ドレスアップ〟によって、相手の依り代に関するヒントを得られることもある。


    　ヘッドドレスや長いスカートで隠れてはいたが、歌い神にもまた、猫の耳やしっぽが生えているのだろう。


    「猫そのものが依り代だなんて、驚いたわ。そんなのもあり得るのね」


    「異常に長生きする猫ってのは、結構事例があるんだ。一〇年を経てしっぽが割れ、二〇年目で人の味を知り、三〇年目で祀まつられた猫もいた。そんな化け猫ってのは、どっかで一度死んでマガツカミになってるのさ。あの歌い神はまだ若いが、どんどん手がつけられなくなるぞ」


    「……やっぱり、幽霊じゃなかったんだね」


    「想いだけが彷徨さまよってたんなら幽霊と言えたかもな。だがマガツカミとして発生してしまったのなら、斬きらなきゃならない。あれをどうした？」


    　尋ねて七日は立ち上がった。


    「喰くったんだってば。だからもういないよ。帰ろ？」


    「ラティメリア」


    　七なの日かは、テーブルに立つラティメリアの顔を見つめる。


    「なぜお前がかばう？　歌にほだされたか」


    「かばってなんか。ホントに喰っちゃったのよ、全部。ぺろりって」


    「じゃお前の後ろにいるあれは何だ」


    「え」


    　ラティメリアが振り返る。フロアの入り口には、歌うたい神がみが立っている。


    　灰色猫をぎゅっと抱き締めて、居たたまれないように、視線を逸そらした。


    「な、何してんのよ……」


    　ラティメリアは表情を歪ゆがませる。


    「どうして出てくるの！　逃げろって言ったじゃない」


    「……どこにも行く場所なんて、ない……」


    　歌い神は視線を上げる。その先には、七日がいる。


    「それにまだ、猫の名前、見つけてもらってない……」


    「俺は見つけるなんて言ってねえんだけど」


    　七日は静かにテーブルを迂う回かいした。


    　一瞬にして空気が張りつめる。七日の右手が、サーベルの柄えに添えられている。


    「……やば」


    　ラティメリアは、七日の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを凝視した。動きには予兆がある。その一瞬を見逃さないよう、テーブルのへりに足を置き、七日の動きに備えて、膝ひざを曲げた。


    　七日が一歩、足を踏み出した、次の瞬間。ラティメリアもまたテーブルを蹴けって、スタートダッシュを切った。七日と並走する。


    　七日は速い。しかし身体能力において、人間はマガツカミに及ばない。


    　七日が歌い神に到達する寸前、ラティメリアは跳ねて七日に右足を降らせる。


    　バスンッ──。


    　浴びせ蹴げりは七日の体を捉えた。しかし七日は腕を盾たてにして、それを受け止めていた。


    「……おいおい。何のつもりだ」


    「こっちの、台詞せりふだわっ」


    　落下しつつ、ラティメリアはもう一方の足を振るう。しかしあっさりかわされる。


    「どうしていきなり斬きろうとするの。名前もまだ見つけてないのにさ！」


    「阿あ呆ほうか。俺たちはそいつを斬りに来たんだ。名前を見つけに来たんじゃない」


    　降ってくる白刃を側転で避よけて、ラティメリアは歌い神の前に立つ。


    「あんたさ、逃げなくてもいいからせめて下がって！　私でもちょっと勝てるかわかんないよ。今日ご飯食べてないんだから！」


    「でも、名前がまだ……」


    「あいつは猫の名前なんか見つけないよっ」


    「そんな……。約束は……？」


    「あいつは、マガツカミとの約束を守るような奴じゃ……」


    「だから、そもそも、してねえんだって」


    　──ひどい奴。ラティメリアは敵意を込めて七なの日かを睨にらみつける。


    　七日が溜ため息いきをつく。


    「めんどくせえな……。そこに立つってことは、俺の敵ってことでいいんだな？」


    「斬きらせないわ。この子はただ歌ってるだけじゃない。それの何が悪いの？」


    「その歌で死にたくなる人がいる」


    「じゃあどうすればいいのよ！　泣きたくなったら？　切なくなったら？　マガツカミには、歌うことさえ許されないって言うの!?」


    　七日は少しだけ、間を作って答えた。


    「……そうだ」


    「あんまりだっ！」


    　ラティメリアは、一〇本の両指を広げた。指先は、鋭い鉤かぎ爪づめに変化している。


    　その姿に、七日がサーベルの切きっ先を向けた。七日の構えは、ただ、サーベルを体の前に出しただけ。しかしそうされると、隙がなくなる。


    　身体能力はマガツカミのほうが高いが、七日には技術がある。そのサーベルを振る速さを、ラティメリアはよく知っている。避よけ続けられる自信はなかった。


    　不用意に飛び込むことはできない。かといって背後には護まもるべき歌うたい神がみがいるから、スピードで翻ほん弄ろうし隙を生み出すこともできない。


    　──あれ？　これもう詰んでない？


    　ラティメリアは早くも焦じれた。この場を離れられない。


    　目を離せばその瞬間に距離を縮められそうで、七日から視線を逸そらすことさえできなかった。


    　早くも敗戦色が濃くなる中、ラティメリアは歌い神の奥の手を思い出した。


    　にやりと頬ほおが緩ゆるむ。


    「笑える……初手から奥の手なんて……」


    　ラティメリアが息を吸ったその仕草で気づいたのか、七日が動いた。


    　しかし、ラティメリアのほうがまだ速い。


    　ラティメリアは絶叫した。相手の耳をつんざき、動きを止める大音量──〝心潰つぶしの歌〟。


    「ぴゃぁぁぁああああああああああああっ!!」


    「っ……！」


    　窓ガラスが振動し、頭上でシャンデリアが揺れる。


    　七なの日かは顔をしかめ、足を止めた。隙が、生まれた──。


    「にゃはっ」


    　ラティメリアは駆けた。振るう鉤かぎ爪づめを、七日は身を引き、かろうじて避よける。


    　二手目、三手目。ラティメリアは手を止めない。七日に反撃の隙を作らせない。


    　大音量がまだ頭に響いているのか、七日の足はおぼつかない。


    　ラティメリアはその弱点を見逃さなかった。執しつ拗ように足払いを仕掛け、七日は膝ひざを浮かしてそれを避ける。やがてバランスを崩した七日の背後へ、ラティメリアはステップを踏んだ。


    「私……速いっ！」


    　歌うたい神がみの持つ敏びん捷しよう性せいを手に入れたラティメリアは、一層速くなっていた。


    　七手目、八手目。九手目でついに、七日の腕が切り裂かれる。


    「……つっ」


    「血だっ……！」


    　ぴっ、と跳ねた七日の血の香りが、ラティメリアの鼻び腔こうをくすぐった。


    「血だ。血。ナノの血っ……！」


    　ラティメリアは興奮し、さらに手数を増やした。防ぼう御ぎよへと専念する七日の体へ、鉤爪を振り続ける。致命傷を避け続けていた七日ではあったが、ラティメリアの一〇本の鉤爪は、着実にその体を裂いていった。


    「喰くえる、喰える、喰えるっ……！」


    　前に出たラティメリアは、七日から瞬間的に放たれた殺気に体を反そらした。


    　鼻先をかすめたのは、ナイフだった。


    「あっ……ぶなっ」


    　サーベルと同じ素材で作られた、マガツカミを殺すナイフである。


    　バックステップで距離を取った。無敵の連撃もひとまず終了。しかし充分な成果はあげた。七日は全身血に濡ぬれており、今にも膝をつきそうな状態にある。


    「くふっ……」


    　自然と笑みがこぼれた。勝てる。今なら殺せる。殺して、喰うことができる。


    　視線を七日から外すことはしない。確かに勝機は見えているが、まだ油断はできない。


    　七日はラティメリアの依より代しろを携帯している。依り代とはマガツカミの弱点だ。それを攻撃されれば、終わりなのだ。


    　だらんと垂れた七日の手を、ラティメリアは瞳どう孔こうの細くなった瞳で見つめ続ける。


    　今までさまざまなマガツカミの能力を使って七日を襲ってはいたが、そのたびに返り討ちに遭ってきた。しかし今回は違う。ラティメリアは学んだ。必要なのは、スピードだった。七日が内ポケットに手を入れるその前に、攻撃は再開できる。


    　それだけのスピードを、今、自分は持っている。


    　七なの日かを牽けん制せいしながら、指先についた血を舐なめた。ぶるりと全身が震ふるえて、ぞくぞくする多幸感に包まれる。舐めれば意識がもうろうとして、体の力が抜けてゆく。


    　いけない、とラティメリアは自分を窘たしなめた。まだだ。まだ堪能するわけにはいかない。しかし舐めるのをやめられない。食欲をくすぐられて、もっともっと欲しくなる。


    　あれは特別な血だ。格別な肉だ。


    　ぺろり、唇くちびるを舐める。


    「ああ……大好きよ。私のごちそう」


    「……ご機嫌だな」


    　七日の手が、内ポケットへ動いた。予想通りだ。行動には予兆がある。この洞察眼をもってすれば、獣じみた瞬発力をもってすれば、七日が依より代しろを攻撃するその前に、仕留められる──。


    　ラティメリアは突進した。巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出した七日の、手の甲を切り裂く。


    「このっ……野郎っ」


    　ラティメリアは、宙に浮いた巾着を掴つかんだ。


    「やったっ……！」


    　瞬間、ラティメリアの昂こう揚ようは最高潮に達し、全身が粟あわ立だった。今まで質しちに取られていた弱点を、とうとう取り返したのだ。七日の支配から逃のがれた瞬間だった。


    　迎撃に振るわれたサーベルを、体を捻ひねり錐きり揉もみ回転で避よける。


    「遅い、遅いわっ……！」


    　喰くえる、喰える、喰える……！　サーベルを避けると同時に、しっぽで七日の目をはたく。


    「目め潰つぶしっ──からのっ」


    　着地したと同時に、七日の足元から垂直に足を蹴けり上げる。


    「上段蹴りっ──」


    　踵かかとが七日のあごを直撃し、七日は体を宙に浮かせた。


    　すかさず空中コンボに移行する。七日を追って飛び上がったラティメリアは、右手の鉤かぎ爪づめでその喉のど笛ぶえを掻かっ切るべく、腕を振りかぶった。


    「死ねっ──」


    　七日は、空中で体をねじった。


    　敢あえなくかわされたラティメリアの右手を、いつの間にか、ナイフが貫通していた。


    「──へ？」


    　何が起こったのか、理解するよりも早く、喉を鷲わし掴づかみにされた。


    「んっ」と声が潰れた次の瞬間、天地が反転し、絨じゆう毯たんの上に叩たたきつけられる。


    「くあっ……!?」


    　背中を強打した衝撃で息が詰まる。倒れたラティメリアの胸を、直後に七なの日かが踏みつけた。踵かかとがみぞおちに食い込んでいる。息ができず、ラティメリアは喘あえぐ。


    　その顔を、無感情な黒い瞳が、静かに見下ろしていた。


    「……能力だけを取り込んだところで、お前に、痛みに堪たえて歌う気概はあるのか？」


    　ラティメリアの左肩に、サーベルが突き入れられた。


    「あああああああっ！」


    　ラティメリアは絶叫する。


    　そのやかましさに七日はわずかに顔をしかめたが、胸から足をどけようとはしなかった。


    　その時、ラティメリアの衣装が発光し、空中に弾けて露つゆと消えた。血を飲んだだけでは消化が早い。思ったよりも早く元の衣装に戻ってしまった。


    　サーベルを引き抜いた七日は、その先端を改めて肩口に添えた。


    「さすがにこれで斬きられれば、もうくっつかないぜ」


    「……はあっ、はあっ……」


    「依より代しろを寄こせ。腕を失いたくはないだろ」


    「いやよ。これは私の。殺せばいいでしょ……！」


    　ラティメリアは手の中にある巾きん着ちやくを握り締める。


    「殺さない。お前は必要なんだ。二度も言わせるな。依り代を渡せ」


    「じゃあ自分で取ればいいじゃない！　さっさとこの腕、斬り落としてさあっ」


    「ダメだ。お前が、自ら、差し出すんだ」


    　七日は淡々と促す。


    「殺してやる……！　絶対に、喰くってやる……！」


    　ラティメリアは涙を腕で隠しながら、もう一方の手に握る巾着をゆっくりと差し出した。


    「喰ってやる、喰ってやる……！　喰ってやるから……」


    「ああ。喰わせてやる。俺が死んだらな」


    　七日はラティメリアの手からそっと、巾着袋を奪った。


    「……だからお前は俺が死ぬまでずっと、俺の側そばにいるんだ」


    　息をついた七日はラティメリアの上から足をどかし、歌うたい神がみへと体を向けた。


    　二人の攻防を見ていた歌い神は、微かすかに震ふるえていた。


    　近づく七日に怯おびえ、後あと退ずさる。


    「……どうして……仲間じゃ、なかったの……？」


    「お前の目は節穴かよ。俺は人間で、こいつはマガツカミだ」


    　対たい峙じする七日と歌い神を見て、ラティメリアは腹ばいになる。


    「待って、ナノ……！」


    　手を伸ばしたが、体中が軋きしみ、動かすことさえままならない。


    　ならばせめてと、声を上げる。


    「胸が、きゅってなるのよ！　あの子の歌。聞いてると何だか、胸が苦しくなるの……！」


    「知ってるよ」


    「けど一番きゅってなってるのは、あの子なんだっ。あんなにも寂しそうに歌うんだから、一番寂しいのは……あの子なんだよ。一番悲しんでるのは、歌ってるあの子自身なんだよっ！」


    「知ってる。だから斬きるんじゃないか。斬って……終わらせてやるんじゃないか」


    　歌うたい神がみの目の前に立ち、七なの日かは告げた。


    「……〝カラメル〟だ」


    「……何？」


    「表に集まってる住人たちから聞いた。その猫の名前は、カラメルだよ」


    　歌い神は、はっとして抱いている灰色猫へ視線を落とした。それから教えてもらった名前を馴な染じませるように、口の中で何度かつぶやく。


    「カラメル、カラメル……。いい名前」


    「もういいだろ。斬るぞ」


    　歌い神は七日を見上げる。自然と、首を差し出す姿勢となる。


    「……あなたって、そればかり」


    「悪かったな。野や蛮ばんで」


    　七日は詫わびた。それから歌い神の細い首に、刀身を添える。


    　きつくまぶたを閉じる彼女を見ていられず、ラティメリアは顔を伏せた。


    



    　──ガシャアアン！


    



    　窓の割られるけたたましい音が、フロア中に響き渡った。


    　フロアの窓を割って現れたのは、大勢の人間たちだった。性別も年齢も、体格もみなばらばらな人間たち。彼らはそろって同じハチマキに、ピンク色のＴシャツを着ていた。


    　──〝かなしみを守る会〟。Ｔシャツには、そんな文字がプリントされている。


    　その会員のほとんどは、歌い神の歌に魅せられた近隣の住民だった。不動産屋と、幽霊屋敷を巡って競り合っている団体だ。


    「その子を離しなさいっ！」


    　眼鏡めがねをかけた白髪交じりの中年男性が、今まさに歌い神を斬ろうとする七日に向かって叫んだ。年とし甲が斐いもなくピンク色のＴシャツは痛々しいが、その表情は勇ましい。


    「あんた、さっき祈き祷とう士しじゃないって言ったでしょ。やはり嘘うそだったんだな」


    「……祈祷士じゃないですよ。元、祈祷士です」


    「のらりくらりとこの男は……。重要なのは、あんたが今、その子を斬ろうとしていたってことだ。この洋館の幽霊をねっ」


    　リーダー格らしき中年の男が、唾つばを飛ばして声を荒らげる。


    　ラティメリアが状況を飲み込めないまま戸惑っていると、先ほど路上で声をかけてきた婦人を発見した。ピンクのハチマキとＴシャツ。〝かなしみを守る会〟一式をまとっていた。


    「ほらあの子！　あれが歌う幽霊の子よ！」


    　指を差され、大勢の視線が集まって、歌うたい神がみが困惑する。


    　後あと退ずさる歌い神に、人々は声を上げた。


    「助けてあげるわ」「もう大丈夫よ」「こっちへ来なさい！」「早く！」


    「……何……いや」


    　歌い神は首を振って、階段の手すりへとジャンプした。


    「ああっ！」と集団が一斉にどよめき、手を伸ばす。


    「幽霊が逃げる」「待って！」「私たちお友だちよっ！」


    　群れを成す人間たちに怯おびえ、歌い神は二階の奥へと引っ込んでしまった。


    　またしても歌い神を逃がしてしまった七なの日かが、深い溜ため息いきをついた。語気に苛いらだちが混じる。


    「……仕事の邪魔をしないでもらえませんかね」


    　リーダー格の男は額ひたいに汗を滲にじませながらも、ずいと胸を張った。


    「あの子に剣を突き立てるのが、仕事だって言うのかね」


    「まあ」


    「一体誰の差し金だ。白状なさい。だいたいの見当はついているんだ。どうせ裏で糸を引いているのは、あの不動産屋だろう」


    「捕まえました！」


    　中庭から現れた集団に両脇を抱えられ、登場したのはゲンゴロウとアメンボの二人だった。


    「離せ、ボケこらっ！　わしゃあこんな男、知らんぞ！」


    　ゲンゴロウは足をじたばたとさせて、激しい抵抗を見せていた。


    　対してアメンボは冷静である。これ見よがしに眼鏡めがねをくいっとかけ直した。


    「私たちは無関係です。証拠はあるんですか、証拠は」


    「そうだ！　その元祈き祷とう士しが勝手にしたことだ。わしは雇ってなんかおらん！」


    　ひざまずかされたゲンゴロウの前に、リーダー格の男が立つ。


    「……どうしてあなた、あの祈祷士が元、だと知っているのです」


    「あ？　や。……勘」


    「幽霊退治の黒幕は、やはりあなたですね。私たちが屋敷を買う理由をなくすために、幽霊退治を依頼した。私たちが、あの子込みで入札していることを知っているから。だがこの屋敷も、あの子もまだ、誰のものでもないんだ。あなたのやったことは、不法侵入、器物破損になりますよ」


    「知らんと言っておるだろうがっ」


    　暴れるゲンゴロウに背を向けて、リーダーは七なの日かへと提案した。


    「あなたはつまり、雇われただけの元祈き祷とう士しなのですね。なら、私たちのほうでこの男の提示した報酬の倍額出しましょう。逆に護まもってくれませんか。この屋敷に住む、あの子を」


    「護る……？」


    　七日はフロアを見渡した。


    　ピンク色の住民たちが、息を呑のんで事の成り行きを見守っている。


    　七日は今一度溜ため息いきをつき、この場の全員に聞かせるように、声を上げた。


    「金持ちってのはさあ……。他にやることないんですかね。あんたらにとって、あのマガツカミは何なんだ。みんなのペット？　歌を垂れ流すラジオか？　バカじゃねえの。あれはマガツカミだぞ。人に害をなす禍わざわいだ」


    　階上で動く気配がして、ラティメリアは顔を上げた。


    　歌うたい神がみが二階の廊下から半身だけを覗のぞかせている。七日の言葉を聞いている。


    「驕おごるなよ、みっともねえな。あれは、憐れん憫びんに酔って飼える相手じゃない。護ってやるとはおこがましい。禍は飼えない」


    　七日はリーダー格の男の前に立ち、その眼鏡めがねの奥を睨にらみつけた。


    「あいつが人を喰くうとしたら、まず狙ねらわれるのはこの町の人間ですよ。マガツカミだ。肉の柔らかな女、子どもから喰うだろうさ。ちゃんとわかってます？　そのクソだっせえＴシャツには、それだけの悲しみを護る覚悟も込められてんの？」


    　リーダーは渋じゆう面めんを作り、ごくりと唾つばを飲んだ。


    「けどそれは……人を喰うとしたら、の話でしょう。今までは大丈夫だった」


    「喰われてからじゃ遅いでしょ」


    「お腹なかを減らさなければ、いいんでしょう。私たちがちゃんと、ご飯をあげていれば」


    「……暇ひまですね、ホント、金持ちってのは」


    　七日は失笑した。それからサーベルを鞘さやに納める。


    　静寂に満ちたフロアに、チンと鍔つば鳴なりが響き渡る。


    「じゃあ誰か喰われてからご連絡を。あなたたち人間を護る仕事なら、引き受けましょう」


    　言って七日は、リーダーに名刺を渡した。


    　それを見たゲンゴロウが、顔を青くして叫ぶ。


    「ふざけんな、こら、元祈祷士っ。わしとの契約はどうなる！」


    「……おいおい。〝わしゃあこんな男、知らんぞ！〟」


    　七日はゲンゴロウを見下ろして、先ほど吐かれた台詞せりふを繰り返してみせた。


    「キャンセルしたのはそっちのほうでしょう。再契約なら、また前金から頂きますよ。もちろん、この人たちの倍払ってもらいますけどね」


    「くっ……守しゆ銭せん奴どめっ！」


    「いやいやご謙けん遜そんを。あんたにゃ負けますって」


    　七なの日かはフロアを、玄関へ向かって歩いていく。ピンク色の住民たちが道を空けた。


    　七日がいなくなると、何人かの住民たちがラティメリアの周りに集まってきた。


    「あなた、大丈夫？　怪け我がしてるじゃない。あの祈き祷とう士しにやられたの？」


    　ラティメリアの肩にタオルを掛けたのは、あの細長い婦人だった。


    「女の子にこんな……何てひどいことを。警察に行きましょう。その前に、病院かしら」


    　婦人は悲痛に顔を歪ゆがめる。


    　ラティメリアはつぶやいた。


    「いい。……ご飯食べれば……治る」


    「ま、お腹なか空すいてるの？　いいわ、うちに来なさい。たくさん用意してあげるから」


    「ホント？　ハンバーガー？」


    　それがいいのね、と婦人は笑った。


    　顔を上げたラティメリアの瞳に、七日が映った。ポケットに両手を入れ、気け怠だるそうに向こうを向いて、玄関へ続く廊下の前に立っている。


    「置いてくぞ、ラティメリア」


    「……置いてきゃいいじゃん……」


    　ラティメリアは婦人の申し出を「やっぱいい」と断り、よろめきながら立ち上がった。


    　七日の元へ歩きながら、ラティメリアは戦闘中に舐なめた血の甘さを思い出す。特別な血、格別な肉。喰くうのはまだ、難しい。


    　ただしあれは、ハンバーガーよりも美う味まいのだ。


    



    　空は夕焼け色に染まり、日差しはやわらかくなっていた。日中暑ければ暑いほど、夕方に吹く穏やかな風が気持ちいい。とんがり屋根の風かざ見み鶏どりが、茜あかね色いろの空にキィと鳴いた。


    　ラティメリアは、門扉へ続く階段を七日について下りてゆく。一段踏み出すたびに左肩が痛んだ。本日最後のロリポップを噛かみ砕いてはみたものの、よもぎ味では力が出ない。


    「うぅ……。もうどこが痛いのか、わかんないくらいに痛いわ」


    「お前は食べれば治るんだから、まだいいだろ。車に乾パンがある」


    　ラティメリアの独り言に、数段下から、七日が応えた。


    「……こっちはそう易やす々やすと治りやしないんだ」


    「ふん。気安く話しかけないでくれる？　また襲ってやるから。その時があんたの最期よ」


    「そうかい」


    「私は諦あきらめてないわ。絶対に喰ってやるんだから」


    「さっき聞いたよ」


    　ラティメリアは納得いかない顔のまま、足を止めた。段上から七なの日かを見下ろす。


    「じゃあどうして、私を側そばに置くの」


    「言ったろ。必要だからだ」


    「今日みたいに、邪魔するかもしれないのに？」


    「お前がそれでいいと思ったんなら、それでいいよ。お前は歌うたい神がみを助けたいと思った。その感情に従って行動したんなら、それでいい」


    「……私を舐なめてるの？」


    「お前は脅きよう威いだ。俺に傷をつけられるマガツカミは、そういないだろ」


    「……あんたが何を考えてるのか、わからないわ」


    「わかり合う必要はねぇよ。俺とお前は、別種なんだから」


    　七日はラティメリアに背を見せて、階段の続きを下りていく。


    　門もん扉ぴの前の献花台には、今もたくさんの菓子やジュースが供そなえられている。歌い神がロリポップを知っていたのも、ここに供えられていたからだ。それを食べていた歌い神は、空腹に苛さいなまれることがなかった。


    　だから歌い神は、人を喰くう必要がなかったのだ。


    「……ねえ。これって、あのピンクの人たちが置いたの？」


    「だろうな」


    　献花台に置かれた品々は、屋敷で死んだ家族のために供えられたものではなかった。歌い神に送る、ファンからのプレゼントだったのだ。


    「つまりあいつらは、歌い神の愛好者ってことだ。聞けば死にたくなるあの歌は、それでも尚、熱狂的なファンを作ってたんだ」


    「……聞いたら悲しくなるのに？」


    「ああ。悲しくなるのに、だ」


    「……すごいね、歌って」


    　その歌は聞く人を魅了し、歌い神の味方へと引き入れてしまう。ラティメリアもまた、魅せられたうちの一人となるのだろうか。操られていたようで、癪しやくだった。


    　しかしなぜ、と疑問が湧わいて、ラティメリアは再び足を止める。


    「どうしてあんたにだけ、効かなかったんだろ」


    「俺はいつだって憂ゆう鬱うつなんだよ」


    　七日は簡単にそう言って、歩き続けた。


    



    　二人が乗ってきた車の天板に、歌い神が腰かけていた。所在なく足をぷらぷらとさせている。


    　腹の傷は癒いえていないはずだが、変化の乏とぼしい表情は、悲しみや苦しみを映さない。二人を静かに見下ろして、「ご機嫌よう」と挨あい拶さつした。


    　腕に抱かれた灰色猫は、やはりただ眠っているだけのように見える。


    「怪け我がはいいの？　カラメル」


    　ラティメリアは尋ねた。すると歌うたい神がみは目を丸くした。


    「……今、私に言ったの？　違う。カラメルは、この子の名前……」


    　灰色猫を持ち上げる歌い神に、ラティメリアは唇くちびるを尖とがらせた。


    「いいじゃない。だってその猫、あなたの依より代しろなんでしょ？　名前もらっちゃえば？」


    「え……いいの……？」


    「いいよね、ナノ」


    　ラティメリアは七なの日かへと振り返る。


    　七日は「好きにしろ」と答えて、カラメルを睨にらみつけた。


    「斬きられたくなきゃ、そこから降りろ」


    「野や蛮ばん……！」


    　カラメルは立ち上がり、ぴょんと大きくジャンプして、二人の背後に着地する。


    「俺の言葉を忘れんな。お前が一人でも喰くえば、さっきの続きをするからな」


    「……」


    　カラメルは答える代わりに、一言だけつぶやいた。


    「……〝ハイドランジア〟」


    「ん？　何？」


    　ラティメリアは小首を傾かしげたが、七日には伝わったらしい。


    「……なぜお前がその名を知ってる？」


    「……会ったから」


    　カラメルが告げたのは、屋敷に立ち寄ったという〝あの方〟の名前だった。


    「ああそうだ、ナノ。この子会ったんだって。六りつ花かのマガツカミに」


    「いつのことだ」


    　カラメルは首を横に振る。


    「これ以上は言わない……」


    　そうして、灰色猫をぎゅと抱き締めた。


    「この子の名前……見つけてくれて、ありがとう。それから、ラティメリア……」


    　言ってカラメルは、もじもじとうつむく。


    「……もしよかったら、その……また一緒に──」


    「うんっ、歌お。また来るよ、カラメル」


    　ラティメリアが笑顔で答えると、カラメルは安心したのか表情を綻ほころばせる。


    　かつてあの屋敷に住んでいた、人形のような少女のように、カラメルは笑った。


    「ん。ありがとっ……」


    



    　　　×　　　×　　　


    



    　走る車の後部座席で仰あお向むけに転がり、ラティメリアは夜空を流れる街灯を見上げていた。


    　乾パンをかじる。急いで食べると喉のどに詰まる。だからゆっくりと、ちびちびとかじる。


    　こんなもので体力はたいして回復しないが、ないよりはマシだった。今日は他に、プリンとロリポップしか食べていない。


    「ねえナノ……。この乾パン、もしかして晩ご飯……？」


    　運転席の七なの日かに、恐る恐る尋ねてみる。


    「飯がお前の報酬って話だったろ。仕事には出たんだ。作ってやるよ」


    「やった！　じゃハンバーガーにして？　ダブルの」


    　ラティメリアは七日の仕事に同伴するが、マガツカミであるために金銭はもらっていない。その代わりに、ご飯を作ってもらうのだ。仕事の後は、リクエストが通りやすい。


    「プリンも買って帰らない？　あの甘くてとろける濃厚プリン」


    「あれは通販限定だ。今日はもう手に入らねえよ」


    「まじかー……」


    　そんな貴重なものだったのなら、もっと味わって食べるべきだった。ラティメリアは今朝食べた、『濃厚カラメルプリン』の味を思い返す。


    「……ん？　カラメルプリン……？　カラメル？」


    　七日の好きなデザートと灰色猫の名前。同じ名称なのか。偶然にも……？


    「ナノ……」


    　ラティメリアは体を起こした。


    「……あれ、うそなの？　カラメルって……どうしてプリンと猫の名前が同じなのよ」


    「偶然だろ」


    　七日は何でもないように答える。


    　ラティメリアは今日一日の出来事を思い返した。そして一つの推論に達する。


    　七日は恐らく、歌うたい神がみの依より代しろに初めから気づいていた。本当に依り代を捜していたのなら、歌い神の血をラティメリアに舐なめさせ、〝ドレスアップ〟させたところで、依り代に関する何らかの手掛かりを掴つかもうとしたはずだ。


    　なのに依り代を探すフリをして、猫の名前を探していた。歌い神の最後のお願いを、約束を、守ろうとしていたのではないか。


    　しかし見つからなかった。屋敷のどこにも、猫の名前に繋つながる情報はなかった。だから歌い神を斬きる寸前。代わりに新たな名前をあげた。


    　確信があった。なぜなら七日はラティメリアがウミネコの名付け方で悩んでいた時、好きな食べ物でいいと言ったのだ。


    「カラメルプリンって、ナノの好きなものじゃんか！」


    「偶然だって。しつこいな」


    　七なの日かはフロントガラスを向いたまま、溜ため息いきをつく。ラティメリアはその横顔を覗のぞき込む。


    「ねえナノ。今日やけに、溜息多くない……？」


    「バカ言え。普段から俺はこんな感じだ」


    「もしかして、歌のせい？」


    「ちげえよ」


    　ラティメリアの頬ほおが緩ゆるむ。歌声を聞いておかしくなったのは、自分だけではなかった。この冷れい酷こく非ひ道どうな男にも、カラメルの歌は届いていたのだ。


    「くふ。ふふふ」


    　ラティメリアは後部座席に寝っ転がり、足をバタバタとさせた。


    「『歌にほだされたのか？』とか言って。どっちがよ、みたいな！」


    「暴れんな、うっとうしい」


    「はい。これあげるわ」


    　運転する七日の肩にタオルを掛ける。婦人からもらった、ピンク色のタオルである。表にはでかでかと、〝かなしみを守る会〟と書かれている。


    「好きなんでしょ？　カラメルの歌」


    「いらん」


    「わふ」


    　頭にタオルを投げ返されて、ラティメリアはシートに倒れこんだ。


    



    　ラティメリアは、物もの憂うげなメロディーを口ずさむ。


    　歌うたい神がみの歌は、猫の想いだった。


    　──〝早く日曜日になればいいのに〟。


    　──〝あの子が私と遊んでくれる〟。


    　──〝追いかけっこをして。お花を摘んで。一緒に並んで歌を歌って〟。


    　これは、独りぼっちになってしまった灰色猫の歌。


    　──〝日曜日は消えてしまった。ある日突然。永遠に〟。


    　それは、大好きだった少女が死んでしまったからだ。


    　ラティメリアは、タオルをブランケット代わりに被かぶりながら、つぶやいた。


    「ねえナノ。悲しみってね、癖になるのよ」


    「何だそりゃ」


    　ハンドルを握る七日は前を向いたまま。少しだけ笑った。
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    　──カツ、カツ、カツ。


    　深夜の歩道にピンヒールの音を打ち鳴らし、女は家路を急いでいた。


    　トンネルの出口に差し掛かった時、じっと見つめられているような怖おぞ気けを感じ、振り返る。


    　しかしチカチカと電灯の明滅するトンネル内に、人の気配はない。


    　気のせいかしら、と女は再び歩きだした。


    　少し歩いて、自分の足音に、別の者の足音が重なっていることに気づく。


    　不意に足を止める。すると、……コツ。少し遅れて、もう一方の足音も歩みを止めた。


    　女は咄とつ嗟さに振り返る。電灯の下に、人影を見つけた。逆光で塗り潰つぶされた顔はよく見えないが、浮かぶシルエットは背の高い男のものだった。ハットを被かぶり、この真夏の暑い夜に、丈たけの長いコートを着ていた。


    　男は何をするでもなく立ち止まり、じっと女を見つめている。


    「……？」


    　女は怪け訝げんに眉まゆ根ねを寄せて、足を速めた。


    　──カツ、カツ。……コツ、コツ。


    　男もまた、歩き出す。二つの足音がトンネル内に反響する。


    　恐怖に駆られ、いよいよ女は駆けだした。


    　トンネルを出て、深夜でひと気のない車道沿いをひたすら走る。


    　自宅マンションのエントランスを抜け、飛び乗ったエレベーターが動きだしてから、壁に背をもたれた。


    「フウ……フゥ……」


    　エレベーターの明かりは、暗い夜道を走ってきた女を落ち着かせた。


    　息を整え、あれは何だったのかと考える。幻覚や幻聴ではなかった。革靴の足音は、確かに自分の後をつけていた。自分は得体の知れない何者かに、襲われる寸前だったのだ。


    　エレベーターを降り、自室の部屋の鍵を開ける。


    　中に入り鍵を閉めて、電気のスイッチを押した。


    　明かりがついて初めて気づく。女の目の前に、トレンチコートを着た男が立っていた。


    「いやあっ！」


    　いつの間に部屋へ入ってきたのか、尻しり餅もちをついた女の顔を、男は腰を曲げて覗のぞき込む。その顔は、白い仮面で覆おおわれていた。


    　うっすらと笑みを浮かべたまま、両目の穴から、じっと女を見つめている。


    「ひっ……！」


    　女の振り回したハンドバッグが、男の顔面を叩たたいた。


    　パキ、と確かな手応えがあって、仮面の目元から頬ほおに向かって亀き裂れつが入る。


    　男は手で顔を覆ったが、仮面はその指の間から、パラパラと砕け落ちた。


    　露あらわになった男の顔を見上げ、女は青ざめた。


    　とても人とは思えないその素顔に、絶叫する。


    



    『ＮＯＯＯＯＯ！』


    　映画館内に、殺される女の悲鳴が響き渡った。


    　何度もナタを振り下ろされ、噴き上がる血ち飛沫しぶきがスクリーンに映る。


    　ラティメリアは劇場のちょうど真ん中辺りに一人で座り、肘ひじ掛かけに頬ほお杖づえをついていた。


    　もう片方の手でポップコーンを鷲わし掴づかみにし、大口開けて放り込む。


    「……」


    　女は血ち塗まみれになりながら、床を這はって逃げようとしている。その背に馬乗りになり、容赦なく追撃するトレンチコートの男──エッグマン。再びスクリーンが、血に染まった。


    「……」


    　ラティメリアはそわそわとコーラを手に取り、ストローをくわえた。喉のどを潤うるおしながらも、視線はスクリーンを見つめている。


    　とどめの一撃が、女の脳天へと食い込んだ。激しい音楽と、頭の割られる生々しい音にラティメリアはびくりと肩を跳ねさせる。


    「……えぐ」


    　顔をしかめたまま、そっと席を立つ。


    　スクリーンでは、エッグマンが女の解体に取りかかっていた。


    



    「何あの映画。一体何をどう楽しめばいいわけ？」


    　席を立ったラティメリアは、一人ぶつくさと文句を言いながらトイレへと向かった。


    　映画上映中のトイレに人の気配はなく、どこか物寂しい静けさに満ちている。


    　個室のドアを開けた時、背後にコツ、と足音を聞いた気がした。ハッとして振り返るラティメリア。しかし誰もいないはずのトイレ内に、人の気配はない。


    　気のせいか、とラティメリアは独り言を続けながら、個室へと入った。


    「……だいたい何なの？　エッグマンとか。うける。殺人鬼にしては名前可愛かわいくない？」


    　下着を下ろし、便座に腰かける。


    　膝ひざに両肘ひじを立て、頬杖をついた。


    「ちっとも怖くないんだけど。どうせ人間でしょ？　あんなの、私のほうが全然強いし──」


    　──コツ。再びトイレ内に足音が反響して、ラティメリアは口をつぐんだ。


    　気のせいではなかった。やはり誰かいるのだ。革靴をはいた、何者かが。


    　──コツ、コツ、コツ。


    　足音はゆっくりと、ラティメリアのいる個室へ近づいてくる。


    　その足音は、ついさっき劇場で聞いたものと酷似していた。


    　若者をつけ回し、次々と惨殺してゆく殺人鬼のものと。


    　──うそ、もしかして、エッグマン……？


    　ラティメリアは声が漏もれないよう、両手で口を塞ふさぐ。その殺人鬼が、どうしてこんなところにいるのだ。だらだらと冷や汗を流しながら、強く目をつぶる。


    　──私は今いません。私は空気です……。


    　コツ……。足音は、ラティメリアのいる個室の前で止まった。


    　ラティメリアは息を殺して、うずくまった。


    　五秒、一〇秒とじっと待つ。しかしドアは叩たたかれるわけでも、無理やりに開かれるわけでもない。足音が消えたあと、辺りはしんと静まり返っている。


    「……？」


    　ラティメリアは目を開く。視界がやけに暗いことに気づいた。頭上に影がかかっている。


    　ゆっくりと顔を上げた。


    　天井と個室との隙間に、ハットを被かぶった男が挟まっていた。


    　ラティメリアをじっと見下ろしていたのは、うっすらと笑みを浮かべた白い仮面──。


    「ぴぎゃああああああああああっ……！」


    　青ざめた頬ほおを両手で挟み、ラティメリアは絶叫した。
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    　　　×　　　×　　　


    



    　ラティメリアがエッグマンと遭遇する約四時間前──。


    　隣町にあるマンションの一室では、警察による凄せい惨さんな殺人事件の現場検証が行われていた。


    



    　その死体は、二つに分けられていた。警察官たちが忙せわしなく往来するマンションの一室。腰から上はベッドに寝かされ、そして、ちぎれた下半身部分は、ベッドの側そばに落ちていた。


    　鬼き怒ぬ川がわ刑事は、死体を覆おおうシートを捲めくり、深い溜ため息いきをつく。


    「これで三日連続、三人目か。世間じゃ噂うわさになってるみてえだな。マガツカミの仕し業わざだってよ」


    　立ち上がったその姿は大きく、猛たけ々だけしい。ただしその右腕は、三角巾で吊つられていた。


    「死体が見つかりゃマガツカミ、マガツカミってよ。そんなにマガツカミが好きなら、もうお前ら全員喰くわれちまえっつうんだ」


    「……警察官の言葉かよ」


    　鰯いわし水みず刑事が、マスクの下でぼそりとつぶやく。彼は鬼怒川と対照的に小さく、シルエットも細い。眼鏡めがねにマスクという出いで立ちで、その表情を隠している。


    　鰯水は隣接するキッチンから、部屋を眺めていた。


    　殺害現場は八畳ほどのフローリングだったが、ごちゃごちゃと物の散らばる部屋はずいぶんと狭く感じられる。洗濯物は吊しっぱなし、引き出しやクローゼットは開けっぱなし。テーブルにはビンや袋が所狭しと並び、床に散らばる空き缶は、煙草たばこの吸い殻で黒ずんでいる。


    　鰯水は顔をしかめる。生活臭に血の臭においが混ざり、足を踏み入れたくなかった。


    　動こうとしない鰯水に、鬼怒川が怒ど鳴なった。


    「何してんだおめえは幽霊か。ぼーっと突っ立ってねえで入ってこい」


    「……いや、ちょっと血の臭いが苦手で……」


    　すると鰯水の背後から、若い女刑事が顔を出した。亥いの鼻はなちとせである。


    「呼ばないんですか？　祈き祷とう士し」


    「うあぁ、亥鼻さん」


    　突然声をかけられ、鰯水の声が裏返る。


    「……呼ぶわけないでしょ。検死だってこれからなんだから」


    「体が真っ二つなんでしょ？　なのにマガツカミの仕業じゃないんですか？」


    「……いや、だって。マガツカミが血文字なんて残すかな」


    「ああ……。やっぱりまた、意味不明なメッセージ？」


    　鰯水に促され、ちとせは部屋の壁を確認する。


    　それは壁紙一面に書き殴られていた。


    　──〝エッグマン・ブギ　絶賛上映中！〟


    



    　被害者の血を使って書かれたと思われるメッセージは、おどろおどろしく滴したたり、黒ずんでいる。ちとせは、神妙な面おも持もちで血文字を見上げる。


    「昨日きのう、一昨日おとといと起きた殺人事件現場に残されてたのと、同じ文言ですね。やっぱり同一犯の仕し業わざでしょうか……」


    「さあ。それをこれから調べるんじゃないですか」


    「なるほどー」


    　ちとせは軽く頷うなずいて答えた。肩口まで垂れる髪を、耳の後ろで括くくったツインテール。笑顔でこそないものの、彼女の存在は周囲に明るい印象を与える。


    　鰯いわし水みずはしばしその横顔を見つめた。彼女は凄せい惨さんな殺人現場に咲く花のよう。しかし場違いであることに違いはない。鬼き怒ぬ川がわの野や暮ぼったい声がとどろく。


    「推理ごっこなら自分の管轄でやれ、亥いの鼻はな！　お前の持ち場ここじゃねえだろ」


    「うす。今日は交通整理っす。この下で」


    　ちとせは背を正し、慇いん懃ぎんに敬礼する。


    　鬼怒川は「女ってのはこれだから」と首を横に振った。


    「現場を荒らすんじゃ──」と口を開いたその時、すねをテーブルにぶつける。テーブルの上の化粧品がバタバタと倒れ、鬼怒川は慌てて足を下げた。


    「ったく、きたねぇ部屋だな！　ホントに女の一人暮らしなのか？」


    　鰯水が「現場荒らしてんの、あんたじゃん」とマスクの下で嘲ちよう笑しようする。


    　ちとせが鬼怒川に助言した。


    「女の子の一人暮らしなんて、こんなもんですよ」


    「はんっ、そうかい。貴重な女目線のご意見どうも。じゃこういう言葉は知ってるか？　〝好奇心は猫を殺す〟ってな。おら、さっさと行った行った」


    　しっしっと野良猫でも払うように手を振る鬼怒川。ちとせは食い下がる。


    「でも……私、猫じゃないし……」


    「言ってわかんねえなら、ぶん殴るぞ！」


    「あわ、すみませんっ」


    　鬼怒川の大だい喝かつ一いつ声せいに後あと退ずさりしたちとせは、キッチンとの段差に踵かかとをぶつけ、よろける。


    　鰯水が慌てて手を伸ばし、その背を支えた。


    「っと、気をつけてください」


    「ぅあ、……すみません」


    　態勢を立て直すちとせの側そばで、鰯水は所在なさげに、手をポケットへ引っ込めた。


    「……現場を荒らされたら困るんですから」


    　むすっとそうつぶやいたあと、さらに声を潜ひそめる。


    「……何か知りたかったら、後で私が教えますから」


    　ちとせは「ごめんなさい」と謝り、それから「ありがとう」と言った。


    「鰯いわし水みずくん、何だか、頼もしくなりました」


    「……別に」


    　ちとせは鰯水の顔を覗のぞき込む。


    「あの、古ふる川かわ七なの日かの襲撃事件の後くらいからかな。うん。たくましくなった」


    「まあ、あの人の腕、怪け我がさせたのは私ですし……」


    　鰯水は、鬼き怒ぬ川がわの大きな背をちらと一いち瞥べつする。片方の腕を三角巾で吊つったままでは、部屋の捜査も難なん儀ぎそうだ。


    「せめて怪我が治るまでは助けてやんないとっていうか。しっかりしねーとなっていうか」


    「ふふ。男らしいじゃないですか」


    「別に……」


    　ちとせは、検死官と鬼怒川が話しているのを見て、チャンスとばかりに腰を屈かがめた。


    　こそこそとベッドに近寄り、死体を覆おおうシートをめくる。


    「……鬼怒川さん」


    　名前を呼ばれ、振り返る鬼怒川。


    「お前、まだそんなとこに──」とがなったが、その怒声はすぐに呑のみ込まれた。


    　シートの中を覗き込むちとせの横顔が、青ざめていた。


    「……これ、マガツカミの仕し業わざですよ。こんなひどいこと、人間には……できない」


    　好奇心は猫を殺す。ちとせは迫せり上がる嘔おう吐と感かんに口元を塞ふさぎ、部屋の外へ駆けていく。


    



    　　　×　　　×　　　


    



    　しかしちとせは猫ではなかった。事件の起きたマンション近くの路地裏で、隠れて会う相手は懇こん意いの客だ。情報屋でもあるちとせは、今得た情報をすぐに売り渡していた。


    「顔がなかった？」


    　背の高い竹垣の側で、傘かさを差した七日が聞き返す。


    「はい。……抉えぐられていました。ごそっと……」


    　ちとせは力なく答える。こちらは傘ではなく、スーツに雨あま合がつ羽ぱを羽織って雨をしのいでいる。


    「喰くわれてたのか」


    「どうでしょう。顔の他にも、まだいろんなトコが発見されていません。胸部と内臓の一部。また右大だい腿たいから臀でん部ぶにかけて。顔面を含めた皮膚も数か所も失われています。それらが喰われてしまったのかは、まだ……」


    「強ごう姦かんの形跡は？」


    「……訊ききにくいことをさらっと訊くんですね」


    「重要だろ。人間に考えられる動機が、マガツカミには当てはまらない。まあ、穢けがす目的で喰くうマガツカミもいるっちゃあ、いるが」


    「検死結果が出ないことにはわかりませんよ。今運ばれてったばかりなんですから」


    「……ふん」


    　マンションを囲む荒れ地から、グワグワと蛙かえるの合唱が聞こえていた。夏の雨の風物詩。しかし今はそれよりも、マンションから響く野次馬たちの声のほうがうるさい。


    　一昨日おととい、昨日きのう、そして今日と、同じ町で起きた三つの殺人事件のせいで、町はどこか浮き足立っている。マガツカミの発生が懸念される中、住民の間で、ある噂うわさがささやかれていた。


    「妙な噂が立ってます。エッグマンの仕し業わざじゃないかって」


    「エッグマン……？」


    「はい。三件の事件発生現場近くで、不審者が目撃されているんです。トレンチコートにハットの男の姿。それから、一連の死体の側そばには奇妙なメッセージが残されているんです。壁一面にデカデカと、血文字で」


    　──〝エッグマン・ブギ、絶賛上映中〟。


    　宣伝文句のようなメッセージを、ちとせは口にする。


    「警官の間でも、オカルトじみた噂が立ってますよ。スクリーンから出てきたエッグマンが、自分の映画を宣伝しているんじゃないかって……」


    「待て待て。何の話をしているのかわからん」


    　とっておきの情報だったのだが、七なの日かの反応は薄い。ちとせはまさかと思い、尋ねてみる。


    「もしかして知らないんですか？　『エッグマン・ブギ』」


    「……何。重要？」


    「とても重要です。あらすじだけでも売りましょうか？」


    「ホントに関係あるんだろうな」


    「それはお客さんが決めること。情報屋は、あくまで情報を売るだけなのです」


    　七日から受け取った紙幣を数え、ちとせは「毎度ありぃ」と笑顔を見せた。


    「『エッグマン・ブギ』とは、一昔前に流は行やった洋画です。ハットにトレンチコートの殺人鬼が、次々と若者たちを殺していくってだけのホラー映画。その仮面を被かぶった殺人鬼こそ、エッグマンなんです」


    「映画を模も倣ほうした殺人ってことか……」


    　七日はつぶやいた。マガツカミがそのようなことをするだろうか。一気に人間くさくなる。


    「残酷さも模倣しているんでしょうか。作中のエッグマンも、殺した相手の顔を剥はいだり、内臓を引きずり出したりします。……調理されてしまった子もいましたよ。食べられちゃうの」


    「映画の話だろ？」


    「映画の話です。エッグマンが狙ねらう人物は、必ず、何か夢を持つ若者なんです。モデル志望の美女だとか、弁護士を目指す青年だとか。若者の目指す職業になぞらえて殺すんです。食べられちゃった子は、コックになるため日々フライパンを振っていました。そんな未来ある若者たちを、ヒナ鳥が孵かえる前のタマゴに見立てて、割ってっちゃうんですよねえ……」


    「で、模も倣ほうされた被害者たちは何のタマゴなんだ」


    「一人目の被害者男性はタクシーの運転手で、二人目の男子学生にどんな夢があったのかは、今のとこ不明。そして今回の被害者はＯＬです。何のタマゴでもありませんね」


    「……おいおい」


    「でもでも、人間誰しも、何かしらのタマゴなんじゃないかなあ」


    「ざっくりしてんな」


    「とにかく。その映画のクライマックスは、ヒロインがエッグマンを撃退するシーン。彼女の攻撃を顔に食らって、エッグマンの仮面にヒビが入るんです。ぴしぴしっ。その正体は、事故で顔を焼かれた役者志望のボーイフレンドだったんです！　すみません！　ネタバレ！」


    「いやいいよ、買った情報だし。観ないし」


    　ちとせの興奮とは裏腹に、七なの日かは終始冷さめている。


    「映画、観ないんですか？」


    「俺はな。あいつのほうが詳しいよ」


    「へえ……。そう言えば、今日は喰くい神がみさん連れてないんですね」


    「来てるよ。パン買いに行ってる」


    　七日は路地の先を視線で示す。ラティメリアは暇ひまを持て余し、マンションの向かいにあるパン屋に、昼食を買いに行っていた。


    「まあ今回は無駄足だったかもしれないな。マガツカミが、わざわざ映画をなぞって人を喰うとは思えない」


    「けど……。これは、情報じゃなくて、私個人の意見なんですけど」


    　ちとせは声のトーンを落とした。


    「私は、マガツカミの仕し業わざだと思います。あんなひどい死体……人間がやったとは思えません。文字を書けるマガツカミもいるでしょ？」


    「まあ、知能が高ければ」


    「……戦争が終わって、この国の人々は変わったじゃないですか。がむしゃらに働いて、技術を身につけて、街を作った。人って、いまだに進化してるんだと思うんです。けどそれって、人間だけなんでしょうか？」


    「……」


    「変わってく人間社会に合わせて、マガツカミもまた進化したりはしないでしょうか。ただ喰うだけじゃなくて。人間の真ま似ねをして、人間みたいに人を殺すマガツカミが生まれてもおかしくないんじゃないかって、思うんです。それこそ、喰くい神がみさんだって──」


    「あいつは特別なんだ」


    「じゃあ今回のマガツカミも特別ってことは？」


    「それは……」


    　七なの日かは言いよどむ。


    　空気を読んだちとせが、大おお袈げ裟さに頭を下げた。


    「わ、すみませんっ。一介の情報屋ふぜいが、出過ぎた発言でした」


    「いいよ。お喋しやべりな情報屋は多いが、自分の意見を述べる情報屋は少ない」


    「……本音じゃないかもしれませんよ？　古ふる川かわさんを迷走させようとしているのかも」


    「あんたはそんなに器用じゃないだろ」


    　褒ほめられているのか、その逆なのか。ちとせは作る表情に困り、視線を落とした。


    「……情報って、お守りみたいなものです。知れば安心、知らねば不安。情報が多いほど対策は取りやすいし、動き方も決められる。でも今回のは、変です──」


    「……」


    「遺体には犯人の獣じみた狂暴性が見られて……。と思えば人間みたいなメッセージを残すし。なのにその文章は意味不明で、被害者との繋つながりも見られない。殺人を楽しんでいるのか。楽しんであんなことができるのか。不可解が拭ぬぐえません。知れば知るほど不安になります。何だか……嫌な予感がするんです──」


    　雨の中、マンションを見上げて情報屋はそっとつぶやく。


    　強くなる雨足が、そのおぼつかない不安を呑のみ込んでいった。


    



    　　　×　　　×　　　


    



    　警察による現場検証は、なおも続いていた。


    　天井にまで達する血文字を見上げ、鬼き怒ぬ川がわは舌打ちを飛ばす。


    「〝エッグマン・ブギ〟、ってのを観てみるしかねえな、こりゃ」


    「ただこの洋画、もうやってないですからね。一体どこで上映中なのか……」


    　鰯いわし水みずのつぶやく側で、鬼怒川の眉み間けんにしわが寄る。


    「まさか……。アメリカ野郎が犯人なのか……？」


    　鰯水はマスクの下で失笑した。


    「いや短絡的すぎでしょ……。そもそもこれ日本語だし」


    　鰯水はテーブルの側そばにしゃがみ込み、無造作に並ぶ化粧品を一つ一つ確認する。


    　触れたコップの中に沈むものを発見し、悲鳴を上げた。


    「ああん？　どうした」


    　鬼き怒ぬ川がわが、尻しり餅もちをついた鰯いわし水みずの隣に膝ひざを立てる。


    　テーブルの上のコップは水で満たされており、その中に目玉が一つ、沈んでいた。


    「仏さんのか……？」


    　鬼怒川はコップのフチを持って、側面から目玉を覗のぞき込んだ。


    　黒目に鮮やかな青紫の虹こう彩さいが、蛍光灯の光を受けてキラキラと輝いている。


    「……ずいぶんと綺き麗れいな状態だな」


    　その美しさには造形物のような不自然さも感じたが、オモチャや雑貨には見えない。


    　目玉はじっと、鬼怒川と鰯水の顔を見つめていた。


    「鑑識まだ下にいるだろ。届けてこい」


    「え……私がですか……？」


    「なんだ。怪け我がが治るまで、しっかり助けてくれるんじゃなかったのか？」


    「……っ。地獄耳かよ……」


    　鰯水は小さく舌打ちをするが、「それも聞こえてんぞ」と怒ど鳴なる鬼怒川に促され、しぶしぶコップを受け取った。


    「……馬ば鹿か野郎が」


    　鬼怒川は乱暴につぶやき、部屋を出ていく鰯水の背中を見送った。


    



    　ツーツーツー。トランシーバーのランプが点滅し、ちとせは七なの日かに「失礼」と断りを入れて、アンテナを伸ばす。


    「はい、こちら刑事課第二係、亥いの鼻はなです。どうぞ」


    『──亥鼻さん？　新しい情報、いります？』


    「え？　情報？　いるいる！」


    　声を跳ねさせるちとせの様子を、七日は差した傘かさの下から眺めている。


    「情報のやり取りを連絡無線で行うのかよ……バレないのか？」


    　ちとせはトランシーバーのスイッチを離し、人差し指を唇くちびるの前に立てた。


    「私専用の秘密のチャンネルなんです」


    「……専用があんの？」


    「当然。情報屋で専用チャンネル持ってない奴なんて三流ですよ」


    　ツーツーツー。再びトランシーバーが鳴って、ちとせは七日に背を向ける。


    「もしもし？　情報って、どんな？」


    『あの……遺体なんですが、また新たに見つかったんです。別の部位が』


    「別の部位？　それって──あ、やばっ」


    　マンションの階上へ視線を向けたちとせは、慌てて七日の傘の下に逃げ込んだ。


    「何……？」


    「……情報提供者が現場の非常階段にいました。ちょっと隠してください」


    　七なの日かは、ちとせの頭越しにマンションを見上げる。事件現場である八階の非常階段、その欄らん干かん付近で、鰯いわし水みずが電波の届く場所を捜すようにうろちょろしている。


    「……古ふる川かわさんのせいですよ。だから嫌だったんです。こんな現場近くで待ち合わせなんて」


    「踏み込まれるよりはマシだろ。前みたいに」


    「それだけはもう勘弁して。階段の人、こっち見てます？」


    「自分で確認しろよ」


    「きゃ」


    　七日はちとせの肩を抱いて反転した。ちとせの立っている位置から、七日の肩越しにマンションが確認できた。鰯水はトランシーバーを手に、欄干へ肘ひじをついていた。


    『……亥いの鼻はなさん？　今どこですか？　大丈夫？』


    「今……。下で、交通整理を少々……」


    『大変ですね。結構人来てます？』


    「ええ。なんか、関係ない人とか、わらわら集まっちゃってて……」


    『あー、クソですね。こっからも、いちゃいちゃしてるカップルが見えますよ。殺人現場のすぐ側そばで、壁ドンしてるわ』


    「はは……不謹慎ですね。逮捕しときます」


    　ちとせは七日の差す傘かさの下で、引き攣つった笑みを浮かべた。


    「……それより、新しく見つかった部位って」


    『ああ。目玉です』


    「目玉？　え……。でも、被害者の目……両方ともあったような」


    『ちっとも腐くさってなくて、すっげー綺き麗れいなんですよ。虹こう彩さいなんか青紫色で──』


    　瞬間、ちとせを抱くようにして耳をそばだてていた七日の表情が強こわ張ばった。


    「青紫だと……？」


    　七日のつぶやきに、ちとせが慌てて人差し指を立てる。


    　七日はさして気にする様子もなく、ちとせの耳にささやいた。


    「……警戒しろ。マガツカミだ」


    



    　　　×　　　×　　　


    



    　鰯水の乗った下りエレベーターが閉まりきる直前、外から華きや奢しやな腕が差し込まれた。


    「いたっ」


    　若い女の悲鳴が上がる。


    　ゆっくりと扉が開き、現れたのは髪の長い女性だった。


    「すみません……」と女性は軽く会釈して、エレベーター内へと入ってくる。


    　鰯いわし水みずは一歩横にずれて、女性を迎え入れた。ふんわりとした、柔らかな香りがした。


    　胸元まで閉めたブラウスに、落ち着いた紅色のスカート。女性の佇たたずまいには気品があった。その奥ゆかしさに内包された形のよい胸が、なめらかなカーブを描いてブラウスを大きく膨ふくらませている。


    　思わずその胸元へ視線が泳いで、鰯水は慌てて目を逸そらす。


    　エレベーターが動きだしてから、婦人はおずおずと声を上げた。


    「……警察の方……？」


    「あ、はい」


    「ご苦労様です。殺人……ですってね。可哀かわい相そうに」


    「……あ、被害者をご存じですか」


    「ええ、少し。それは？」


    　婦人は鰯水の手元を覗のぞき込む。その手には、ハンカチで覆おおっただけのコップが掴つかまれている。青紫の目玉もそのまま、浸された状態にあった。


    「いや、これは……」


    　容易に一般人に見せられるものではない。鰯水はコップを背に回した。


    「目玉、かしら……？　目玉に見えたわ、今」


    「いやさすがにこれは……」


    「興味があるわ。ねえ、それ見せてくださらない？」


    　婦人は鰯水に縋すがるようにして体を寄せる。


    　鰯水は仰のけ反ぞり、今にも胸元へ落ちそうな視線を持ち上げる。


    「いや……本当に、勘弁してください、ちょっと……」


    　鰯水の腕をその胸に抱きしめ、婦人はさらに体を密着させる。


    「ちょっとだけ。ちょっとだけだから。ね？」


    「いや、ホントにこれは──」


    　甘い香りに息が詰まる。耳まで赤くした鰯水は、婦人の顔を見下ろした。


    　その時になって初めて、この女の異常性に気づく。


    「……は？」


    　左目が、なかった。


    　婦人の目玉があるはずの部分は仄ほの暗ぐらく、ただ、がらんどうの穴ぼこが空いているだけ。


    　気がつけば、上目遣いで見つめる右目の虹こう彩さいが、鮮やかに灯ともっている。


    　部屋で見つけた目玉と同じ、美しい青紫の色──。婦人は可か憐れんに微ほほ笑えんだ。


    「返してくださる？　私の目玉」


    　婦人は鰯いわし水みずの頬ほおに、そっと手を伸ばした。その指先が触れた、瞬間。婦人の腕から黒い影がぞわぞわと滲にじみ出て、鰯水の顔を覆おおってゆく。


    　鰯水はうろたえ、「へあ」とかん高い声で泣いた。開いたその口から、目から鼻から両耳の穴から、影はうごめいて侵入し、鰯水の体内を影で満たしてゆく。


    「お、ごあ……」


    　鰯水の手からコップを奪い、婦人は目玉を、細い指先でつまみ上げる。


    「ほら、やっぱり目玉じゃない。危ない危ない。持ってかれるとこだった」


    　鰯水の顔面から溢あふれた影は、次に全身を呑のみ込んでゆく。その頭上で影が大きく膨ふくれあがり、球体を形作った。黒い球体に切れ目が入り、現れたのは歯。人間のものをそのまま巨大化させたような口である。


    　婦人は目玉を、空洞となっていた眼がん窩かにはめた。


    　まだ焦点の合わない瞳で、膝ひざから崩れ落ちた鰯水を見つめる。


    「ありがとう、刑事さん。おやすみ」


    「ああぁ……、おあああ……！」


    　聞こえているのか、いないのか。鰯水の伸ばした手が宙を掻かく。


    　直後、頭上の球体が大口を開け、鰯水の首を噛かみ切った。


    　ハイドランジア──。紫陽花あじさいを意味するそれが、婦人の名前だった。
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    「どんなに若くとも男は好かん。苦くて固くて、珈コー琲ヒーを噛かんでいるみたいだよ。砂糖とミルクを混ぜなきゃ、とても喰くえたものじゃないな」


    　それは独り言のようだったが、ハイドランジアの足元に落ちる影から、声が返ってきた。


    「言うがお嬢。ちゃっかり喰っておるではないか」


    「ちょっとした味見さ。指フェチなんだ」


    　ハイドランジアは答え、唇くちびるに挟んでいた人差し指を、ぷいと吐き捨てた。


    　チンと間の抜けた音がして、エレベーターの扉が開く。


    　一階ロビーのエレベーター前には、太った中年の女が立っていた。


    　顔を上げた女は、エレベーター内の惨さん劇げきを見て、あわわと口を開ける。


    　壁に飛び散った血の跡や、床に転がるちぎれた肉塊。真っ赤に染まったエレベーターの中から、ハイドランジアは丁てい寧ねいな口調でお願いした。


    「どいていただけるかしら？」


    　清せい楚そ可か憐れんに微ほほ笑えんでみせたはずなのに、中年の女はその場で尻しり餅もちをつく。


    「……ふむ。まだ恐れさせてしまうか……。難しいな、作り笑いってのは」


    　気分を害されたハイドランジアは右腕に影を滲にじませ、それを尖とがらせて、女の胸元を貫いた。


    　吐と血けつする女。その頭上に乗った、婦人用ハットに目がいく。


    「おや、素敵な帽子。死人にはもったいないね。いただこう」


    　ハットだけを奪い、ハイドランジアは中年の女をロビーの端へ放った。


    「ああいう女も不ま味ずい。体中に化学調味料を塗りたくった肉は胸焼けがするよ。腐くさらないようにしているんだろうか」


    　歩く足元にできた影が答える。


    「すでに腐っているのを、懸命に隠しているのかもしれませんな」


    「可愛かわいいね、人間って」


    　ハイドランジアはハットを手に、くすくすと笑った。


    　ロビーに入って来た警察官が女の死体を見つけ、声を上げた。踵きびすを返して正面玄関へ駆けだすその背中へ、ハイドランジアが右手を振るう。滲にじみ出た影が真っ直すぐに伸び、逃げる警察官の背中を貫く。警察官はかん高い絶叫を上げて倒れた。ロビーを抜けた先のエントランス──メディアや野次馬たちの集まるマンションの前で。


    　マンション入り口を抜けた先のエントランスには、幅の広い階段が設置されており、人々のいるアスファルトからは数段高くなっている。ハイドランジアが現れると、多くの人が彼女を見上げ、フラッシュを焚たいた。


    　声を上げ倒れた警察官と、その後から登場した若い女。一体何事かと人々はざわめき、ハイドランジアを指さす。


    　ザアザア降る雨の下、ハイドランジアは、自分を囲む人間たちを見渡した。


    「見られる、というのも悪くないな」


    「何を呑のん気きなことを」


    　足元の影かげ法ぼう師しに口が生まれ、説教を始める。


    「お嬢、無意味に姿をさらしてよいことなどありませぬ。だから儂わしは反対したのじゃ。目玉をあえてあの部屋に残しておくなど……」


    「だって気になるじゃないか。せっかく〝宣伝〟したんだ。成功したかどうか、最後まで覗のぞいておきたかったのさ」


    「お遊びが過ぎる。目玉はあなたの依より代しろですぞ。もっと大事に扱って頂かないと──」


    　ハイドランジアは腰に手を当て、めんどくさそうに答えた。


    「もういいじゃないか、こうしてちゃんと取り返せたんだから。翁おきなよ、お前は口うるさ過ぎる」


    「心配しておるのじゃ」


    「説教なら帰ってから聞くよ。それよりも、せっかくこうして注目を浴びているんだ。この事件をより扇情的にするために、ちょっと遊んでいこう」


    「……おやめなさい、と言っても聞かないのでしょうな」


    「わかっているじゃないか」


    　ハイドランジアは奪ったハットを被かぶり、口の端はを吊つり上げる。


    　直後、足元の影法師がハイドランジアのヒールへと吸い込まれ、全身から滲にじみ出た影が、頭上に球体を作る。球体の表面が裂け、現れたのは例の大きな口。


    　ハイドランジアはまるで指揮者のように、しなやかに。両手を頭上にかざした。


    「さあ、派手に行こう──殺せっ」


    　両腕を振り下ろしたその瞬間、球体から無数の触手が伸び、眼下に集まった人々を貫いてゆく。雨音に悲鳴が交じった。警察官、マスコミ、野次馬、住人関係なしに、影から生まれた触手は、逃げ惑う人々を無差別に串刺しにしていった。


    　阿あ鼻び叫きよう喚かんの惨状を、ハイドランジアは段上から眺めた。


    　群れを掻かき乱すのは愉快である。しかしすぐに、おや、と一人の少女に目がいった。


    　蜘く蛛もの子を散らす人々の中で、唯一、触手を避よけ続けている者がいる。


    　紫色のフードを被り、手には大きめの紙袋を抱いていた。避けながら紙袋に手を突っ込み、取り出した揚げパンを食べている。


    「……翁。面おも白しろい子がいる」


    「ほう。しぶといですな」


    「あれは美う味まそうだ。私にも鎌かまを」


    「御ぎよ意い」


    　触手の一本が、ハイドランジアの差し出した右手に絡みつき、ちぎれた。触手は黒い大鎌へと形状を変える。


    　ハイドランジアは二、三度、鎌かまを振って感じを確かめ、階段を一歩踏み出した。


    



    「おっ、おおっ!?　何、これ」


    　揚げパンを飲み込んだ後も、ラティメリアは触手を避よけ続けていた。


    　最初は一本だった触手が、次々に増えてゆく。無差別に人々を貫いていた触手が、ラティメリアを狙ねらい始めていた。


    　バックステップの後に触手が降り、ラティメリアの立っていたアスファルトをうがつ。触手はくねくねと柔らかそうであるのに、その先端は鋭利に尖とがり、アスファルトをも砕いた。


    「……痛そうだね、あれは」


    　しゃがんだラティメリアの頭上をかすめて、触手が車の窓ガラスを貫いた。


    　息つく間もなく飛んできた触手を、片手側転でかわした。腕にはしっかりと、パンの紙袋を抱いている。着地した、その瞬間。禍まが々まがしい殺気に、身の毛がよだった。


    「……え」


    　すぐ後ろに、大鎌を構えたハイドランジアがいる。湾わん曲きよくした先端を下にして、足元から弧を描いて抉えぐるように、鎌を振り上げる。


    　鎌の切きっ先が、紙袋を貫いた。


    　ラティメリアは、すんでのところで攻撃をかわした。しかしその直後、アスファルトに映る自分の影に、開いた口を見つける。


    　影から発生した無数の触手が、ラティメリアの体を突き上げ、串刺しにした。


    「んあっ……！」


    　仰あお向むけに眠るような形で、ラティメリアは宙に浮いたまま固定された。


    　鎌を肩に担いだハイドランジアが、ゆっくりと近づいてゆく。


    「君、人間にしてはなかなか──」


    　しかし途中で言葉を切り、足を止める。


    「……人間じゃ、ないのか……？」


    　逆さにハイドランジアを見るラティメリアも、彼女の、他のマガツカミとは違う気配を察知した。会ったことなどないはずなのに、他人とは思えない既き視し感かん。


    「……六りつ花かのマガツカミ……？」


    「ふふ。如い何かにも。初めましてだね。目玉を依より代しろに持つ〝覗のぞき神がみ〟だ。君は、喰くい神かな」


    「……バカじゃないの？　自分から依り代を明かすなんて、喰われたいの？」


    「マガツカミ同士じゃないか。攻撃したことは謝ろう。……翁おきな、離してやれ」


    　ハイドランジアが言うと、ラティメリアの体を貫いていた触手が、アスファルトの影に吸い込まれて消えた。ラティメリアは転がり落ちる。


    「……君がいるということは、ナノカもどこかに──」


    「いるよ」


    　ラティメリアはハイドランジアを睨にらみつける。その視線が、ハイドランジアの背後へと滑る。


    　ハイドランジアは咄とつ嗟さに大おお鎌がまを構え、振り返った。


    　突如背後に現れたのは七なの日か。横よこ薙なぎに振るわれたサーベルの切きっ先を、ハイドランジアは体を反そらしてかわした。前に出した大鎌が真っ二つに斬きられる。


    「ナノカ……！」


    　ハイドランジアは後方に跳び、七日との距離を取った。


    「見つけたぞ。ハイドランジア……！」


    　七日はサーベルを構え、突進する。


    「逃げられると思うな」


    「はは。焦こがれるのは嬉うれしい限りだがね。逃げていたと思われるのは心外だな」


    　ハイドランジアは身を引いてその剣筋をかわしながら、構わず話し続けた。


    「旅をしていたんだ。人間からいろいろ学ぶために」


    「学ぶ……？　お前が人間から学べることなんてあんのかよ」


    「たくさんあるさ。年齢別の味の違い、とか。生活環境による味の変化、だとか──」


    　にんまりと、ハイドランジアは凶悪な笑みを浮かべる。


    「──北で生まれた人間と、南で生まれた人間とでは、どっちが甘いか知ってるかい？」


    「マガツカミがっ……！」


    　七日の突いたサーベルの白刃が、ハイドランジアの長い髪をかすめた。


    　さらに七日が踏み込んだその時、ハイドランジアの足元の影が声を上げる。


    「お嬢っ！　上じゃっ」


    　直後、足元の影がハイドランジアの全身を覆おおうように広がり、ラティメリアの浴びせ蹴げりをガードする。


    「ちっ……！」


    　着地したラティメリアに、七日が叫んだ。


    「邪魔するな、ラティメリアっ」


    「はあ？　邪魔なのはあんたなんだけど。先にケンカ売られたのは私なんだ。この喰くい神がみが、やられたまんま黙って見てられるかっての」


    「バカが。そいつは六りつ花かのマガツカミだぞ」


    「知ってるわ。だから何？」


    「お前じゃ無理だっつってんだ。下がってろ！」


    「……命令、すんなっ」


    　言下に飛び出したラティメリアは、一直線にハイドランジアへと駆ける。


    　ハイドランジアは笑った。


    「仲がいいんだね、二人とも」


    　ラティメリアの蹴けりを避よけると同時に、ハイドランジアは腕を伸ばす。その指先から影が滲にじみ、飛び出した影の触手がラティメリアの足首を絡め取る。


    「うああっ……！」


    　宙吊づりにしたラティメリアを振り回し、アスファルトへと叩たたきつけた。


    　七なの日かはハイドランジアの背後へ回り込み、隙を探す。前へ出た瞬間、ハイドランジアの影かげ法ぼう師しから、大口を開けた影の球体が飛び出した。


    「っ……！　っぜえな」


    　噛かみつきをかわしながらの横一いつ閃せん。球体を真っ二つに切り裂くと同時に、ハイドランジアの背中へと踏み込む。


    　ハイドランジアは七日の接近に気づき、腕を引いた。触手の先に括くくられたラティメリアの首に手を回し、盾たてにする。


    　七日は袈け裟さ斬ぎりに振りかぶっていたサーベルを、突きに変えた。


    「え、ちょっ、待っ──」


    　危険を察知したラティメリアは声を上げたが、七日は止まらなかった。


    　サーベルを前に突き出し、ラティメリアの体ごと、ハイドランジアを貫く。


    「っ……！」


    　その行動は意外だったのか、ハイドランジアが驚きよう愕がくの表情を見せた。ラティメリアを突き離し、よたよたと後あと退ずさって尻しり餅もちをつく。そのブラウスの脇腹辺りに、血が滲んでいる。


    　ラティメリアもまた、腹を抱えてうずくまっていた。


    　七日はハイドランジアの前に立ち、改めてサーベルを構える。


    　ハイドランジアは肩で息をしながら、青紫の瞳で七日を見上げた。


    「……はは。仲良しこよしに見えたんだがな」


    「見誤ったな。あれはお前と同じ、マガツカミだろ」


    「……そんなに嫌いか、マガツカミが」


    「嫌いだね。返してもらうぞ、その目玉」


    「お嬢……！」


    　二つに斬きられたはずの影がアスファルトを滑り、ハイドランジアの体を包み込んだ。


    「っ……」


    　七日の目を遮さえぎり、影は巨大な虎へと姿を変える。


    　その口に手負いのハイドランジアをくわえたまま、虎は七日から距離を取り逃げだした。


    「くそっ……！」


    　不意を突かれた七日は、ラティメリアへと振り返った。


    「追うぞ、ラティメリア！」


    　しかしラティメリアはアスファルトにうずくまったまま、動かない。雨で濡ぬれるアスファルトに、流れ出た鮮血が広がってゆく。


    「はあ、はあ……」


    「急所は外してある。立てるだろ」


    「……」


    　顔を上げようともしないラティメリアを見下ろし、七なの日かは焦じれた。


    　ここで六りつ花かのマガツカミを見逃すわけにはいかない。


    「召しよう喚かんするからな」と言い捨て、七日はラティメリアを置いて、黒い虎を追った。


    



    　　　×　　　×　　　


    



    　灰色の空が広がっていた。陰いん鬱うつに雨は降り続く。


    　ただし雨が降らなくとも、寂れた町、鉱こう南なん町ちように漂う空気はどんよりと重たい。


    　戦前、この町は製鉄工場の立ち並ぶ工業地帯だった。住み込みで働く労働者が集つどい、彼らを対象とした商売人が集った。男たちは日銭を惜しみなく使い、酒を飲み女を買う。


    　自然とそういう町になった。以前はここに、夜こそ光る賑にぎやかな風俗街があったのだ。


    　しかし始まった戦争が、状況を一変させた。


    　製鉄工場は、戦車や戦闘機に使われる部品を作るようになった。工場一つ一つがこなさなければならないノルマは格段に増えた。なのに労働力となる男たちは、次々と戦場へ駆り出されていく。


    　町に残ったのは、長時間労働に向かない老人や体を動かすのも困難な病人。力なき女子供だけ。工場はそれでも稼働し続けたが、客のいない風俗街はやがて廃すたれ、色いろ褪あせていく。


    　戦場で散った男たちが、戻ってくることはなかった。


    　戦後、少ない資材を使って工場は稼働し続けたが、濛もう々もうと吐き出される煙を見上げるのは、所在なく佇たたずむ老婆や、あばらの浮いた野良犬ばかりであった。


    　町にかつての活気はなく、緩ゆるやかな衰退に向かう疲労感が漂っている。


    



    　ハイドランジアを追ってやって来た七日は、町の入り口にかかるアーチを見上げていた。


    　──〝お疲れさま！　鉱南町へようこそ〟。


    　労働者たちを労ねぎらうように、アーチにはそう書かれている。看板を縁取る豆電球はところどころ割れていて、かける相手のいない言葉がむなしい。


    　七日は降りしきる雨の中、アーチを潜くぐった。シャッターの閉まった通りに人はほとんどいないが、それでも町角のスナックからは、下へ手たくそな演歌が聞こえてくる。


    　辺りは薄暗い。電信柱の蛍光灯が明滅の後に点灯し、ぽうっと雨降る路地を照らし出した。


    　七なの日かはとある映画館の前で足を止めた。タカラ座と書かれた看板は歪ゆがんでいる。この町に似つかわしい、古ぼけた映画館である。


    　入り口側の立て看板に、映画のポスターが並んでいた。


    　決め顔の役者たちが並ぶ中に一枚だけ、外国人の顔が描かれている。


    「……『エッグマン・ブギ』」


    　中央に描かれたブロンドの女性は、恐怖に引き攣つった顔でどこか遠くを見上げている。


    　ポスターの下のパネルには、〝上映中〟と書かれていた。


    



    「降りますなあ。大変だったでしょう、傘かさもなしだと」


    　映画館の支配人である白しら坂さかは、窓の側そばで打ちつける雨粒を眺めながら言った。


    　白髪交じりの小柄な体。腰は多少曲がってはいるが、パリッと糊のりをきかせたシャツにスーツパンツをサスペンダーで吊つった姿には、老いを感じさせない若々しさがある。


    　細い目元がニコニコと、映画館の事務所を訪れた七日を迎え入れていた。


    　傘を放ってハイドランジアを追跡していた七日は、全身ぐっしょりと雨に濡ぬれていた。前髪から、ぽたぽたと水滴が垂れている。


    「今、タオルを持ってこさせましょう」


    「いえ、お構いなく。それよりも現在、館内にはどれぐらいの人が？」


    「少ないですよ」


    　白坂は自じ虐ぎやく気味に笑った。


    「今じゃこの通り。閑散としております。昔はよかったなあ。封切りと同時に人がなだれ込んで来たもんですよ。ずーっと先までね、列を作って……」


    　白坂は、壁に飾られた白黒の集合写真を見上げた。そこには、たくさんの従業員と笑顔を見せる白坂の姿がある。背景にあるのはこのタカラ座だ。看板はまだ、真新しい。


    　姿形こそしゃんと決めている白坂だったが、それは廃すたれゆく現状への、せめてもの抵抗でしかないのかもしれない。吐き出す溜ため息いきは深い。


    「じきに閉館するそうですね。表に張り紙があった」


    「ええ。もうこの映画館には、新しいものを迎え入れるだけの力がない。今は人気のあった『エッグマン・ブギ』を繰り返し流して何とかやっていますが……そろそろそれも難しい」


    　話題を変えようとしてか、白坂は声を明るくした。


    「ご覧になりましたか？　『エッグマン・ブギ』」


    「いえ」


    「何とまあ！　ぜひ観て行ってください。シビれますよ」


    「……そうですね。案件が片づいてからゆっくりと」


    「ああ、そうでした。すみません、つい、余計な話を……」


    　ソファーに座った白しら坂さかは、「どうぞどうぞ」と七なの日かにも着席を促す。


    　七日は座らないまま、用件を言った。


    「この映画館に、マガツカミが発生している恐れがあります。調査させていただきたい」


    「……マガツカミ？　そんな」


    「すでに実害が出ています。隣町で起きた連続殺人事件をご存じでしょうか」


    　先の殺人事件について説明する。惨殺された死体は、マガツカミの仕し業わざかもしれないということ。現場にマガツカミが現れたということ。そのマガツカミを追って、この映画館まで辿たどり着いたということ。


    　白坂は呆ぼう然ぜんと話を聞いていた。


    「現場近くで、エッグマンの姿が目撃されているそうです。マガツカミがエッグマンとやらに化けて、この映画館の宣伝活動をしているのかもしれない」


    「……どうしてマガツカミが宣伝なんか……？」


    「潰つぶしたくないのでしょう。この映画館を」


    　七日が対たい峙じしたハイドランジアの影には、もう一体のマガツカミが潜ひそんでいた。姿形を自在に変えるあのマガツカミを、七日は〝化ばけ神がみ〟だと推定する。


    　おそらくはその化け神が、エッグマンの姿に化け、人を殺して回っているのだ。そしてハイドランジアは、それを覗のぞき見て楽しんでいる。あるいは指示しているのが、彼女なのかもしれない。


    「この映画館に逃げ込んだ二体のマガツカミを見つけたい。協力していただけますか」


    　白坂はゴクリと固かた唾ずを呑のんだ。


    「……何をすれば？」


    「何も。いつも通りに営業を続けてください。ただ、館内を探索させてもらいます」


    「ええ。そのくらいなら、どうぞ好きなだけ……」


    　白坂は、大きく息を吐いてソファーに深く背をもたれた。


    「……もうすぐ閉館だというのに、ここに来てマガツカミとは……」


    「マガツカミは人の想いが寄って発生します。奴らが発生するってことは、それだけ愛された映画館だったのでしょう。……慰なぐさめにもなりませんがね」


    　七日はそう言い、続けて白坂に尋ねた。


    「ところで、近くにハンバーガーを売っている店はありますか？」


    



    　　　×　　　×　　　


    



    　ラティメリアは、救急車の中で目を覚ました。


    「んぅ……」


    　寝ぼけ眼まなこで体を起こし、あくびを一つ。担架に乗せられ、毛布がかけられていた。


    　ここはどこだと顔を上げたその時、隣の担架で悲鳴が上がった。


    「うあああああああっ！」


    　ラティメリアは、びくりと肩を跳ねさせる。一気に眠気が吹き飛んだ。


    　隣の担架の側そばで、救急隊員が声を上げている。


    「落ち着いてください！　もう大丈夫ですよ！」


    　何やら緊迫した状況である。


    「……おぉ？」


    　揺れる振動から、車の中にいるのだとわかった。鳴り続けるサイレンから、これが救急車であることも推測できる。ただなぜ自分は、救急車の中で眠っていたのか。


    「あー……」


    　血を流しすぎて、アスファルトの上で眠っていたところを、担かつぎ込まれたのかもしれない。


    　腕に針が刺さっていた。管を目で追っていくと、見上げた先の透明な袋から、何やら液体が自分の体へと入れられている。点滴だ。


    「……何これ、すっごい元気になるんだけど」


    　複数の触手に貫かれ、七なの日かにサーベルで腹部を突き刺されたのにもかかわらず、その傷はほとんど治っていた。何も食べていないのに、ここまでの回復力を得られるとは驚きだ。


    　点滴の袋にかじりついていると、患者を診ていた救急隊員が振り返った。


    「ちょっと、こらっ！　何やってるの!?　それ飲むものじゃないぞっ」


    　救急隊員はラティメリアの異常な行動を見つけ、叱しかりつける。


    「座りなさい！　お腹なかに大怪け我がしてるんだから、安静にしてなきゃ！」


    「おぉ、おぉ……？」


    　ラティメリアは担架の上に立ち上がる。


    　追い詰められ、窓を割って救急車から飛び出した。


    「ああっ……!?」


    　救急隊員の驚きよう愕がくの声を背に、アスファルトを転がったラティメリアは、一目散に逃げだした。


    　救急車は、現場を出発して間もなかったらしく、ラティメリアは、すぐにマンション前へと戻ることができた。


    　夕立けぶる空の下、そこは凄せい惨さんな殺さつ戮りく現場となっていた。いまだ回収されていない死体がそこら中に転がり、集まった救急隊員や警察官が忙せわしなく行き来している。


    　マガツカミへの怨えん嗟さを叫ぶ男性。母親を捜し、泣き喚わめく子ども。搬送を待つ怪我人たちの呻うめき声が雨音に混じり、場は混こん沌とんとしていた。


    　歩みを止めたラティメリアは、服の裾すそを捲めくってみる。へその上辺りに、大きなガーゼが貼られていた。


    　ガーゼを剥はがすと、縦に大きな切り傷が残っている。


    　点滴でだいぶ回復したとはいえ、触手によって受けた傷と違って、マガツカミを殺すためのサーベルでつけられた傷は治りにくい。


    「……刺しやがったな。あいつ」


    　思い出すとムカムカしたが、どこを見回しても、七なの日かの姿はなかった。


    「……ふざけんな……」


    



    　　　×　　　×　　　


    



    　七日が取り出したのは、手の平に納まるほどの小さな巾きん着ちやく袋ぶくろだった。


    　事務所の空いたスペースに立ち、白しら坂さかへ断りを入れる。


    「この場所、少しお借りします」


    「構いませんが……何をするんです」


    「召しよう喚かんです」


    　握った巾着袋を口元に寄せ、七日はまるで、祈るように目を閉じた。


    　しばし黙って。集中し終えてから、ただ一言唱えた。


    「来い──〝ラティメリア〟」


    　すると巾着袋に向かって、光の筋が集まり始めた。巾着が光を吸収して、煌きらめきだす。七日はそれを頭上に掲げ、光を床に叩たたきつけるように振り下ろした。


    　放たれた光は床で弾け、より一層眩まぶしく輝く。


    「おおっ」


    　白坂が手をかざし、目を細くする。


    　やがて光は掻かき消えて、平時を取り戻した事務所の一角に、雨に濡ぬれた少女が立っていた。


    　ラティメリアはフードを深く被かぶったまま、じろりと七日を睨にらみつける。


    「……は。よく召喚できたわね。私にあんなことしといてさ」


    「緊急事態だった。悪く思うな」


    　七日は紙袋を差し出した。先ほど白坂から店の場所を聞き、買ってきたハンバーガーだ。


    「ほら、食えば治るだろ」


    　目の前に出された紙袋を、ラティメリアは乱暴に弾く。


    　袋から飛び出したハンバーガーが、タイルにこぼれた。


    「……ふっざけんな……！」


    　声に怒りを込めるラティメリア。


    　その全身を見て、七日は訝いぶかる。満まん身しん創そう痍いだったはずのラティメリアの傷が、治っている。


    「……お前、何を喰くった」


    「は。何で？　いちいち報告しないといけないわけ？」


    　ラティメリアはパーカーのポケットに手を入れたまま、七なの日かの前に立つ。


    　七日もまた、ラティメリアへと詰め寄った。


    「……報告しろっつってんじゃねえよ。まさかと思って確認してんだろ」


    「まさかって何？　自分で考えれば？　食べもんなんて、あんたにもらわなくったって調達できるんだよ。肉ならさあ、あのマンション前にいっぱい転がってたじゃんか？」


    「お前──」


    　七日がサーベルに手を添えた。瞬間、ラティメリアがその柄えを手の平で押さえる。根元だけ抜かれたサーベルは、ラティメリアによって押し戻される。


    　パチン、と鍔つばが鳴った。


    「……ねえ、何焦あせってんの？　あんた今日おかしくない？」


    「……」


    「六りつ花かのマガツカミのせい？」


    　七日は黙ったまま、答えない。


    「……あっそ。私は邪魔なんでしょ。じゃ帰るよ」


    　事務所のドアへ歩くラティメリアだったが、すぐに呼び止められる。


    「ダメだ。勝手に動くな」


    「命令すんなってば！　何様なんだ、あんた」


    　七日は、これ見よがしに山やま吹ぶき色いろの巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出してみせる。


    　それを見たラティメリアが、舌打ちした。怒りに任せ、側そばにあったデスクを蹴けり飛ばす。けたたましい音が事務所内に響き、デスク上のファイルや黒電話を散乱させた。


    「……私を何だと思ってんの？」


    「お前は──マガツカミだろ」


    　再び静けさを取り戻した事務所に、七日の声は浮き立って聞こえた。


    「言ったろ。必要なんだ。六花のマガツカミの存在を感知できる、お前の力が」


    「……いるわ。この建物の中じゃない？　気配を感じる。捜せば？」


    　ラティメリアは答えて、踵きびすを返す。再びドアへと歩き出した。


    「私はどっかで時間を潰つぶしてるわ。ちゃんとあんたの側そばで、あんたが死ぬのを待ってる。さっさと死んでね。喰くってやるから」


    　ラティメリアはそう言い残して、事務所を後にした。


    



    　　　×　　　×　　　


    



    　暇ひまを持て余したラティメリアは、一人で映画を観ることにした。


    　売店でポップコーンとコーラを買い、ホラー映画『エッグマン・ブギ』を鑑賞する。


    　途中トイレへと席を立ち、個室で聞いた足音に息を殺した。


    　天井と壁の隙間からラティメリアを見下ろしていたのは、スクリーンから抜け出した殺人鬼、エッグマンだった──。


    



    「ぴぎゃああああああああああっ……！」


    



    　ラティメリアは恐怖のあまり、個室の扉を蹴けり飛ばした。


    　エッグマンは扉ごと弾かれ、洗面台へと衝突する。蛇口が壊れ、勢いよくふき出した水が天井を濡ぬらした。倒れるエッグマンの頭上に、水はシャワーのように降り注ぐ。


    　ラティメリアは、急いで下着を穿はいてから、恐る恐るエッグマンの姿を確認する。


    　ゆらりと影かげ法ぼう師しが立ち上がるように、エッグマンは体を起こした。その体の輪郭には、黒い影がうごめいている。


    「くぅ……。シビれるのう。なんちゅう馬ば鹿か力ぢからよ」


    　被かぶり直したハットの下は、のっぺりとした白い仮面で覆おおわれている。衝撃を受けたからか、その顔面に、ヒビが入っていた。


    「う……」


    　映画のワンシーンを思いだし、ラティメリアは後あと退ずさる。


    　亀き裂れつは顔全体に広がり、いよいよ仮面が崩れ落ちる。エッグマンの顔の部分にあったのは、剥むき出しの歯、それだけだった。歯茎と、人間と同じ形をした歯だ。顔面にはその大きな口だけあり、他は真っ黒に塗り潰つぶされていて何もない。


    　影の中に浮かぶ口。それには見覚えがあった。ラティメリアは声を上げる。


    「あんた……さっきのマガツカミっ!?」


    「如い何かにも。お嬢からは〝翁おきな〟という名を頂いておる。本物のエッグマンかと思ったろう？　カカッ。臆おく病びようなお嬢さんには、少々刺激が強すぎたかの」


    　翁は歯の間からべろんと舌を垂らし、両指を広げた。


    　影をまとい姿を変える〝影かげ塗ぬり〟によってエッグマンに変身した姿。トレンチコートの裾すそから無数の触手が垂れ、うねうねと先端を持ち上げる。


    「儂わしはエッグマンよりも残酷じゃ。叫んでもよいぞ？　先ほどのように、ぴゃあぴゃあとな」


    「は？　叫んでないけど？」


    　ラティメリアはムッとして眉まゆ根ねを寄せた。


    「……つうか、あんたじゃちっとも怖くないわ。マガツカミなら、喰くえるんでしょ？」


    　言うが早いか膝ひざを曲げ、ラティメリアは化ばけ神がみへと飛びかかった。


    



    　　　×　　　×　　　


    



    　ハイドランジアを捜して館内の探索を続けていた七なの日かは、上映中の劇場まで足を運んでいた。


    　暗がりの中、正面の巨大スクリーンが光を受けて、『エッグマン・ブギ』を映しだしている。


    　段々に並ぶシートの一番奥から、七日は座席全体を一望した。


    　点々とまばらに座る観客たちの後頭部が見える。客はほとんどいないと謙けん遜そんしていた白しら坂さかだったが、閑散とした表通りに比べれば、多いほうだと感じる。


    　七日はスクリーンへ視線を移した。


    　エッグマンに追われたヒロインが、薄暗い雑ぞう木き林ばやしを走っていた。館内に満ちる息切れ。背後を気にする怯おびえた表情が、スクリーン一杯に映る。


    「……できれば、初めから観てほしいものだがな」


    　すぐ側そばで声を聞いた。七日は瞬時にサーベルを抜刀し、声のしたほうへ振るった。


    　ハイドランジアは刀身をかわし、暗がりの中へ飛び跳ねる。スクリーンの光を半身に浴びて、青紫の瞳が煌きらめいていた。


    「……乱暴者だな、ナノ。お話しさえもさせてくれないのか」


    「お前と話すことなんてねえよ」


    「連れないな。私は君と語り合いたいのに。普通に、映画の話とか」


    「マガツカミと映画の話か。反へ吐どが出るね」


    「いいじゃないか。映画が好きなんだ」


    「じゃ俺は嫌いだ。やっぱお前が、宣伝のために殺してたんだな」


    「ふふ。エッグマン・キャンペーンと銘打ってみたんだ。今や『エッグマン・ブギ』を上映しているのはこの映画館だけだからね。映画が話題になれば、客入りも回復するだろう？」


    　ハイドランジアは唇くちびるに指を添え、笑った。自分のアイディアを自慢しているようだ。


    「……何な故ぜこの映画館にこだわる」


    「ここに棲すむ、化ばけ神がみたちにこだわっているんだ。この映画館はやがて潰つぶされる。マガツカミというのはまあ、そういうのは受け入れるものじゃないか。ここで生まれたのだから、ここで映画館とともに朽ちてゆく。それもまた運命とな。けど私は、抗あらがえと言ったんだ。もったいないじゃないか。せっかく生まれた命が、儚はかなく消えてしまうというのは」


    　七日は、ゆっくりとサーベルを前に構える。


    「……お前が悪戯いたずらに殺した人間の命だってそうだ。その言葉を借りれば、〝もったいない〟とはならないのか？」


    「馬ば鹿かだな、ナノ。不ま味ずい肉なんて。投げて潰して遊ぶ以外に、使い道があるのかい？」


    「……ああ、そうだよな。やっぱできねえよ、お前とお喋しやべりなんか」


    　七日は前へと踏み込み、白しら刃はを煌きらめかせる。


    　ハイドランジアは跳び上がってサーベルをかわし、シートの背もたれに着地した。


    「何を憤慨しているんだ。人間は人間を助けるだろう？　マガツカミだってマガツカミを助ける。それを咎とがめる権利が、君にあるのかい」


    「人は客を呼ぶためのキャンペーンで、殺しなどしねえよ」


    「はは。けど他の生き物は殺すじゃないか」


    　ハイドランジアは両腕を広げた。すると座席の観客たちが、一斉に腰を上げ、振り返る。


    　中年の男性。若い男女。老婆に少年。赤子を抱いた女性。


    「……同じだよ、ナノ。人間もマガツカミも、自分勝手でわがままだ。共存できないのなら、あとはどちらが強いか、という話じゃないか」


    　観客たちは一斉にあごに手を添えて、仮面を外すように、顔面を外した。


    　頭部の塗り潰つぶされたような暗がりには、剥むき出しの歯が浮かんでいる。


    「こいつら……全員が……」


    「ふふふ。言ったろう、ナノ。私たちは、映画が好きなんだ」


    　ハイドランジアは青紫の瞳を細め、艶あでやかに微ほほ笑えんだ。


    



    　　　×　　　×　　　


    



    「うっざ……！」


    　トイレから飛び出したラティメリアは、急カーブして廊下を曲がった。


    　その背を追って伸びてきた無数の触手が、トゲ状となって壁や天井に突き刺さる。


    　影を具現化し、自在に操る〝影かげ繰くり〟もまた、化ばけ神がみ特有の能力である。翁おきなは次々と触手を繰り出しながら、徒歩でラティメリアに迫ってゆく。


    　ラティメリアが避よけるたびに、触手は廊下の至るところに突き刺さり、瓦が礫れきを散らした。


    　ラティメリアは触手と触手の間を縫ぬいながら、攻撃のチャンスを探す。しかし狭い廊下で、大量の触手を避け続けることは敵かなわない。


    「うあっ……！」


    　ふくらはぎを貫かれ、足を止めた次の瞬間、触手がラティメリアの鼻先に迫った。


    　ラティメリアはとんぼ返りで触手を避け、廊下をごろごろと転がる。


    「……危なかった。今のは……」


    　体を起こしたラティメリアの手には、避けたと同時に噛かみ切った触手が握られている。


    　触手をかじるラティメリア。「まずっ」と一言吐き捨てたあとに、ふくらはぎから流れる血が止まる。


    「ふむ。素晴らしいのぉ」


    　翁はその回復力に感嘆の声を上げる。


    「なぜそれだけの力を持ちながら、人間の下につくのじゃ。人間とは食物。食い物にこき使われるマガツカミとは、愚の骨頂よの」


    「別に、好きで一緒にいるわけじゃないわ。いつか殺して喰くうつもりだし」


    「今喰えばよかろう」


    「……難しいのよ。依より代しろを質しちに取られてるから」


    「ほ。ならばそれを、取り返せばいいんじゃな」


    「……え」


    「簡単じゃ。さすればお主は、あの人間から解放される。違いないな」


    「……何、あんたいい奴だったの……？」


    　思わぬ申し出に、ラティメリアは戸惑う。


    「解放された後は、儂わしらとともにおればよい。マガツカミはマガツカミとともに。人間といるより、お嬢の下におるほうが気分もよいわ」


    「お嬢って……。あの覗のぞき神がみでしょ？　あんたもあいつが好きなの？」


    　ハイドランジアを〝あの方〟と呼んで慕っていたカラメルもさることながら、七なの日かでさえも、彼女のこととなると目の色を変える。


    「みんなあいつが好きなのね」


    　ハイドランジアを語る翁おきなの口調は、かつてのカラメルのように、どこか誇らしげである。


    「お嬢は特別じゃ。なにせ人の両眼から生まれたマガツカミじゃからの。この世に数あま多たのマガツカミあれど、人を依り代にして生まれたものなど〝六りつ花かのマガツカミ〟の他にはおらん。依り代の特徴を引き継ぐのがマガツカミじゃ。故にあの方はマガツカミでありながら、人間のような生き方をなさる──」


    



    　　　×　　　×　　　


    



    「ナノ。剣を振るう君の姿を見ていると、あの戦場を思い出すよ」


    　ハイドランジアは劇場内の一番奥で、一対多数の戦闘を眺めている。


    「……楽しかったな、ナノ」


    　ハイドランジアは一人郷きよう愁しゆうに浸る。


    　七なの日かは座席の中央付近で、迫り来る化ばけ神がみたちを切り伏せていた。


    　化け神たちはそれぞれが、思い思いの武器を握っている。剣に槍やりに鎌かまに斧おの、そのどれもが、〝影かげ繰くり〟によって影から生み出されたものである。


    　向けられた数あま多たの武器をサーベルで叩たたっ斬きり、七日は劇場内を走り回った。


    　足を止めたその瞬間に、四方八方から影が伸びてくる。斬っても斬ってもキリがない。いくら影を切り離したところで、この暗がりの中では、化け神たちはすぐに再生してしまう。


    　スクリーンを背景に、七なの日かは座席と座席の間から、ハイドランジアを見上げる。


    　階段の先に立つハイドランジアは、じっと七日を見下ろしていた。


    「……あの頃の君は、健けな気げに姉を護まもる小さな少年だった。人間が嫌いで、マガツカミが嫌いで。あの頃も君は、独りぼっちで戦っていたな」


    「……一人じゃなかったさ、あの頃はな」


    「ああそうか。六りつ花かがいた。君の大切なお姉ちゃんが。だが今はもう独り──」


    　青紫の瞳を細めて、ハイドランジアは笑った。


    「六花は、我々が喰くってしまったもんなあ……！」


    　瞬間、七日は段々になっている座席の間を駆け上がった。


    　しかしそこに辿たどり着く前に、化ばけ神がみたちの伸ばした触手に、手足を搦からめ捕られる。


    「っぜえな……くそがっ」


    　放ったナイフはハイドランジアの手前で、身を挺ていして庇かばった別の化け神に当たって落ちた。


    　化け神たちが七日に群がり、大きな口を開いて四し肢しを噛かむ。


    「があっ……」


    　化け神たちに全身を噛みつかれ、七日はいよいよ膝ひざをついた。


    　ハイドランジアが、ゆっくりと階段を下りてくる。


    「旅の間、様々な人間を喰ってはみたが、ついぞ六花を超える味に出会うことは叶かなわなかった。あれは特別な血。格別な肉だ。美う味まかったなあ……」


    　恍こう惚こつに顔を歪ゆがめ、ハイドランジアは頬ほおに手を添える。


    　それから七日の前に膝を曲げ、その顔を覗のぞき込んだ。


    「姉弟だな……。君の血も、いい匂いがする……」


    「うるせえなっ……！」


    　体を起こそうとした七日へ、化け神たちがさらに喰いかかる。


    「おお……怖いな。ナノ、君は我々に六花を取られて悔しいんだろう。だから執しつ拗ように我々を追いかけ回しているんだ。けどそんなことをしても無駄」


    　七日の耳元に頬ほおを近づけ、ささやく。


    「六花はもう、消化されているんだよ？」


    「黙れっ」


    「あはは。おや。これは何だ」


    　ハイドランジアが取り出したのは、山やま吹ぶき色いろの巾きん着ちやく袋ぶくろだった。今し方、七日のスーツのポケットから掠かすめ取ったものだ。


    「……っ！」


    　七日の表情が変わる。体をよじって前に出たのを、化け神たちが押さえつけた。


    　ハイドランジアは巾着を逆さにし、中身を手の平に出した。


    　ころん、と転がり出てきたのは、小さな石ころのような欠片かけら。


    「可愛かわいいね。我々の喰くい残しをこんな綺き麗れいな巾きん着ちやくに入れて、大切にしてるなんて」


    　それは、人間の歯だった。


    



    「……惨みじめね」


    　座席を見下ろせる二階席から、ラティメリアは階下を眺めていた。


    　巾着の中身を見た翁おきなが驚く。


    「何と。お主も……六りつ花かのマガツカミじゃったのか？」


    「そうなるのかな。依より代しろが元々同じ人間だから、私は私以外の〝六花のマガツカミ〟を感じ取ることができる。けど……六花が喰われた後に生まれた私は、六花を知らない」


    　全身を化ばけ神がみにかじられ、ハイドランジアの前に跪ひざまずく七なの日かを見下ろす。


    「……あいつは何も言わないから。六花ってのが、ナノの姉だったなんて、初めて知ったわ」


    　階下から、犬歯をつまんで観察するハイドランジアの声が届く。


    「これも六花の体の一部なら、六花の味がするのだろうか……？」


    　言って犬歯を、ぺろりと舐なめた。


    　途端、ラティメリアの背に悪寒が走り、「ひ」と声を上げてしゃがみ込む。


    「……あいつ……私の依り代、喰うつもりじゃないでしょうね……」


    　つぶやいた直後、ハイドランジアが歯を口の上につまみ上げた。


    　待って、とラティメリアが叫ぶその前に。七日が声を荒らげる。


    「やめろっ……！」


    　ハイドランジアの動きが止まった。「おや？」と、七日へ視線を落とす。


    　七日はハイドランジアを見据え、薄く笑った。


    「……お前が喰いたいのは、そんな石っころなのか？　あ？　んなもんに六花の血は流れてねえよ。肉が喰いてえんだろ。俺を喰いてえんじゃねえのかっ……」


    　七日は身をよじって暴れた。その度に化け神たちが大口を開け、さらに七日の体へと歯を食い込ませる。血が溢あふれ、こぼれ滴る。息を荒らげ、歯を食い縛り、七日は上体をカーペットに押さえつけられたまま、ハイドランジアを睨にらみつけた。


    「……いいのか。お前のご馳ち走そう、喰われちまうぞ」


    「……ああ、ナノ。らしくないな。こんなちっぽけな欠片かけらが、君を動揺させるのか」


    　ハイドランジアは、改めてその小さな歯をつまみ上げた。


    「どうして？　大好きだった姉の形見だから？　形見から生まれた、喰い神のためか。……シスコンめ。つまり君は、まだお姉ちゃんが恋しいんだ」


    　ハイドランジアは嘲あざ笑わらった。


    「だからこんなものを、肌身離さず、大切に持っているんだな」


    「……ああ。悪いか」


    　欄らん干かんの陰から、ラティメリアは七なの日かのか細い声を聞いた。


    「何言ってんのよ……あいつ」


    　欄干を握り締め、唇くちびるを結んで階下を見つめる。初めて見る、七日の惨めな姿を。


    　階下から、ハイドランジアの笑い声が響く。


    「ははははははっ。案ずるな、君もきちんと喰くってやるさっ──」


    　ラティメリアはその姿を見ていられず、背を向けた。


    



    　ハイドランジアは、化ばけ神がみに〝影かげ繰くり〟で大おお鎌がまを作らせた。


    「ナノ。こう考えるのはどうだ。姉を想って生きるより、同じ口に喰われたほうが幸せじゃないか？　案外人間はそういうことに、幸せを見いだすものだろう？」


    「……」


    　その切きっ先を振りかざす。


    「まあ私にはまったく、理解できないがな──」


    　大鎌を振り下ろそうとしたその瞬間、ハイドランジアは頭上より降る殺気に気づいて、身を投げた。降ってきたのはトレンチコートにハット、白い仮面のエッグマンだった。着地したと同時に触手を放ち、周囲の化け神たちを一斉に貫いてゆく。


    「翁おきな……!?　何をしているんだ……！」


    「……さあ。何をしてるんでしょうね」


    　立ち上がったエッグマンは、ハイドランジアに向かって、指先につまんだ舌を見せた。


    「……っつか、翁は、こいつな」


    「……っ！」


    　エッグマンの放り捨てたその舌は、翁の口から引き抜かれたものだった。もやもやと影の霧を発散させ、消えてゆく。


    　七日は怪け訝げんにエッグマンを見上げた。


    「……何しに来たんだ、ラティメリア」


    「……決まってんでしょ。あんたを喰いに来たのよ」


    　エッグマンはあごに手を添え、仮面を外す。


    　仮面の奥に現れたのは、剥むき出しの歯ではなかった。素顔を晒さらすと同時に身長は縮み、ウエストは細く、骨格は女のものへと変化する。〝影かげ塗ぬり〟による変身が解かれた後に、ラティメリアが姿を現した。


    　襟えり首くびにファーのついたロングコートは黒く、短パンから覗のぞく太ももは、暗がりの中にあって白く眩まぶしい。頭には、白いお面がかけられていた。


    「……あんたは私のご馳ち走そうなの。あんたを喰うのは、この私なのっ！　なのに何で──」


    　尻しつ尾ぽのようにコートの下から伸びた触手が、七なの日かに噛かみつく化ばけ神がみたちを突き刺してゆく。


    　ラティメリアは、膝ひざをついたままの七日の胸ぐらを掴つかんだ。


    「何で、勝手に他の誰かにあげようとしてんのよっ！」


    「……じゃもっと早く来いよ」


    　ラティメリアは七日を突き飛ばした。


    「……名前、つけさせてあげるわ」


    「〝バケメリア〟」


    　それぞれ手に武器を携たずさえていた化け神たちが、二人を取り囲み始める。


    　その数は減っていない。七日のサーベルでは太刀打ちできない。


    「こいつらの依より代しろは、この映画館の〝暗がり〟だ。いくらこの剣でも、暗がりは斬きれない」


    「斬れないんなら、喰くっちゃえばいいんでしょ」


    　化け神たちの数は減ってはいなかったが、それぞれが少しだけ、縮んでいた。


    　逆に彼らを突き刺したラティメリアの触手が、一回り大きくなっている。化け神を貫いたと同時に、彼らの影を喰ったのだ。


    「私の依り代に何かあったら許さないわ」


    「……はいはい。取り返して来るよ」


    　七日はハイドランジアへ向かって駆けた。

  


  [image: ]


  
    「くっ……」


    　ハイドランジアは後あと退ずさり、六りつ花かの歯を喰くおうとする。


    　しかしその寸前、接近した七なの日かによって腕を斬きり落とされる。


    「きゃあああっ……！」


    　宙に跳ねた腕を掴つかみ、七日はそのままハイドランジアへと迫った。


    　ハイドランジアは踵きびすを返し、正面のスクリーンへ駆けていく。


    　七日を追って、化ばけ神がみたちが動いた。だが、その背中を、伸びてきた影が貫いていく。


    　ラティメリアの繰る影の触手はうねうねとうごめき、化け神たちを吸収していく。


    「便利ね、これ。手がいっぱいあるみたい」


    　ラティメリアは背後に触手を持ち上げた。影を吸って太くなった触手は枝分かれし、さらに本数を増やして化け神たちの頭上に広がっていく。


    「あ、違うな。口か」


    　掲げた両腕を振り下ろす。触手は、次々と化け神たちを喰っていった。


    



    　残る片方の腕だけで大おお鎌がまを振るうも、あえなく七日に斬り落とされる。


    　ハイドランジアはももにナイフを受け、つんのめった。スクリーンの手前で、膝ひざをつく。


    　振り返った先で、七日がゆっくりと近づいてくる。


    「……残念だ。もう少しで君を喰うことができたのに」


    「不運だな」


    　段上に上がり、七日はハイドランジアの首元にサーベルの切きっ先を突きつける。


    　ハイドランジアは青紫に灯ともる瞳で、七日を見上げた。


    「……やはり、仲良しこよしだったじゃないか。あの子は、ずいぶんと君に懐なついているようだ」


    「約束してあるからな。俺が死んだら血肉をやるって」


    「ふはは。それは羨うらやましい」


    　スクリーンには、炎に包まれたエッグマンの姿が映っていた。雄お叫たけびを上げる悲痛な顔に、七日とハイドランジアの影が重なる。


    　ハイドランジアの斬られた腕の断面から、濛もう々もうと黒い霧が吹き出している。


    「……お前……その体は」


    「私の能力は覚えているかい。〝視界ジャック〟は人の視界を奪い、操作する。対象は何も、人間だけとは限らないのさ」


    　ハイドランジアはあごに指を添えた。そして仮面を外すように、顔面を外す。


    　仮面の奥の暗がりには、剥むき出した歯。そしてちょうど左目の部分に、青紫に灯る目玉が浮かんでいる。左の目玉だけはハイドランジアの依より代しろに違いなかったが、その体は、化け神の化けたニセ物だった。


    「依より代しろの半分を失うことになるが、まあいいさ。楽しかった」


    「……俺が生きている限り、お前に安住の地はないと思え。必ず捜し出して、殺してやる」


    　青紫の瞳に、七なの日かの顔が映る。目玉はじっと、七日を見つめている。


    「ふふ。その時はまた、楽しませておくれ。ナノ」


    　七日はサーベルを薙ないで、化ばけ神がみの首を落とした。


    　その体や、転がった頭部が黒く濁り、やがて影の塊かたまりとなって霧散する。


    　サーベルを鞘さやに納めた七日は、段上に転がる目玉を拾い上げた。依り代とされた六りつ花かの目玉は、六花が死んだ今もなお、輝き続けている。


    　その鮮やかな虹こう彩さいに、七日はナイフを突き立てた。


    



    　　　×　　　×　　　


    



    　雨の降り続く鉱こう南なん町ちように、再び活気が戻ってきた。


    　ただし、やってきたのは制服を着た警察官たちである。かつてはネオンの照らした空を、今はパトランプが愛あい嬌きようなく照らしていた。


    　タカラ座では、警察官たちによる立ち入り調査が行われていた。本日の営業はこれにて終了。そしてこの日が、タカラ座最後の一日となった。


    　傘かさを差したちとせは、映画館の前で一人の警察官に呼び止められた。


    「話があります。乗って」


    「……え？　何？」


    　警察官は戸惑うちとせの胸ぐらを掴つかみ、無理やりパトカーの後部座席へと押し込む。


    「ちょっと、何なんですか！　これ、どういう──！」


    　ジタバタと暴れるちとせは、隣に七日が座っていることに気づき、素すっ頓とん狂きような声を上げる。


    「……は？　古ふる川かわさん？」


    　七日は窓際で頬ほお杖づえをつき、窓を打つ雨粒を見つめている。


    　ちとせを押し込んだ警察官もまた、後部座席へと乗り込んできた。三人並ぶことで狭くなる。


    　警察官は仮面を外すように、顔面を外した。濛もう々もうと影を発散させ、縮んだその姿は、化け神を喰くって〝ドレスアップ〟した、ラティメリアである。


    「えっ!?　な、何？　私、さらわれるの……？」


    　ちとせは七日とラティメリアに挟まれ、膝ひざを揃そろえる。


    　七日がそっぽを向きながら、用件を言った。


    「情報が欲しい。ここの映画館のオーナーの安否を。名前、何つったかな……」


    「情報……？　そのために拉ら致ちされたんですか、私」


    「堂々と声かけられるよりはマシだろ」


    「勘弁してくださいよ……。事件現場のど真ん中ですよ？　見つかっちゃいますよ」


    　ちとせは、七なの日かのスーツがところどころ破けていることに気がついた。


    「……え。何で血だらけなんですか」


    「あんたの言う通りだった。エッグマン事件はマガツカミが絡んでいたよ。今回は買い取りじゃなく、情報交換といこうか」


    「……わかりました。それでお願いします」


    　ちとせはつぶやいて、七日から情報をもらう前に、先に提供する。


    「タカラ座の支配人、白しら坂さか昭あき夫お氏とはまだ、連絡が取れていません。スタッフの方々に話を聞こうにも、彼らもまた、行方不明なんです。この映画館、変ですよ。経営中であった形跡はあるのに、誰もいないんです。お客さんも、スタッフも」


    「家族との連絡は？」


    「取れました。白坂氏に関しては、半年ほど前からほとんど家に帰ってないようです。スタッフに至っては、すでに行方不明届が出されている人もいて……」


    「やっぱりか……。すり替わっていたんだな」


    「……？　すり替わって？」


    「このタカラ座は、マガツカミによって経営されてたってことだ。たぶん、半年ほども前からな。館内をくまなく捜せば、喰くい残された骨くらい、見つかるかもしれない」


    　七日が白坂と話したのは、ついさっきのことである。しかし事が済んだあと、映画館のどこにも、白坂の姿はなくなっていた。七日が話したあの男は、化ばけ神がみの化けたニセ物だったのだ。


    「……お前気づいてたか？」


    　七日は、ちとせの向こうのラティメリアへ尋ねた。


    　ラティメリアはつんと反対側の窓を眺めたまま、ぶっきらぼうに答える。しかしそれは七日にではなく、隣のちとせへ向けたものだ。


    「伝えて、情報屋。〝あんたのミスでしょ〟って」


    「え？　私が？」


    「伝えてくれ、情報屋」と七日もまた、ちとせを通して答える。


    「〝おまえだって見てたろ。頭に血が上って、目にも入ってなかったのか？〟」


    「あーっと、……ですって」


    　ちとせは、ラティメリアに向けて微ほほ笑えみを投げかけた。


    「は？　頭に血が上ってたのはどっち？　自分から巣に突っ込んでって死にかけてさ。私がいなかったら、喰われてたじゃん。ダサ」


    「お前は俺に死んでほしかったんじゃなかったのか？　何飛び出してきてんだ。ツンデレか」


    「早く死ねとは思ってるけど、喰われちゃったら意味ないでしょ!?　バカじゃないの」


    　両サイドから罵ののしられ、ちとせは縮こまった。


    「えぇ……？　何これ、何でケンカしてるの……？」


    　車内のひりつく空気を緩和すべく、引き攣つった笑みを浮かべる。


    「仲良くしましょうよ。こんな空気、私やだなあ」


    「死体喰くうような奴とは、仲良くできねえよ」


    「何それうける。死体なんて喰ってないんですけど。点滴なんですけど」


    　七なの日かは失笑した。


    　その側そばで、ちとせはフロントガラス越しに、パトカーへ向かってくる警官隊を見つける。


    「あれ……。やばい」


    　辺りを見回して、顔を青ざめさせた。


    「え……ちょっと、これ、囲まれてるんじゃ……？」


    　いつの間にか集まって来た警察たちが、一定の距離を置いて、パトカーを包囲し始めていた。先頭の中年刑事が拡声器で叫ぶ。いわく、「おとなしく手を挙げて出てこい！」。


    「ほらあ！　だから言ったじゃないですかっ。どうするんですか、また大騒ぎですよ」


    　しかし七日は頬ほお杖づえをつき、窓の外を眺めたまま。


    「……点滴とか受けてんなよ。マガツカミのくせに」


    「……そうよ。私は、マガツカミだわ──」


    　ラティメリアもまた、そっぽを向いたまま答えた。


    「……あんたの姉じゃない」


    「わかってるよ」


    　投げやりな返事に、ラティメリアは七日へと顔を向ける。


    「ホントにわかってんの!?　私はあんたを喰う喰い神がみ。いつだってあんたの命を狙ねらってる。それを忘れないことね」


    「……ああ。わかってる」


    　七日とラティメリアはパトカーのドアを開け、外に出た。二人へ一斉に銃口が向けられる。


    　七日は後部座席へと手を伸ばし、ちとせの襟えり首くびを掴つかんだ。


    「ほら、人質にするぞ」


    「え、うそ、また!?」


    　ちとせを盾たてにパトカーの前へ出た七日は、隣のラティメリアに確認する。


    「わかってんな。喰うなよ」


    「命令、すんなっ……！」


    　答えて雨の中を走りだす。向けられた銃口を見据え、喰い神は残酷に笑った。


    



    
      了

    

  


  
    カミツキレイニー


    Kamitsuki rainy


    



    Twitterさえうまくつぶやけないというのに、ここで何を語ればいいのか。……肩こりなう。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    七日の喰い神
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